














残念公主のなりきり仙人録




敏腕家令に監視されてますが、皇宮事情はお任せください！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　万ばん物ぶつの主あるじである天てん帝ていは、天と海と地を創り、そこに生命を誕生させた。

　そして、天帝の座す天界と、人が住まう人界を繫つなぐ存在として、人じん智ちを越こえた知識と能力を持つ者を創った。──その者を、仙せん人にんと称しようする。

　ある時天帝は、強き力を持つ三人の仙せん──三神しん仙せんを呼んで言った。

「汝なんじは天を支えよ」

　そう告げられた聡そう明めいなる天てん鳳ほう王おう父ふは、天界に住まいし仙人達を統治した。

「汝は海を治めよ」

　そう告げられた気高き海かい龍りゆう王おう母ぼは、海底に宮を造り、荒あらぶる海を治めた。

「汝は地を豊かにせよ」

　そう告げられた慈じ悲ひ深ぶかき地ち虎こ真しん君くんは、大地に降り立ち、命の成長を遍あまねく見守った。

　人々に知識を与あたえ、時に救いの手を差さし伸のべた地虎真君は、やがて原げん祖そ真しん人じんとも呼ばれ、地上に降り立つ仙人達が敬うべき手本となっていった。





～〈三さん仙せん譚たん　地ちの巻かん　創そう仙せん録ろく〉抜ばつ粋すい～　　
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「昔、昔。ある村で日ひ照でりが続き、人々は苦しんでいました。

　そこへ一人のみすぼらしい老人が、瘦やせ細ほそった猫ねこを連れてやってきました。

『私の大切な猫が、飢うえと渇かわきで苦しんでいるのです。水を一杯ぱいいただけませんか』

　村人達はその老人を憐あわれに思い、貴重な水を分け与あたえました。

　すると、何ということでしょう。その老人は突とつ然ぜん、美しい若者に姿を変え、猫は立派な毛並みを持った白びやつ虎こへと変化しました。

　若者は言いました。

『他者を思いやる心、まことに立派である。お礼に雨を降らせよう』

　若者が杖つえを振ふり上あげると、空が曇くもり、雨が降り始めました。

　なんと、この若者は不思議な力を操あやつる、仙せん人にんだったのです。

　喜んだ村人達がお礼を言おうと振り返ると、そこにはすでに、若者と白虎の姿はありませんでした。

『ああ、あの方はきっと地ち虎こ真しん君くんの化け身しんに違ちがいない』

　村人達は口々にそう言うと、天を仰あおいで感謝しました」

　それは白虎を伴ともなった麗うるわしき若者の姿が描えがかれた絵巻物。

　声に出して読んでいた幼い少女は、絵巻から顔を上げると、栗くり色いろの大きな瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせた。




「ああ、素す敵てき……！　私もこんな格好かつこ良い『仙人』になりたい……！」







　──そんな願望を抱いだいて、はや十年。




　広々とした邸てい宅たくの庭で、十六歳さいになった少女──蔡さい陽よう琳りんは高価な衣服が土に汚よごれることも厭いとわずに、奇き妙みような円えん陣じんにせっせと謎なぞの文言を書き加えていた。

　落ち着きのない動きのためか、やや乱れた長く艶つややかな髪かみから玉や金銀の簪かんざしが落ちかける。

　それをひょいと挿さし直すと、陽琳はおもむろに立ち上がり、ふうっと汗あせをぬぐった。

「……よしっ、呪じゆ術じゆつ陣じんが完成したわ！　天候よし。太陽の位置よし。これで、古文書にあった術条件はばっちりね！」

　円陣の中央に置かれている餌えさにもぐもぐと舌した鼓つづみを打つ太った野の良ら猫ねこが、陽琳にちらりと視線を向けるも、すぐに我関せずとばかりにそっぽを向く。

「ふふふ……そのふてぶてしさも、なんだか愛らしく思えてくるわね……なにしろ──」

　不敵な笑えみを浮うかべ、陽琳は野良猫をびしりと指さして言った。

「今からあなたはこの術式によって白虎に変化して、私の使し役えき獣じゆうになるのよ！　そう……まるで、憧あこがれの地虎真君の愛獣たる白虎のように！」

　高らかにそう叫さけぶと、陽琳は飛とび跳はねながら身もだえした。

「ああああ！　『センカツ』を始めて幾いく千せん日にち！　とうとうこの日がやってきたわ！　これが成功すれば、地虎真君に一歩近づけるのね……！」

『センカツ』──それは仙人になるための活動として陽琳が勝手に名付けたものだ。

　仙人に関する幾いく多たの文書を読よみ漁あさり、仙せん具ぐや仙せん薬やくといったものを研究する活動を指す。

　当然ながら、伝説の存在を追い求めている以上、荒こう唐とう無む稽けいと笑われることも多々あった。

　だが、そんなことも今日までだ。

（絶対に、この術式を成功させてみせるわ！）

　うっとりしながら夢に浸ひたっていたのも束つかの間ま。

「はっ……いけない！　急がないと、太陽の位置が変わっちゃうわ」

　陽琳は表情を引ひき締しめると、相変わらず餌を食べ続けている野良猫に焦しよう点てんを合わせ、すうっと大きく息を吸った。

　そして、流りゆう木ぼくを削けずって作った自作の杖を、勢いよく振り上げる。




「我わが真ま名な──蔡陽琳の名に於おいて命ずる。我が眷けん族ぞくとなり、我が意に従え！『従じゆう』!!」




　…………。

　──何も起こらない。

「あ、あら？　おかしいわね……」

　術式はこれで完かん璧ぺきなはず。──陽琳はそろりそろりと円陣に踏ふみ入いり、野良猫に近づいた。

　そして、そーっと手を伸のばし──

「ふぎゃ────っ！」

「ぎゃあああああ！」

　食事を邪じや魔まされた野良猫に、手を盛せい大だいに引っかかれた。

　慌あわてて飛び退のくと、懐ふところからごそごそと小さな壺つぼを取り出す。

「こ、こんなこともあろうかと、密ひそかに万ばん能のうの仙薬を作っていたのよ！　これを塗ぬれば、どんな傷でもたちまち綺き麗れいに治るはず！」

　そう高らかに叫んで壺を傾けると、出てきたどろりとした茶色の液体を、躊ちゆう躇ちよすることなくひっかき傷に塗った。

　──すると、みるみるうちに……

「い、痛い！　しかも痒かゆいっ！　な、何よこれええ！」

　どんどん傷口が悪化し、赤く腫はれあがっていく。

　一人でぎゃあぎゃあと騒さわいでいる陽琳に、至し極ごく冷静な声がかかった。

「珍めずらしく早起きしたかと思えば……朝っぱらから、何をなさっているのですか？」

　振り返るとそこには、長身の眉び目もく秀しゆう麗れいな青年が眉まゆをひそめて立っていた。

　涼すずやかな暗あん紫し色しよくの瞳には、どこか呆あきれたような色が浮かんでいる。

「し、紫し晃こう……！　えーっと、ちょっと朝の体操を……」

「ほう……。手を真っ赤に腫らしながら……ですか？」

「うっ……」

　蔡さい家けの家令を務める青年──鄧とう紫晃からの鋭するどい指し摘てきに言葉を詰つまらせる。

　十年以上も世話を焼いてくれている紫晃のことは、もちろん深く信しん頼らいしている。

　だが、七つもの年の差に加え隙すきのない彼かれには、いつも言い負かされてしまう。
















　陽琳が目を泳がせていると、紫晃はため息をついて陽琳の手を取った。

「打ち込める何かがあることは素す晴ばらしいことですが、御おん身みは大切になさってください」

「はあい……」

　紫晃に促うながされるままに井い戸どの水で手の傷を洗い、適切な処置を受ける。

　軟なん膏こうが塗られ、包帯を巻かれた己おのれの手を見ながら、陽琳は感心したように頷うなずいた。

「さすが紫晃ね！　傷の手当てもばっちりだわ！」

「褒ほめても何も出ませんよ。これくらいの処置は、家令ならばできて当然です。……それよりも、このようなことで褒められずに済む方が、私としては大変助かるのですが？」

　にこりと微笑ほほえみながらそう言った紫晃に、陽琳は再び小さく呻うめいた。

「こ、今後は気を付けます……」

「そうしていただけると幸いです」

　痛みが和やわらいできた手を一ひと撫なでし、陽琳は小さくため息をついた。

（うまくいくと思ったんだけどな……）

　今日こそはという望みは儚はかなくついえた。現実は厳しいものだ。

　願望と現実が異なることなどわかってはいるものの、期待はいつも膨ふくらむ。

　陽琳は肩かたを落とした。

「それはともかく、陽琳様。そろそろ通学のお時間ですよ。早くお支し度たくを」

　更さらなる現実を突つきつけてくる家令の言葉に、陽琳はげんなりとした表情を浮かべた。

「じ、実は、今日は珍しく早起きしたせいで、物もの凄すごく眠ねむいのよね。今日はお休みっていうことにさせてもらえないかしら……？」

「ご自身の趣しゆ味みで起きておられたのでしょう？」

「えーっと、じゃあ……そうだわ。実は昨日から喉のどの調子が悪くて……」

「先程まで元気に叫んでらっしゃいましたが？」

「……」

「……」

　二人の間に流れる、沈ちん黙もく。

「逃にげるが勝ち！」

　その直後、陽琳は突とつ如じよ踵きびすを返かえして走り始めた。

　──が、

　紫晃が振り上げた右みぎ袖そでから、先せん端たんに鏢ひようの付いた鉄てつ鎖さが飛び出し、陽琳の腰こしに巻き付いたかと思うと、あれよという間にぐるぐる巻きにされてしまった。

「ぎゃあああああっ！」

　年とし頃ごろの乙女おとめには似つかわしくない声で叫んだ陽琳に、紫晃がにこりと微笑んだ。

「私を前にして逃げ出そうなど、百年早いですよ」

「うううっ……」

　紫晃の器用な手つきによって、がんじがらめになった鎖くさりから解放されながら、陽琳は頰ほおを膨らませた。

「暗器を使うなんて卑ひ怯きようよっ。これじゃ絶対逃げられないじゃない」

「私にとっては願ったり叶かなったりですが？」

「ま、まさか、そのためにわざわざ習得したってこと……!?」

「もちろんです。……というのは冗じよう談だんで、護身用ですよ。私にはお仕えする皆みな様さまをお守りする義務がありますから」

　すました様子で嘯うそぶく紫晃の「完璧なる家令」っぷりに、陽琳は地じ団だん太だを踏ふんだ。

「いつか絶対に、出し抜いてやるんだから！」

　そんな陽琳にも紫晃は顔色一つ変えず、涼やかに言った。

「おや。それは心外ですね。先日皇こう宮ぐうで摩ま訶か不ふ思し議ぎな怪かい談だん話ばなしを一つ仕入れたので、陽琳様が勉強を頑がん張ばられるようでしたら、教えて差し上げようと思っていたのですが」

　普ふ通つうの年頃の娘むすめならこのようなことを言われても心は動くまい。

　しかし、仙人を志す陽琳は違った。

「な、何ですって!?　それならそうと言ってちょうだい！　皇宮でも何でも、どこにでも飛んでいくわ！」

　飛び跳ねて訴うつたえる陽琳を見て、紫晃はふっと微笑んだ。

「ならば、準備を整えてください」

「はいっ！」

「すぐ行動！」

「は、はいいいいいっっ！」

　紫晃の号令を聞くなり、陽琳は自室に向けて一目散に走りだした。

　──そんな場面に運悪くも足を踏み入れた庭師は、しまったとばかりに踵を返すが、同じく居合わせた新米の使用人が不思議そうに首を傾かしげ呟いた。

「ここのお嬢じよう様さま、大だい丈じよう夫ぶですか？　仙人なんて架空の存在だというのに、奇妙なことばかりなさって……。やはり、残念公主という噂うわさは本当だったのですね」

　だが、庭師が「馬ば鹿か！　お前！」と血相を変えたその瞬しゆん間かん──突如飛んできた鉄針が使用人の足元に鋭く突つき刺ささった。

「ひいっ!?」

「……おや、私としたことが、虫を狙ねらったつもりだったのですが、手が滑すべってしまいましたね……。陽琳様の悪口を言う下げ賤せんな虫の声がしたのは気のせいでしょうか」

　冷ややかな声こわ音ねで言い放った紫晃の凍こおり付くような視線に、使用人達は蒼そう白はくとなり、慌ててその場から駆かけ去った。

　このような光景は、この邸てい内ないでは日常茶さ飯はん事じなのであった。
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　清しん琉りゆう国こくの朝は早い。

　日が昇のぼると、早々に城下町の人々は起き出して、家の前を掃はき清める。

　商店街の店が開き始める頃には、宮きゆう廷ていへ出仕する下級官かん吏りや武官、下働きの女官や人足達の波が、城下町の目め抜ぬき通りに集まってくる。

　そんな、ぞろぞろと続く官吏達の列を横目に、小ぶりながらも品のある馬車が、城門へと向けてゆっくりと進んでいく。

　陽よう琳りんは人々を馬車の中から物もの憂うげに眺ながめていた。

　仕事とはいえ、日々早朝から出仕する真ま面じ目めさにはつくづく感心する。

（まあ、私も乗り気じゃないとはいえ、ほぼ毎日こうして通っているわけだから、似たようなものだけど……）

　通学のたびに、精せい巧こうな刺し繡しゆうの施ほどこされた絹の着物を着せられ、簪かんざしや耳みみ飾かざりなどの装そう飾しよく品ひんで飾かざり立たてられる。着飾る時間を読書や睡すい眠みんに当てたいのが本ほん音ねだ。

　億おつ劫くうな気持ちが表に出てしまったのだろう。

「ふあああ……」と、高貴な姫ひめ君ぎみの装よそおいが台なしになるような、大おお欠伸あくびが漏もれてしまった。

「陽琳様。行ぎよう儀ぎが悪いですよ」

　頭上にこつんと軽い拳こぶしが飛んでくる。

「ちょっと、紫し晃こう。ひどいじゃない」

「何がひどいですか。少々小こ突づいただけですよ」

　陽琳が頭を押おさえながら頰ほおを膨ふくらませると、隣となりに腰こし掛かける紫晃はすました顔で言った。

「間もなく皇こう宮きゆうですよ。多少は周囲の目を気になさってください」

「……そうは言うけど、別に私のことなんて、誰だれも気にしてないんじゃないかしら」

「何をおっしゃっているのです。お父上が皇位継けい承しよう権けんを放ほう棄きされたと言っても、貴女あなたが皇族であることは変わりがないのですよ？」

　大輪の華はなのように広がる大陸の半分を、初代皇こう帝てい蔡さい鳳ほう政せいが統一を果たしてから五百年。他国との戦乱の中で徐じよ々じよにその規模を拡大し、現在は九つの州に分かれた広大な地は、「清琉国」という名を冠かんし、蔡鳳政の子孫である蔡皇こう家けによって治められてきた。

　先せん帝てい・蔡政せい瓔えいの早世により、現在は陽琳の従兄いとこにあたる若干二十一歳の蔡輝き瑛えいが、三年ほど前から帝てい位いについている。

　父・尚しよう允いんが先帝の弟であるため、その娘むすめである陽琳もまた、その長い歴史を持つ蔡皇家の末席に名を連ねているわけなのだが……。

「そ、それはわかってるわよ。だけど、若くて顔も頭もいい優ゆう秀しゆうな従兄が皇帝だと、なんだか気き後おくれしちゃって」

「そうはおっしゃいますが、陽琳様とて先帝様にとても可か愛わいがられて『陽よう公こう主しゆ』という号まで賜たまわったではありませんか」

「『陽公主』……ねぇ。私には分ぶん不ふ相そう応おうな気がしちゃうのよね」

　陽琳は、はあ……と深いため息をついた。

　従兄である輝瑛は、生まれながらに才知溢あふれた少年だった。

　三代前の皇帝による法改正で女性の官吏登用が進む昨さつ今こん、幼少時は陽琳にも政まつりごとに関わる期待がかけられていたが、輝瑛と比べて、陽琳はどこまでも平へい凡ぼんだった。

　とはいえ、ない物ねだりをしても仕方ないと、最近は割り切っている。

「尚允様が皇宮を出られて、もう二年になりますからね。お気持ちはわかりますが、今もこうして皇族としての教養や知識を学ぶために、皇宮まで日参されているわけですから、皇族としての自覚をお持ちください」

「まあね。でも、実際やってることって、楽器を弾ひいたり、礼れい儀ぎ作法を覚えたりとか、そんなのばっかりでしょう？　何かしっくりとこないのよね」

「陽琳様は帝てい王おう学がくでも学ばれたいのですか？」

「そういうわけじゃないけど、もっとこう、夢のあることをしたいじゃない？　……そう、例えば『センカツ』とか！」

　陽琳が大きな瞳ひとみををきらきら輝かがやかせて紫晃を見ると、紫晃はこめかみを揉もみながら、特大級のため息をついた。

「ああ……まったく。どう間ま違ちがってこのように育ってしまわれたのか。いい年をなさってなお、謎なぞの呪じゆ文もんを唱となえたり、自作の呪じゆ符ふをあちらこちらに貼はって回るような不思議娘になろうとは……」

「ちょっと、そんな可か哀わい想そうなものを見るような視線を向けないでよ。そもそも、私がセンカツにはまったきっかけは、小さい頃に紫晃がくれた絵巻物じゃない」

　その言葉に、紫晃は僅わずかに眉まゆをひそめる。

「確かに、陽琳様にお会いしたばかりの頃に、子供用の絵巻物を差し上げたという記き憶おくはありますが、なぜそれによってこうも妄もう想そう癖ぐせを持たれたのか、理解に苦しみます」

「だって、まさに正義の味方って感じで、格好いいじゃない！　その中でも三神しん仙せんの一人の地ち虎こ真しん君くんがまた素す敵てきなの。時折地上に降りてきて人々を助ける、慈じ悲ひ深ぶかい仙せん人にんなのよ！　憧あこがれちゃうわ……！」

　うっとりと陶とう酔すいするように語ってから、再び紫晃へと向き直り、言葉を続ける。

「それに何より、もし仙せん術じゆつが使えたら、凄すごいと思わない？」

「確かに凄いでしょうけれども、仙人はあくまで神話の中の存在ですからね」

「もう！　紫晃ったら、夢がないわねぇ。今の時代はそんな大人が多いからこそ、夢を持ち続けるって大切なことだと思うのよ。だから、仙人を目指し、そのために弛たゆまぬ努力をすることって、すばらしいことだと思うの！」

　拳を握にぎり力説する陽琳は身を乗り出して、更さらに言いつのった。

「そもそも、清琉国の史書にもあるでしょ。『皇帝は天子とも呼ばれ、天てん帝ていが人々の指導者として任じた、天帝の代弁者である』──って。もしそれが真実なら、その子孫である私にも何か力があるかもしれないじゃない」

「確かにそうですが……その一文はあくまで皇帝の権けん威いを示すためのものですよ？　第一、その理論からすると輝瑛様の方が、仙人としての資質があることになりますが？」

「うーん……確かに、輝瑛兄様は私より仙人に向いていそうな、底知れなさはあるけど……」

　それは確かに一理ある、と唸うなる陽琳に、紫晃はやれやれと肩かたをすくめながら、冷ややかな視線を向けてくる。

「大体センカツに精を出すようになられてからもう随ずい分ぶん経たちますが、何か成果は出たのですか？」

　その問いかけに、陽琳は一いつ瞬しゆん、言葉を詰つまらせた。

「う……それは、その……使し役えき獣じゆうになる予定の猫ねこが、うちによく来るようになったり」

「毎度毎度、餌えさを与あたえているのですから、それは寄り付きますよ」

「仙せん薬やくを作って、怪け我がを治したり……」

「今け朝さはその仙薬のせいで、傷口が一層悪化していたようにも見えましたが……？」

　彼かれに手当てをしてもらった手を押さえながら、陽琳は顔を引きつらせた。

「と、とにかく！　仙術に関する文ぶん献けんに書かれている様々な事象を実際に試ためすことで、現代の医学や薬学に貢献する可能性だって十分にあるんだからっ」

「ええ。存じておりますよ」

　ただ──と、紫晃は一瞬ためらうように続けた。

「陽琳様のお考えを理解できない輩やからが、不当な呼び名を付けて陰かげ口ぐちを叩たたいていることについては看かん過かいたしかねます」

「ああ……『残念公主』ってやつね」

　その名を言いながら、陽琳は肩をすくめた。

　年とし頃ごろの娘が興味を持つことには目もくれず、仙人に関する研究に没ぼつ頭とうする──そんな陽琳の姿を周囲の者は奇き異いの目で見ながら、いつしか陰かげでこう囁ささやくようになった。

　──『陽公主は残念公主』と……。

「まあでも、そう呼びたくなるのもわかるのよ？　確かに私って女子力はないし、政略結けつ婚こんをさせるにしても問題ありの変わり者公主だもの」

　でも、と、陽琳は全く澱よどみがない瞳で紫晃を見つめて言った。

「私自身はどう呼ばれようと、別に気にしていないわ。私にとってセンカツが大切な生き甲が斐いであることには変わりはないし、誇ほこりを持ってやってるんだから！」

　あっけらかんとそう言い放つと、紫晃は小さくため息をつく。

「まあ、呼び名ごときで陽琳様の本質が変わるわけではありませんからね。些さ末まつな事と、陽琳様の心が穏おだやかでいらっしゃるならばよいのですが」

「そりゃあ私としても、陽公主という名をくださった伯お父じ上うえに対して申し訳ないなあとは思うけどね。あと……私に仕えてる紫晃まで悪く言われちゃったら嫌いやだなあとかも」

「お気き遣づかいありがとうございます。ですが、私も私自身が何と言われようが、全く気にしませんので、ご安心ください」

　紫晃は穏やかに微笑むと、陽琳の頭をそっと撫なでてくれた。

　大きく温かい掌てのひらに触ふれられ、どこかくすぐったい気持ちになる。

　厳しい面も多いが、こんなふうにされると、なんだかんだで守られていることを実感する。

「紫晃。いつもありがとう」

　思わず口をついて出た言葉に、紫晃は一瞬目を丸くするが、ふっと口元を緩ゆるめた。

「さあ、そろそろ着きます。下車の準備をなさってください」

　紫晃の声に外を見ると、皇宮の馬留へと馬車がつけられたところだった。







　紫晃が先に馬車を降り、陽琳へと手を差さし伸のべてくる。その手を取って降りると、陽琳はうんと一つ伸のびをした。

「はぁ……。長い時間乗っていると、腰こしが痛くなっちゃうわね」

　清琉国の王都である琉りゆう昌しようは、皇帝の居城たる皇宮──清しん麗れい宮きゆうを中心に広がっている。

　皇宮内でも一ひと際きわ目を引く正せい殿でんの、鮮あざやかな朱しゆ塗ぬりの柱に白い壁かべ、緑ろく青しようのかかった屋や根ね瓦がわらは、遠くからでも確かく認にんできるほどに荘そう厳ごんにして壮そう大だいだ。

　とても立派な城だとは思うのだが、皇宮外にある自宅から馬車で通っても半はん刻こくはかかる距離と坂道には、いつも辟へき易えきとしてしまう。

「何なら、徒歩で通ってもよいのですよ？　歩いて登城している官吏も多いですからね」

　しれっと投げかけられた紫晃の言葉に、陽琳は思いきり首を横に振ふった。

「そ、それは遠えん慮りよしたいわ。無む駄だに体力を使うし、センカツにも差さし支つかえるじゃない」

「おや。センカツをなさるのであれば、足あし腰こしを鍛きたえることも重要なのでは？」

　わざとらしく首を傾かしげる紫晃に、うっと言葉に詰まる。

「まあ、冗じよう談だんですよ。私としても、皇家の姫君を長く歩かせるわけにはまいりませんからね」

　とはいえ、ここから先は徒歩で向かうことになる。

　陽琳は紫晃とともに、ゆっくりと歩を進めた。

　馬留のある正門である南門付近には官吏や武官達の詰つめ所しよが配置されており、中央には正殿、その更に奥には皇帝の寝しん所じよや後こう宮きゆう、祭さい祀し所じよが建ち並ぶ。

　そんな皇宮の最さい西せい端たんにある、芙ふ蓉よう宮きゆうと呼ばれる離り宮きゆうが陽琳の目的地だ。

　そこはかつて陽琳の父である王弟一家の宮であった場所だが、現在は空き家で、陽琳の勉強場所となっている。

　各おの々おのの職場へと向かっていく文官や武官達とは方向が違うため、次し第だいに人の数が減っていく。

　人目がなくなって気持ちが楽になると、自然に陽琳の足も軽くなってきた。

「そういえば、紫晃！　出発前に言ってた『新しく仕入れた摩ま訶か不ふ思し議ぎな怪かい談だん話ばなし』って、一体何なの？」

　目を輝かせて振り向くと、紫晃は「ああ……」と、頷うなずいた。

「それについては講義の後に詳くわしくお話ししようと思っていたのですが」

「いいじゃない。ちゃんと頑がん張ばって皇宮に来たんだから、ちょっとぐらい教えてよ」

　陽琳がねだると、紫晃は「まあいいでしょう」と話し始めた。

「どうも最近、深夜に皇宮内の池のほとりに幽ゆう霊れいが出る──という噂うわさがあるそうです」

「幽霊!?」

　その単語に思わず心が躍おどる。

　顔を輝かせる陽琳に、紫晃が呆あきれたような視線を向けてきた。

「いつも思うのですが……何でまた、このような怪談話に興味を持たれるのですか？」

　確かに怪談話など、普ふ通つうの女性ならば怖こわがるものかもしれない。

　だが、陽琳は軽く肩をすくめた。

「妖よう魔まを退治し、人々の不安を取り除くのもまた仙人の役目だからよ。でも実際は妖魔なんて、お目にかかれないでしょ？　それらしきものがいるなら見てみたいなって」

「怪談話の大半は、ただの噂に過ぎないと思いますが……」

「でも、噂になるってことは、少なくとも何かしらの要因があるってことよ。もしかしたら、古代の祭礼具や遺物が埋うまっていたりなんていう大発見があるかもしれないじゃない！」

　皇宮と言えば、長い歴史のある場所だ。

　そんな場所に埋まっている品は、さぞかし霊れい力りよくを蓄たくわえているに違ちがいない。

「まあ、危険なことに首を突っ込まない限りは、ご自由になさればよいと思いますが」

　そう言ってから、紫晃は周囲をぐるりと見み渡わたした。

「確か、ちょうどこの辺りだと思うのですが。睡すい蓮れんの花が咲さく、小さな池だと……」

　つられて周囲を見回すと、ある場所に目が行く。

　古い時代に整えられた並木道の付近の小さな庭園の中に、その池はあった。

　春のうららかな日差しを受けて輝く水面の美しさとは裏腹に、人に忘れ去られたような場所で咲く睡蓮の花は、どこか寂さびしさを醸かもし出だしていた。

「おそらく、あそこかと思われます」

「皇宮内にはこういう場所って結構あるから、いつも気にせず歩いていたけど……確かに、夜中に一人でここへ来たら、何かに遭そう遇ぐうしそうよね」

　木こ陰かげや池の中など、いかにも何か潜ひそんでいそうな様子に、陽琳はちらちらと紫晃を見た。

　だが、そんな落ち着かない陽琳に、紫晃の冷ややかな一言が降ってきた。

「今は駄だ目めですよ」

「ま、まだ何も言ってないじゃない！」

「どれだけ長い付き合いだと思ってらっしゃるのですか。一刻も早く調べたいと思っていることは、聞かずともわかります」

　冷静な紫晃に図星を指され、言葉に詰まる。

「ちょ……ちょっとだけ、様子を見てくるぐらいだから……」

　じりじりと距離を取ろうとする陽琳の襟えりを、紫晃がむんずと摑つかんで言った。

「陽琳様は鎖くさりで縛しばられるのがお好きなのですか？　『駄・目・で・す』と申し上げているでしょう？」

　美しい微笑みに反して、こめかみに薄うすら青筋が立っている。

　紫晃の威い圧あつ感かんただならぬ気配に、陽琳は総毛立つ。

「……はい」

　しょんぼりと肩を落としながら、とぼとぼと歩きだす。

　だが──後うしろ髪がみひかれる思いで振ふり返かえると、ふとある一点が目に止まった。

「ねえ、紫晃。あそこって……ちょっと不自然じゃない？」

　そう言って陽琳が指さした先の地面の土はわずかに盛り上がりをみせている。

「不自然……ですか？」

「ええ。だって、あの盛り上がった場所だけ、草がほとんど生えていないもの」

　他の場所は雑草が生おい茂しげっているのに対し、その一部分だけ妙に少ない。

　土が固いのか、もしくは──

「ねっ？　あそこに素敵な何かが埋まっていそうだと思わない？」

「まあ確かに、違い和わ感かんを覚える場所ではありますが……」

「でしょ？　ねえ、あそこを掘ほってみちゃ駄目かしら？　いつもなかなか掘らせてもらえないんだから、たまには、ね？」

「今は講義前です。そのような行こう為いは、やるべきことをなさってからにしてください」

　間かん髪はつをいれずに突っ込まれ、陽琳は頰を膨らませた。

　わかってはいても、目の前にある興味の対象を、みすみす見過ごして去るのはつらい。

「講義が終わるまで、耐たえ続けなきゃいけないなんて、拷ごう問もんだわ……」

「そうですか？　後にお楽しみがあると思えば、勉学がはかどるかもしれませんよ」

　そう言ってにこやかに微笑む紫晃の有う無むを言わさぬ様子に、陽琳はがっくりと項垂うなだれた。

「はーい……」

「よいお返事です」

　か細い声で答えた陽琳は、紫晃に首根っこを摑まれたまま芙蓉宮へと引きずられていった。
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　ぽかぽかとした日差しの中、陽琳は文机ふづくえに肘ひじをつき、窓の外に広がる庭園を見ていた。

　講師がただ一人の生徒のために朗ろう々ろうと教本を読み上げているが、声は右から左へと素す通どおりしていく。

　今は皇宮を離はなれて暮らしているとはいえ、陽琳には皇族としての義務がある。

　式典などの公式行事への参加もその一つだが、他にも、不本意ながら他国や有力官吏などとの政略的な婚こん姻いんなども可能性として考えられているのかもしれない。

　そこで何かと必要になる知識や立ち居振る舞いを学ぶために、皇宮へ日参している。

　だが、講義を受けていても、身が入っているかと言われれば、それは別問題だ。

（早く終わらないかしら。さっきの場所、きっといいものが埋まってると思うのよね……）

　そんな考えばかりが、頭の中をよぎっている。

　一刻も早く見に行きたいが、講義はこれから休きゆう憩けいを挟はさみつつ四刻も続く。

（あああ、もう！　もし時間が止まってくれたら、今すぐにでもここを抜ぬけ出だして、あの場所を見に行くのに！）

　陽琳はそわそわとして落ち着かなくなり、簪を頭から引っこ抜いていじり始めた。

　実はこの簪は陽琳が『センカツ七つ道具』と呼んでいるうちの一つの仕掛け筆だ。

　筆の部分に少量の墨すみが仕込まれており、先せん端たんを強く押すと筆先に墨が含まれる仕組みになっている。

　同じく頭に挿ささっている銀の簪は、鞘さや付つきの匕あい首くち──ごく細身の短剣だったりする。

　その他にも、小さな仙術書や無地紙、丹薬や香、さらには火を簡単に起こすための火薬棒などを常備している。

　センカツをしたくてたまらず仕掛け筆をいじるうちに、陽琳の中でよからぬ案が浮かび上がってきた。

（……そうだわ！　先生を眠らせてみようかしら……！）

　精神安定効果のある植物を、古い時代の仙せん丹たん研究書に基もとづいて抽ちゆう出しゆつして作り出した「眠りの香」は、護身用のつもりで忍ばせているものだが、実際に他者に使ったことはない。

（でも、自分自身で嗅かいでみて、効果と安全性は実証済みだし……！）

　緩やかに眠ねむ気けが襲おそってきて、心地ここちよい眠りに入り、一刻ほど眠った後は爽さわやかに目が覚めるなかなかの優すぐれものだ。

（よし！　これも一つの実験よ。先生、ごめんなさい！）

　講師の隙すきを見計らって、机の下でごそごそと作業を始めた。







　──しばらく後。

「……思ったよりあっさり眠っちゃったわね。先生、かなりお疲つかれだったのかしら？」

　教きよう壇だんに突つっ伏ぷして心地よさそうに寝ね入いる講師を起こさぬよう、足音を忍ばせながら部屋の扉とびらへと向かった。

（だいたい効果は、一刻くらいだから……その間にさっきの場所を軽く掘って、ここに戻もどって来くればいいわね）

　そうっと扉を開け、きょろきょろと周囲を見渡し、外がい廊ろうに人がいないことを確認する。

　ほっと胸を撫なで下おろして、芙蓉宮を出ようとした、その時だった。

「そこで何をしてらっしゃるのですか？」

　突とつ如じよ、冷ややかな声をかけられ、陽琳はぎょっとなって立ち止まった。

「し、紫晃!?　それに、輝瑛兄様！　どうしてここに……」

　紫晃ともう一人、黄色の袍ほうに身を包み、頭上には冠かんむりをかぶった、妙に華のあるその人を見て、陽琳は声を上げた。

「やあ。紫晃から陽琳が来ていると聞いたから、様子を見たくて来たんだよ」

　そうあっけらかんと告げるのは、陽琳の従兄──他でもない、清琉国皇帝である蔡輝瑛だ。

　稀き代たいの美び姫きと称たたえられた、今は亡なき生母──甘かん皇こう太たい后ごうの血を色いろ濃こく継ついだのか、輝瑛の容姿は歴代の皇帝随ずい一いちの美び貌ぼうと謳うたわれている。

　輝瑛が戴たい冠かんした当初、国中の女性が色めき立ったものだ。

　その場にいるだけで空気が華やぐのは、陽琳の気のせいではないだろう。

　だが、そんな今を時めく皇帝陛下は執しつ務むも大変忙いそがしい。こんな場所で油を売っている場合ではないのではと、陽琳は自分のことは棚たなに上げ、おそるおそる聞いた。

「皇帝のお仕事って、物もの凄すごく忙しいんじゃ……」

「だからって、妹のような可愛い君に会いに来てはいけないのかな？」

　両親をすでに亡くした彼は、陽琳のことを数少ない血縁者の一人として、大変可愛がってくれている。陽琳もまたこの従兄を、幼少時からずっと『兄様』と呼んで慕したっているのだ。

「もちろん、私に会いに来てくれるのは嬉うれしいけど……」

　だが、それで執務が滞とどこおるようなことがあると、何やら申し訳ない気がする。

「ふふ。陽琳は優やさしい子だね。でも僕ぼくはいいんだよ、今日は朝ちよう議ぎも早めに終わったし、やるべきことをやってから出てきているからね」

　陽琳には耳の痛い言葉を聞いて、ちらりと紫晃を見み遣やると、彼は何とも言いがたい表情を浮かべていた。

「実際どうなのかは存じ上げませんが。……そんなことよりも、私はどうしてここに陽琳様がいらっしゃるのかの方が気にかかるのですが？」

「……そ、それは、その……」

　うまく話をそらしたと思っていたが、やはり見逃してくれるはずもなかった。

　口くち籠ごもると、紫晃はすんと鼻を鳴らし、じろりと陽琳を見下ろした。

「ふむ。陽琳様の袖からほのかに香かおる火薬の匂においと、甘あまい香り……これは、眠りの香ですか？　よもや講師を眠らせてまで抜け出そうとするとは……」

「……ご、ごめんなさい！　つい、好こう奇き心しんを抑えきれなくて！」

　慌あわてて言い訳する陽琳に、紫晃はわざとらしく大きなため息をつくと、懐から一枚の紙を取り出した。

「せっかく、後であの場所を掘ることができるよう、私がわざわざ陽琳様のために許可を取ってきて差し上げたというのに」

「えっ、そうなの？」

「そうですよ。許可もなく皇宮内を掘っては、警備兵に止められます。……ですが、約束を守れぬ陽琳様には、不要だったようですね。輝瑛様。この許可書はお返しいたします」

　許可書と思おぼしき紙を輝瑛に差し出した紫晃の腕うでを、陽琳は必死に摑んだ。

「ちょ、ちょっと待って！　ちゃんと勉強する！　するからっ！」

「本当ですか？」

「はいいいいい！」

「……仕方ありませんね。では、しっかりと課題を終わらせれば、掘らせて差し上げます」

　紫晃の根回しに、陽琳はしぶしぶ頷いた。

　そんな二人を見て、輝瑛がからからと楽しげに笑った。

「陽琳も大変だね。まあ、授業を抜け出したくなる気持ちはわかるよ」

「え？　兄様もそんなふうに思ったことがあったの？」

　驚おどろいて顔を上げた陽琳に、輝瑛は苦く笑しようする。

「まあね。好きなように生きることができたらって思ったこともあったかな」

　それを聞いて紫晃が思い出したように嘆たん息そくした。

「実際、お一人での講義をよく抜け出しては、宮廷学士院にいらっしゃっていましたからね」

　清琉国では宮廷学士院と呼ばれる、未来の官吏を育てるための学舎が皇宮内に設もうけられている。才能のある子供達に、身分の分わけ隔へだてなく教育を与えるというものだ。

　何の因果か高級官吏になる道を捨て蔡家の家令に収まってはいるが、紫晃もまた、その宮廷学士院の出身だ。輝瑛が在学中の紫晃を気に入ったことで、宮廷学士院に足あし繁しげく通うようになったらしい。

「懐なつかしいね。紫晃は優秀だったからね。講師と話すより、よほど有意義な時間が過ごせたと思っているよ」

　うそぶく輝瑛に、紫晃が冷ややかな視線を送る。

「確かに私も、輝瑛様の授業に呼び出され、机を並べることはありましたが。だからといって、今もそのようなことを続けていらっしゃるというのは、どうかと思いますが」

「抜け出す頻ひん度どが多いことは認めるけどね。ただ、執務とは関係なく、気心知れた相手と会いたいと思うのは普通のことだろう？」

「そこに、私を巻まき込こまないでいただけるとありがたいのですが？」

「冷たいね。かれこれ十五年来の付き合いじゃないか」

　嘆なげきながらも、輝瑛はそんなやり取りを楽しんでいるように見える。

（輝瑛兄様にしてみれば、紫晃が変な距離を持たずに話してくれることが嬉しいんでしょうね）

　実際、紫晃の言葉には礼儀はあっても遠慮はない。

　皇帝という立場の輝瑛にそのように接してくれる人など、親族を除けば誰もいないだろう。輝瑛にとって紫晃は親友のような存在なのかもしれない。

　紫晃がどこまでそんなことを意識しているのかはわからないが、輝瑛の楽しそうな様子を見ていると、陽琳も嬉しくなる。

　思わず笑えみをこぼすと、輝瑛はちらりと陽琳を見て茶目っ気たっぷりに言った。

「まあ、仕方ないか。紫晃は照れ屋さんだからねえ」

「つまらない冗談をおっしゃらないでいただけますか？」

　僅かに眉をひそめて紫晃が一刀両断するのに、輝瑛は肩をすくめた。

「ほらね。この通りだ。いつでも僕を受け入れてくれる可愛い陽琳とは違って、紫晃は今日みたいに、僕から用事を作らないと会ってもくれないんだよ」

「なるほど、そういうことだったのね。二人で来るなんて珍めずらしいから、何かあったのかと思ったわ」

「やむを得ず、ですよ。陽琳様のご様子が見たいと強くおっしゃるのでご案内しましたが……私の推測ではそろそろ……」

　紫晃がちらりと周囲を見渡したその時だった。

「しゅじょおおお────！　どちらにいらっしゃるのですか──!?」

　そんな叫さけび声ごえが聞こえてくる。

「おやおや、追手が来たようだ」

　輝瑛がわざとらしくため息をついていると、先程の声の主が息いき急せき切って到とう着ちやくした。

「はあ、はあ、はあ……！　やっと見つけましたよ、主上！」

　たどり着いた青年の身に着けている朱しゆ色いろの袍は、高級官吏の証あかしだ。

　中でも腰に帯びた白玉の帯飾りが、他の高級官吏よりもさらに位が高い──宰さい相しようという地位にあることを示している。

　年は紫晃や輝瑛と変わらない。だが、きりっとした真面目そうな目つきが印象的で、どこか艶あでやかさのある紫晃や、華やかな美貌を持つ輝瑛とはまた異なる魅み力りよくを持つ美青年だ。

「さすがだね、苑えん達たつ。お疲つかれ様さま」

「何を他人事のように言ってらっしゃるのですか！」

　青年宰相──梁りよう苑達は顔を真っ赤にして憤いきどおっていたが、ふと輝瑛の隣に立つ陽琳達に気付いた。
















「……はっ！　こ、これは陽公主様に紫晃殿、見苦しいところをお見せてしまいました」

　息を荒あららげながらも、周囲を気遣い丁てい寧ねいに挨あい拶さつしてくる。

「え、苑達さん、いつも大変ねえ……」

「相変わらずご苦労をされているようですね。私も人のことは言えませんが」

　紫晃にちらりと見られて、陽琳は首をすくめた。

　輝瑛いわく「仕事熱心である」という苑達は、たびたび執務室を抜け出す上司を捜さがすため、日々こうして駆かけまわっている。

　陽琳もよく目にするのだが、その姿は有能な宰相というより、ただの苦労人にしか見えない。

　憐あわれむような二人の言葉に、彼は「本当にその通りですよっ！」と憤慨しながら大きなため息をついた。

「まったく、主上は……目を離すとすぐに抜け出してしまわれるんですから。お側に仕える私達の身にもなっていただきたいものです」

「心外だねえ。皇宮外に出かける時は、ちゃんと報告しているじゃないか」

　悪びれた様子のない輝瑛を見て、苑達は頭を抱かかえた。

「そういう問題ではありませんっ。貴方あなたがいらっしゃらなければ滞る決裁がどれほどあると思っているのですか」

「それについては、一理あるね。こんな僕を補ほ佐さしてくれる君には、いつも感謝しているんだよ？」

「ありがたきお言葉……って、そんなことを言って誤ご魔ま化かそうとしても、無駄ですよ？」

　不信の目で上司を見る苑達の表情を見て、陽琳はぷっと噴ふき出だしてしまった。

「何だかんだで、お二人って──気が合ってるわよね」

「そう思うかい？　よかったねえ、苑達」

「笑いごとではありませんよ、陽琳様！　全然よくないですからっ」

　半なかば涙目になりながら主張する苑達をよそに、輝瑛は華のような笑みを陽琳に向けた。

「それじゃあ、迎むかえも来てしまったし、そろそろ退散するよ。陽琳。君も、あまり紫晃を困らせないようにね？」

　そう言って、輝瑛は手を振りながら、苑達に追い立てられるように帰っていった。

　残された二人に沈ちん黙もくが落ち、陽琳は笑みを強張らせつつ、隣に立つ紫晃を見上げる。

　紫晃の顔に張りついた美しい笑みがとても怖い。

「輝瑛様も戻られたことですし、陽琳様、わかってらっしゃいますね？」

「……はい」

「では、講師を叩たたき起おこしに行きますよ。……勉強が終わったら、思う存分センカツをさせて差し上げますから」

「はーい……」

　こうなってはもう観念する他ない。

　熟睡中の講師が待つ部屋に向け、陽琳はのろのろと重たい足を動かした。
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　夕刻、ようやく勉強から解放された陽琳は、迎えに来た紫晃とともに池のほとりへ向かい、例の盛り土のあたりを掘ほり返かえしていた。

「よいしょー！」

　腰ほどまで掘られた土を脇わきへと投げ上げるのは、かなりの重労働だ。

　皇宮の庭師から紫晃が借りてきてくれた本格的な鋤すきを使っているが、一刻でやっと腰ほどとは、なかなか先は遠そうである。

「これもまた、立派な仙人になるための修しゆ行ぎようの一つ……だけど……うう、辛つらい……！」

　やる気は十分とはいえ、疲つかれるものは疲れる。大きく息を吐はきながら、陽琳は穴から少し身を乗り出し、汗あせをぬぐう。

「息が上がっていらっしゃるようですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　陽琳が思わず漏らした呟つぶやきに、少し離れた場所の木陰に腰掛け、悠ゆう然ぜんと本を読んでいた紫晃が声をかけてきた。

　紫晃は陽琳がこうやって土を掘っている間も傍にいてくれるが、手出しはしない。

　少しは手伝ってくれたらいいのに──と思わなくもないが、陽琳の趣味としてのセンカツである以上、働かせるわけにもいかない。

（でも実際、こういう時間は、紫晃にとってもいい休み時間になっているのかしらね？）

　だったらいいのだけれど……と、陽琳は内心思う。

　家令を務めながら、陽琳の世話係を同時にしてくれている紫晃は、大変そうな様子は見せないものの、実際は家内の誰だれよりも多た忙ぼうなはずだ。

（とはいえ、このままじゃあ埒らちが明かないわね……。日が暮れちゃうわ）

　陽琳は作業の手を止めると考え込んだ。

「……地道な作業も大事だけど、こういう時こそ仙術が役に立つと思うのよね。紫晃、どう思う？」

「どう……と言われましても答えに困りますが、何をなさりたいのですか？」

「そうね。例えば、こうやって掘っている土の重さを軽くしたり、もしくは、いっそのこと、中に埋まっている物が自主的に飛び出してきてくれたらありがたいんだけど……」

「それは、確かに楽でしょうが、そんな都合のよい仙術があるのですか？」

「動かざるものを動かすという術は形式は様々だけれど、存在はするのよ」

　土で汚よごれた手をぱっぱっと払はらい、陽琳は自分の中の知識を掘り起こす。

「古い仙術の文献には、遙はるか昔……ある道士が、多くの戦死者の屍しかばねを祖国へ運ぶために呪じゆ術じゆつを施ほどこし、自みずから歩く生ける屍とした──という記述だってあるわ」

「生ける屍、ですか。それはまあ、自主的に動いてくれるならば、運ぶ方は楽でしょうが……そのために妖よう怪かいを作り出すとは、奇き抜ばつな発想ですね」

「まあ、今言った術は、死者を冒ぼうとくしているという意味でも禁きん呪じゆに分類されるものだし、あまりいい例ではないのだけど」

　例えばだけど……と、陽琳は懐から取り出した豆本を開いた。

　ぱらぱらと頁ページを捲めくり、とあるところで手を止めると、ふむ、と頷く。

「この呪文なんか、どうかしら……。『万ばん物ぶつを構成せし五行をもって、我わが名において命ずる。動かざるものは動き、眠りし力を目覚めさせよ──起』……これは、動かないものを動かしてみるっていう呪文なんだけど──」

　ほんの軽い気持ちでそこに書かれた呪文を読み上げたのだが……

　ゆらり、と大地が僅かに揺ゆれるのを感じて、陽琳は思わず目を見開いた。

「え……何？」

　紫晃の方へと目を向けてみると、紫晃もまた訝いぶかしげに眉をひそめている。

「今、何か揺れた？」

「地じ震しんか何かでしょうか？」

「そうなのかしら？　それにしては、妙に局所的だったような……」

　胸むな騒さわぎがする。

（もしかして、もしかしたら……呪文が成功した!?）

　頭の中で浮かび上がる一つの可能性に、陽琳の期待と不安が膨ふくれ上あがる。

　幼い頃、仙人という存在にはまってからというもの、あらゆる仙術について研究してきた。もちろん、こういった呪文に関しても、ぬかりなく知識を詰め込んできたつもりだ。

（でも、これまで成功したことなんてなかったのに、まさか……）

　そんな疑問が頭の中を駆かけ巡めぐる中、突如、陽琳の足元の地面から、ずぼっ！　と大きな音を立てて、何かが飛び出してきた。

　否いな、地面から何かが生え、それに陽琳の足首が固定される。

「……？」

　その氷のように冷たい感かん触しよくに、おそるおそる足元を見ると、そこには──




　──白く細い、人の『手』があった。




「～～～～～～～～～～！」

　陽琳は声にならない悲鳴をあげ、硬こう直ちよくした。

　状じよう況きようを整理するべく心を落ち着かせようとするも、頭がうまく回らない。

　とりあえず、今の陽琳にとって、できることは一つだった。




「で、で、で……出たあああああああ!!」




　震ふるえる喉のどからようやく悲鳴を絞しぼり出だし、足首を摑んでいる謎の『手』を振り払うと、這はうようにして穴から一目散に逃げ出して、紫晃の元へと駆かけ寄よった。

「陽琳様、どうなさいました？」

「あ、あれ！　あれよ、あれ！」

　陽琳が指さす方向に紫晃が視線を向けると、白い人ひと影かげが地面から這はい上あがるように、ゆっくりと上半身を現していた。

　よく見ると、それは柳りゆう眉びの整った線の細い美しい女性だ。

　しかし、長くだらりと垂たらされた黒くろ髪かみを振り乱し、ゆっくりと血の気の引いた白い手を差し伸ばす姿は、どう見ても……

「まさか……屍？　ですが、なぜ埋められていたはずの屍が動いて……」

　陽琳の心を代弁するかのように呟いた紫晃が、呆あつ気けにとられたように目を丸くする。

　紫晃の言葉を引き金に、陽琳の頭の中で以前読んだことがある妖怪目録が展開し、目の前に現れた不気味極きわまりない存在の特とく徴ちようと合がつ致ちするものを発見する。

　だが、そうして得た一つの解答に、陽琳は瞳を大きく開いて思わず声を上げた。

「屍……動く屍……まさか『死し鬼き』!?」

　その言葉に、紫晃が軽く眉み間けんに皺しわを寄せた。

「それはもしや、先程陽琳様が例に挙げられていた妖怪ですか……？」

「た、多分……」

「怪あやしげな書物や変な形をした石ならともかく、なんというものを掘り返しているのですか！」

「わ、私だって知らないわよ！　まさかこんなものが、こんな所に埋まってるなんて……！」

　そうこうしているうちに、地面からすっかり姿を現した死鬼は、顔面蒼そう白はくになった陽琳へ向かって、喉の奥から響ひびかせているかのような奇き妙みような声を絞り出してきた。

『こ、ろ、し、て……や……る』

「ひいいいいいいいいいいい！」

　憎ぞう悪おに満ちた真まっ赤かな瞳で睨にらまれ、陽琳は震ふるえあがった。

「ま、待って、話せばわかるわ！　貴女に殺される理由は私にはないんだから！」

「陽琳様、相手に話し合う理性などありませんよ。早くお逃げください！」

　そんなことを言い合っている間に、死鬼はまるで野や獣じゆうのように咆ほう哮こうし、とんでもない跳ちよう躍やく力で飛びかかってきた。

「い、いやあああああああああ!!」

　反射的に悲鳴をあげ、全速力で逃げ出そうと踵きびすを返かえす。

　だが陽琳は所しよ詮せん、体力、持久力共に難ありの引きこもり娘だ。

「あっ」

　案あんの定じよう、駆け出そうとした瞬しゆん間かんに足がもつれ、地面に倒たおれ込こむ。

　背後に死鬼が迫せまってくるのがわかる。陽琳は恐きよう怖ふに顔をひきつらせて振り向いた。

『があああああああ！』

　咆哮をあげながら、死鬼が飛びかかってくるのが妙にゆっくり見えた。

（ああ、こんな時って、何も浮かばないものなのね）

　真っ白になった頭の中で衝しよう撃げきと死を覚かく悟ごし、陽琳はぎゅっと目を瞑つぶる。




「陽琳様！」




　紫晃の声と同時に、金属の擦こすれる音がした。

　なかなか来ない痛みや衝撃に、陽琳がおそるおそる目を開くと、そこには、陽琳を庇かばうようにして立ちはだかり、短刀で死鬼の爪つめをはじき返す紫晃の姿があった。

「何者かは知りませんが……陽琳様にそれ以上手出しはさせませんよ」

　飛び離れた死鬼が長く伸びた爪を振りかざして再度襲いかかってくる。

　だが紫晃は、袖の中に隠かくしていた鏢付きの鎖を素す早ばやい動きで放ち、死鬼を縛しばり上あげた。

『ころ、す……！　ころすううう……！』

　鎖によって身体を拘こう束そくされながら、死鬼は尚なおも暴れている。

「し、紫晃……！」

「悠ゆう長ちようになさっている場合ではありません。この理性を失った妖怪を、何とかする手段はないのですか？」

　この凶きよう暴ぼうな妖怪が本当に、死して尚も起き上がってくる「生ける屍」であるならば、普通に撃げき退たいすることは不可能だろう。

「えっ？　そ、そうね……これが本当に文献通りの『死鬼』なら、制せい御ぎよするための札があれば、何とか抑おさえ込こめるはずなんだけど……」

「陽琳様がいつも練習なさっている呪符の中に、そういったものはないのですか？」

「探してみるわ！」

　紫晃の言葉を汲くんだ陽琳は頷き、先程驚きのあまり取り落としてしまった豆本の元へと慌てて駆け寄ると、手早く頁を捲る。

（死鬼を制御する方法……呪符……えーっと、どこかに書いてあったはず……！）

　様々な文様や文言が目に飛び込んでくる中、そのうちの一つが目に留まり、陽琳は食い入るように覗のぞき込こんだ。

（これだわ……！）

　確信とともに懐から無地紙を取り出す。

　慣れた手つきで紙に文言を描くと、完成させた呪符を掲げて陽琳は高らかに叫んだ。

「蔡陽琳の名において命ずる……汝の理性を取り戻せ！『制せい』!!」

　呪文を唱え、縛られたままの死鬼の額ひたいにぴしりと貼りつけた。すると──

『ぐああ……ああ……あ…………』

　何がどのように作用したのかはわからない。だが、死鬼は喉の奥から絞り出すような苦し気な声を上げると、やがてぴたりと動きを止めて、そのままがくりと項垂れた。

「き、効いたの……？」

「状況から判断するとそのようですが……」

　紫晃は短刀を懐へとしまい、僅かに肩の力を抜くと陽琳を振り返った。

「……そもそもこの死鬼は、一体何なのですか？」

　紫晃は怪け訝げんそうな表情のまま、倒たおれ伏ふした死鬼を指さした。

「陽琳様の呪文によって、この場に埋まっていた屍が、死鬼として蘇よみがえったのでしょうか？」

「うーん。状況的には、そう見えなくもないけど……」

　屍から死鬼を作り出すなどという大それたことを陽琳ができるはずがない。

　見み様よう見み真ま似ねをしているうちにふと成功したり、いつか本物の仙人が現れて、努力を認められて弟で子しにしてもらえたりしないかな……と、期待しているくらいのものだ。

「我ながら悲しいけど、それはあり得ないわ……」

「では、元々ここに埋まっていた死鬼が、陽琳様が何となく唱えた呪文をきっかけに目を覚ましてしまった──と考える方が妥だ当とうということでしょうか？」

「そうね。それが自然だけど……」

　なぜ先程の呪文で起き上がったのか、いまいち釈然としない。

　陽琳が唱えた呪文は、「動かざるものを動かし、眠りし力を呼び起こす」という内容のものだ。

（あの呪文が死鬼を呼び起こすきっかけになっちゃったということ……？）

　陽琳は倒れ伏したままの死鬼に、おそるおそる近寄り、そっと顔を覗き込んだ。

　貼られた札の隙すき間まから見える女性の顔は、土にまみれて汚れているものの、どこか気品漂ただよう容よう貌ぼうをしている。

　すると突とつ然ぜん、死鬼の目が見開かれ、瞬まばたきをした。

　思わず「ぎゃっ」と叫んで飛びのいた陽琳を、紫晃が反射的に後ろへと庇った。

　死鬼はゆっくりと頭をもたげ──

「……何ですの？　ここはどこなの？　わたくしはどうしてこんなところにいますの？」

　先程とは打って変わったような若々しい声で話し始めたかと思うと、額に札を貼はり付つけたまま、周囲をきょろきょろと見渡している。

　だが、それ以上動けない自身の状況に気付いたのだろう。

「いやですわ！　なぜ、わたくしは鎖で縛られているんですの？　一体何がどうなってるんですのー!?」

　混乱したり苛いら立だたしげに顔をしかめたりと百面相する死鬼に、陽琳は遠えん慮りよがちに話しかけた。

「あ、あのー……」

　また暴れられては困る。できるだけ刺し激げきしないようにと控ひかえめに声をかけたつもりだったのだが、死鬼は不ふ機き嫌げんな様子を隠そうともせず、ぎろりと陽琳を睨みつけてきた。

「何ですの、貴女？」

「えっと、そのー……ちょっと聞きたいんだけど、貴女は誰？　死鬼なのよね？」

　するとその死鬼は、陽琳の問いかけに、訝しむような目を向けた。

「しき？　何ですの？　それは」

「えーっと、『死鬼』とは、死者を意のままに動かす術によって生み出された妖怪で……」

「はあ？　死者？　妖怪？　意のままに？　……失礼ですわね！　何を訳のわからないことを言っているんですの？」

　その高たか飛び車しやな口調は、まるで高貴なお嬢じよう様さまのように思える。

　先程までの理性のない凶暴な死鬼の姿との落差に困こん惑わくしていると、死鬼は陽琳をじろりと見み据すえて言った。

「そもそも、人に質問をする前に、まず自分が名乗ることが礼儀ではなくて？　それ以前に、わたくしをこんなふうに縛ったのは貴女あなた達たちですの？　早く解放なさい！」

「えっ！　あ、そ、そうね！」

　自らの扱あつかいに不快を露あらわにする死鬼に気け圧おされるように、陽琳は慌てて「鎖を解いてあげて」と紫晃へと振り返った。

「よいのですか？　また暴れだすかもしれませんよ」

「でも、お札のおかげか理性の制御はちゃんと利きいているみたいだし……今はとりあえず話をすることが大切だと思うのよね」

「……承知いたしました」

　しぶしぶながらも鎖を解く紫晃に、「もっと丁寧に扱いなさい！」と文句を言いながらも、死鬼は少しずつ落ち着いてきたようだ。

「まったく、どうしてわたくしの着物がこんなにも泥どろだらけなんですの？」

　自身の姿を見て、ぶつぶつと不満を呟いている死鬼に、陽琳は説明した。

「えーっと、とりあえず自己紹しよう介かいするわね。私は蔡陽琳。そしてこっちは、うちの家令の鄧とう紫晃よ。ここは清琉国の皇宮で、穴を掘っているうちに、たまたま貴女を見つけちゃったんだけど……そのう、貴女は一体、どこの誰なのかしら？」

　陽琳の問いに対して、死鬼は眉をひそめると、妙に神しん妙みような顔で考え込んだ。

「……わたくしの名前？　名前は確か……睡すい……蓮れん……そう、睡蓮、と、誰かがそう呼んでくださっていたような……。出身は……ううん、思い出せない……」

　見た目からはわからないが、もしかして脳の一部がすでに腐くさってでもいるのだろうか。

　曖あい昧まいな記憶に悩なやむ睡蓮という名らしき死鬼に、陽琳は言葉を続けた。

「えーっと、とりあえず、睡蓮って呼ばせてもらうわね。そのう、凄く言いにくいんだけど、実は貴女はすでに死んでいて、それなのに動いているという奇妙な状況であって……」

「はあ？　死んだ、ですって？　わたくしが？　何を馬ば鹿かなことを言ってるのです！」

　陽琳の懸け念ねん通り、睡蓮は苛立たしげに声を上げて怒ど鳴なった。

　──が、

「……でも、確かに、そう言われてみれば……肌はだは白いを通り越して血の気がないですし、寒さも、暑さも、何も感じませんわ……。これって……」

　睡蓮は愕がく然ぜんとして、自分の両手を見ながら、言葉を続ける。

「わたくし……死んだんですの？　いつ？　どうして……？」

「……覚えていないの？」

　睡蓮は力なく頭かぶりを振った。

「ええ……。わたくしが何者で、一体何をしていたのか……まるで思い出せませんわ」

「でもさっき、『睡蓮という名前で呼ばれていた』って言ってたわよね？」

「ええ……。なぜでしょう。あの方の声だけは、頭の中に、残っているのですわ……」

　神妙な顔つきで瞳を伏せ、そっと袖で顔を覆おおった睡蓮の呟くような言葉に、陽琳は首を傾げた。

「『あの方』っていうのは？」

「わかりませんわ。でも……あの方が私を呼ぶ優しい声だけは、しっかりと、覚えているのです。わたくしは、その方を……ずっと、お慕い申し上げていた。そんな気持ちだけは、なぜかわかるのですわ」

「お慕い……？」

　普段センカツに明け暮れてばかりで、女友達がいない陽琳は、聞き慣れない言葉に、一瞬固まった。

　まじまじと視線を送ってくる陽琳に、睡蓮はどこか恥はじらうように瞳を伏せた。

　血が通っていないためか頰が赤らむことはなかったが、睡蓮のそんな仕草に、さすがの陽琳にも答えがわかった。
















「えーっと、それはつまり……いわゆる──『コイ』、というやつ、なのかしら……？」

　言い慣れない言葉に、思わず片言になる。それを聞いた紫晃が、興味深げに呟いた。

「恋こいする死鬼、ですか。妖怪だというのに、人間の陽琳様とは大違いですね」

「うっ……」

　紫晃の指し摘てきが胸にぐさりと突つき刺ささるものの、その通りだから反論できない。

　センカツに身を投じる陽琳にとって、色恋など無用だ。

　そうではあるが、まさか摩訶不思議な存在である死鬼が恋をしていると聞くと、なぜか負けた気がする。

　何をどう返せばよいのか返答に困っていると、睡蓮は再び怪訝そうに言った。

「ところで、わたくしは死んでいたのならば、なぜ今、このような形で起き上がっているんですの？　貴女達、何か知っているのではなくて？」

「そ、それは……私にもよくわからないのよ。ただ、私が呪文を唱えたら、貴女が出てきたってことぐらいしか……」

　問い詰めてくる睡蓮から、陽琳は視線を逸そらした。

「頼たよりないですわね。どちらにしても、わたくしを起こしたのは貴女なのでしょう？　貴女は何者ですの？」

「いえ、あの、私は仙人を目指してはいるけど、師し匠しようはいないしまだ仙人見習いですらない状態で……。強しいて言うなら、ええと……無職の仙人志望？」

「何をおっしゃっているのですか。仙人の真ま似ね事ごとをなさっているとはいえ、陽琳様はれっきとした皇族です」

　しどろもどろな陽琳をさえぎり、横から紫晃がきっぱりと返答する。

「皇族？　貴女が？」

　信じられないと言わんばかりに目を丸くして、陽琳の頭から爪つま先さきまでを眺めまわしてくるのも無理はない。何しろ今の陽琳は全身泥だらけだ。

　これでは皇族だと言われても信じがたいだろう。

　暫く不信を露わにした表情をしていた睡蓮だが、やがてこくりと頷いた。

「……まあ、いいですわ。何はともあれ、貴女がわたくしを掘り起こしたのならば、責任を取っていただくのは当然ですわよね？」

「ええっ？」

　突然、要求を突き付けられ、目を丸くした陽琳に睡蓮が追い打ちをかける。

「美しく完かん璧ぺきであるわたくしが、このような薄うす汚ぎたない姿をしていること自体が耐えられませんの。いいこと？　わたくしを昇しよう天てんさせるか、ここでのまっとうな生活を保障するか、どちらかになさいと言っているのですわ。それが、第一発見者としての責務ではなくって？」

「せ、責務……？」

「それとも、貴女の目指す仙人とは、そんなことすらできない存在ですの？」

　そう言われて、陽琳はふむ、と考え込んだ。

　記憶を失った迷える死鬼を無事に成じよう仏ぶつさせる──。

　その行動はまさに仙人の在あり方にふさわしい。センカツの理念に通じるものがある。

　何より、どんな形であれ、睡蓮との出会いは初めての仙術成功例であり、本物の妖怪と出会えたのもこれが初めてなのだ。何としてでもこの機会を逃のがすわけにはいかない。

　そう思い至って、陽琳は拳を握り、どんと胸を叩いた。

「わかったわ！　私に任せてちょうだい！　困っている摩訶不思議生物を救う──それもまた一つのセンカツだもの！　何とかしてみせるわ！」

　意を決して言い放った陽琳に、紫晃が横から冷ややかな視線を送ってくる。

「何とか、とは？」

「えっ？　だから、睡蓮を成仏させてあげるのよ！」

「どうやって？」

「ええっと、そのー……例えば、未練を晴らしてあげるとか……」

「何を馬鹿なことをおっしゃっているのですか」

　言語道断、と言わんばかりに、紫晃が陽琳を覗き込む。

「出自はともあれ、この者は妖怪なのですよ？　そのように危険かつ厄やつ介かいな存在と、これ以上関わるわけにはいきません」

「そりゃあそうだけど……かといって、野放しにもできないでしょう？　兵ひよう部ぶ府ふに突き出されたりなんかしたら、大おお騒さわぎになっちゃうだろうし……」

　見た目だけでは気付かれないかもしれないが、死鬼が普通の人間と同じであるはずがなく、何をしでかすかもわからない。現時点では一いつ般ぱんの目からは隠す方が得策だろう。

「そもそも、未練を晴らすとおっしゃいましたが、記憶がない死鬼相手に、どうするのですか？」

「それは……そうねえ……」

　紫晃からの指摘に口籠るが、一つのことを思い出して、ぽんっと手を叩いた。

「ねえ、睡蓮。貴女さっき言ってた、好きな人に会いたいと思わない？」

　そう問われて、それまで憮ぶ然ぜんとした態度だった睡蓮が遠くを見つめ、呟くように言った。

「それは、まあ……会いたいですわね。とはいえ、覚えているのは声と、私の中のこの気持ちだけで……その方の顔や名前すら覚えていないのですけれど……」

　その返答を聞いた陽琳は腕うで組ぐみをして、芝しば居いがかったようにうんうんと頷いた。

「死して記憶を失っても尚、好きな人を想う美女死鬼……なんて切ない話なの！　これは、人として……いえ、仙人を目指す者として放ってはおけないわ！　私が貴女を、その人に会わせてあげるわ。そうすればきっと未練がなくなって、心穏やかに成仏できると思うのよ！」

　言いながら、ちらちらと紫晃を窺うかがい見るが、紫晃は渋じゆう面めんを崩くずさない。

　何とか説得しようと、上うわ目め遣づかいですり寄る。

「いたいけな女の子が悲しんでいるのに、このままさよならなんて、胸が痛むと思わない？」

　紫晃は陽琳を見下ろし、睡蓮を一度見遣ってから、再度視線を戻す。

「いたいけな女の子……にしては、随分と偉えらそうな態度ですが。それはともかく、陽琳様はただ単に、死鬼という妖怪について研究をしたいだけなのではないのですか？」

　まさに図星を指され、陽琳は「うっ」と呻うめいた。

　大義名分の裏に隠れた陽琳の果てなき好奇心を言い当てるとは、さすが長年行動を共にしているだけのことはある。

　とはいえ、いろいろな意味で紫晃を味方につけることは絶対に必要だ。

　何とか説得できないものかと模も索さくしていると、紫晃が渋しぶ々しぶといったように嘆息した。

「……とはいえ、他に方法がわからないのでは仕方がありません」

「えっ？」

　顔を上げた陽琳に、紫晃は続けた。

「とりあえず邸やしきに連れて帰りましょう。当面の間は、蔡家の使用人の一人として雇やとうことにします。それでよいですね？」

「いいの!?　ありがとう、紫晃！」

　まさか許してもらえるなど思いもよらず、陽琳は瞳を輝かせた。

「別に、親切心ではありませんよ。面めん倒どうを見るからにはその代価として、たとえ妖怪であろうともしっかり働いていただきます。死鬼とて、それくらいはできるのではないですか？」

「そうね。多分、大丈夫だと思うわ！」

　すると、その会話を聞いていたらしい睡蓮が、憤ふん慨がいして言葉を挟んできた。

「今、使用人と言いませんでしたこと？　なぜこのわたくしが、使用人のふりなどせねばならないのです？」

「記憶がないくせに、態度だけは大きい妖怪ですね。それが嫌なのでしたら、再度この場に埋め直して差し上げるだけですが……。そちらの方がお望みですか？」

　冷ややかに言い放った紫晃に、睡蓮がぐっと言葉に詰まる。

　紫晃は、悔くやしげに睨む睡蓮の視線を受け流してから、「何はともあれ」と早口で言葉を続け、ぐるりと周囲を見回した。

「少々長居をしてしまいました。そうと決まれば、早く撤てつ収しゆうしましょう」

「わかったわ。睡蓮、歩ける？」

「当たり前ですわ。とはいえ、できれば馬車を用意していただけませんこと？　起き上がったばかりで、歩く気分じゃありませんの」

「……ほんと、我がままな死鬼なんだから……」

　睡蓮の態度に先行き不安になりながらも、陽琳は紫晃の協力の下、そそくさと穴を埋めると、睡蓮に頭から外がい套とうをかぶせ、そう時間が経たぬうちにその場を後にした。
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『生ける屍しかばね──死し鬼きとは、生前の自じ我がや記き憶おくを全て失っており、創造者の意のままに動く、廃はい人じん兵へいなり。夜よ更ふけとともに目を覚まし、夜明けとともに眠ねむる、夜の眷けん族ぞく。その動きはあたかも、生者の如ごとし』




　そんな妖よう怪かい目もく録ろくの記述を参考に、城下町にある蔡さい家けへと帰宅するや否いなや、紫し晃こうが睡すい蓮れんの部屋を用意し、仕事の担当時間を夜間に割り振ってくれた。

　庭を中心に敷しき地ちの四方を取り囲む形をした建物の中で、紫晃をはじめとする住み込みの使用人の住居棟とうは邸やしきの表おもて玄げん関かんに近い場所に配置されている。

　紫晃が身の回りの品を取りに行っている間に、陽よう琳りんは一足先に睡蓮とともに部屋に入る。

　しばらく使われていなかった空き部屋とはいえ、隅すみ々ずみまで掃そう除じの行き届いた室内には、簡素な寝しん台だいと机と椅い子す、衣い装しよう櫃びつと化け粧しよう棚だななど、一通りの調度品は揃そろえられている。

　部屋に入るなり、睡蓮は部屋の中を物色するように、家具一式を見分し始めた。

「ふぅん。皇族というからには、もっと豪ごう奢しやな家に住んでいるかと思いましたのに、思ったよりも地味ですのね」

「うちは皇族とはいえ、分家の一つに過ぎないもの。生活費に関しては、父様が文官として働いている収入でやりくりをしているのよ」

「随ずい分ぶんと謙けん虚きよな方ですのね。ですが、質素に見えてなかなか質のいい物を使っていますわ。華か美びではないですが、丈じよう夫ぶで長持ちする素材を使用しているのではなくて？」

　やや満足そうに頷うなずいているあたり、どうやらお気に召めしたようだ。

「私はそういうことはよく知らないのよね。多分、うちの家財は基本的に紫晃が注文しているんじゃないかしら？」

「紫晃……ああ、先さき程ほどの男ね。愛あい想そがない上に無礼な輩やからでしたけど、なかなか趣しゆ味みはいいじゃありませんの」

　妙みように気位の高い睡蓮が紫晃を褒ほめるのを聞いて、陽琳は内心鼻が高くなる。

「紫晃は何でもできるのよ。頭も凄すごくいいし、手先も器用だし。おまけにあの顔でしょう？　うちなんかの家令でいるのが、勿もつ体たいないくらいだわ」

　それに睡蓮は少し首を傾かしげた。

「顔の良よし悪あしはともかく、そもそも家令とは、本来そういうものなのではなくて？　主人の好みや動きを理解し、主人を立てるために振ふる舞まうのですから、何でもそつなくこなせなければ務まる仕事ではないと思いますわよ」

「そうなの？　他の家令を知らないから、紫晃だけがすごいのだと思ってたわ」

「呆あきれた。貴女あなた、そんなことも知りませんの？」

　睡蓮からどこか馬ば鹿かにしたような視線が向けられる。

「家令の努力を無にすることなく享きよう受じゆし、堂々と振る舞うことが主あるじの務めですわ。それはお父上だけではなく、貴女にも言えること。家令がしっかりしているということは、その教育を行っている主の質……ひいてはその家全体の質を示すことにつながりますのよ」

　主人の務めなど意識したことはなかったが、紫晃の働きぶりには納なつ得とくできる点が多い。

　同時に、紫晃ならば、他のどんな仕事であってもそつなくこなしてしまう気がする。

　高級官かん吏りに進む道を捨てて、一家令になった紫晃の真意はわからない。だが、彼かれが自みずから選んだ生き方について、陽琳がとやかく言うことではない。

　それよりも陽琳には気になることがあった。

「睡蓮ったら、そんなことをよく知ってるわね。記憶がないって言っていたけど、日常的な知識はそのまま残っているのかしら？」

　陽琳の質問に、睡蓮は配置されていた衣装櫃の蓋ふたを閉じながら、はたと動きを止めた。

「そういえば……そうですわね。こういった日常品の材質、用よう途となどの判別はできるみたいですわ。記憶というよりも、身体に染しみついている感性……といった感じかしら」

「感性……。つまり、そう言ったことが判別できるような身分だったか、教育を受けていたってことかしら。じゃあ例えばだけど、これが何かはわかる？」

　睡蓮の知識を確かめるべく、陽琳は自らの腰こし帯おびに下げている石飾りを持ち上げて見せた。

　黄色がかった乳白色の、艶あでやかな帯飾りだ。

「これは『玉ぎよく』……翡ひ翠すいの一種ですわね。中でもこのように黄色い色味のものは……かなり珍めずらしいものなのではなくて？」

　その回答に、陽琳は少し目を見開いた。

「その通りよ。この石──黄こう玉ぎよくは、皇こう帝ていの所有する鉱山でしか採れない、皇族以外は身に着けられないものだもの。石の加工技術ですら一いつ子し相そう伝でんで秘ひ匿とくされているから、市場に出回ることもないわ」

　それに睡蓮はぎょっとしたように目を丸くする。

「ちょっと、貴女！　それは貴重どころの話ではありませんわよ？　そんなものをよくこんなに軽々しく身に着けていますわね」

「だって、皇こう宮きゆうに出かける時くらいは、お洒しや落れしろって言われるんだもの。私、装飾品って、あまり持っていないのよね……。といっても、公式行事で使う、黄玉でできた簪かんざしとかはさすがに普ふ段だんはつけないわよ？　なくしたら大目玉を食くらうもの」

「……今、貴女の頭に挿ささっているものは、簪……ではなさそうですわね。そのような物と黄玉製の簪を一いつ緒しよに挿さしていては、罰ばちが当たりますわよ」

　そこまで言ってから、睡蓮は大きくため息をついた。

「貴女って本当に……考え方といい所作といい、皇族という肩かた書がきは名ばかりですのね。もっと、公主らしく振る舞ってはいかがですの？」

　げんなりしたように言い放った睡蓮に、部屋の扉とびらが開くと同時に声がかかった。

「妖怪ごときが、面めん倒どうを見てくださる陽琳様に、随分な物言いですね」

　二人が振り返ると、紫晃が両手に布類を抱かかえて入室してきていた。その表情は不ふ機き嫌げんそのもので、睡蓮を睨にらみつけている。

　それに対して睡蓮もまた、美しく整った眉まゆをつり上げた。

「何か文句でもありますの？　わたくしは正論を言っただけですわ」

「……貴女にとっての常識を、他者に押し付けないでいただけますか？」

「ちょ、ちょっと二人とも、落ち着いてちょうだい！」

　険悪な雰ふん囲い気きになりつつある紫晃と睡蓮の間に、陽琳は慌あわてて割って入った。

「睡蓮の着き替がえや敷しき布ふを持ってきてくれたのね。紫晃、ありがとう！」

「……いえ。陽琳様のご要望ですから」

　陽琳の言葉に、紫晃はようやく表情を和やわらげると、持ち込んだ品を睡蓮に差し出した。

「睡蓮、貴女にはここで当面使用人として仕事をしてもらうことになります。とりあえず、その土まみれの汚れた衣服を着き替がえていただけますか？」

「……ふん。お仕着せというのが気に入りませんが、このままの格かつ好こうでいるのも不快ですし、着替えて差し上げてもよくってよ」

「不満があるならば、もう一度鎖くさりで縛しばって埋うめ直してもよいのですよ？」

　どこまでも態度の大きな死鬼に対し、紫晃がにこやかに告げると、睡蓮は嫌いやそうな顔をして押おし黙だまった。

「それでは、着替えの間は外に出ております」

　そう言い置いて、紫晃は退室した。

　睡蓮は憤ふん慨がいしながら汚れた衣服を肩かたから落とそうとして、はたと手を止め──そして、部屋の中にわくわくと顔を輝かがやかせて居残る陽琳を見み遣やった。

「──で、貴女はなぜまだそこにいますの？」

「そりゃあ勿もち論ろん、貴女の着替えを手伝うためよ」

　陽琳はそう言いながら、紫晃から受け取ったお仕着せを抱えて、にこやかに歩み寄る。

「別に着替えぐらい一人でできますわよ……？」

「まあまあそう言わずに。女同士なんだからいいじゃない！　遠えん慮りよすることないのよ？」

　睡蓮の顔が引きつっているような気がするが、きっと気のせいだ。そう思うことにする。

　目の前に長年夢にまで見た、神秘の塊かたまりが存在すると思うだけで身体が震ふるえる。

（ああああ、触さわりたい！　観察したい！　じっくりと調べたいっ！）

　湧わき上あがる探求欲を抑おさえきれず、興奮で鼻息を荒あらくしながら睡蓮の肩に手を置いた。

「ね？　優やさしくするから、さくっと脱ぬいじゃいましょうよ！」

「ちょ、ちょっと、お待ちなさいっ！　優しくって、何のつもりですの!?」

　襟えりに容よう赦しやなく手をかけると、睡蓮は悲鳴をあげた。

　意に介かいさず、陽琳が衣を落とそうとしたその瞬しゆん間かん──

　睡蓮はわなわなと震え、拳こぶしをぐっと握にぎりしめた。

　あ。と思った時には、遅おそかった。

「お……乙おと女めの素す肌はだを、じろじろと見るんじゃありませんわ！　無礼者────!!」

　真まっ直すぐに繰くり出だされた拳が、見事に陽琳を直ちよく撃げきする。

　そのあまりの力強さに呻うめく間もなく陽琳は吹ふき飛とび、扉に打ち付けられた。

　衝しよう撃げきで扉は壊こわれ、陽琳はよろよろと部屋の外に出ると、部屋の外で待機していた紫晃に、がっちりと受け止められた。

「ぐふっ……。ち、力の強さは文ぶん献けん通りね」

「……陽琳様。一体何をなさっているのですか」

　ぐったりと抱だきかかえられるも、冷ややかに見下ろしてくる紫晃の顔が怖こわい。

「…………ここぞとばかりに、睡蓮の生態調査を目もく論ろ見みました」

「あまり人をじろじろ見てはなりませんといつも申し上げているでしょう」

　無茶をなさって……と言わんばかりの紫晃の視線が痛い。

　だが、どれほど忠告されようとも、こんなふうに死鬼について調べられる機会は最初で最後かもしれない。

　陽琳は開き直ると、紫晃に耳打ちした。

「ねえ紫晃。用意してほしいものがあるんだけど、お願いできるかしら？　何点か確かく認にんしたいことがあるのよ」

　陽琳の言葉に、紫晃の目がすっと細められる。

「……かしこまりました。ではこの部屋の扉を修しゆう繕ぜんさせますので、場所を変えましょう」

　無礼極きわまりない陽琳の態度に激昂した睡蓮が、着替えを続行するべく、大破した扉の代わりに、部屋にあった棚を移動させている。

「確かに、この部屋はしばらく使えなさそうね……」

　陽琳も納得して、苦笑いしながら頷いた。
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　睡蓮の着替えも終わり、三人は陽琳の部屋へと移動した。

　使用人のお仕着せを身に着けた睡蓮は、とても死んだ人間とは思えない美女ぶりだ。

　艶つやのある長い黒くろ髪かみの一部を、陽琳が作った行動制せい御ぎよの呪じゆ文もんを織り交まぜた領ひ巾れを使って頭頂でうまくお団子にしている。

　陽琳の後について部屋へ足を踏み入れた途と端たん、睡蓮は顔をしかめた。

「貴女……こんな部屋で生活してるんですの？」

「そうだけど？　ちょっと散らかってるけど、座すわる場所とか、適当に作ってちょうだいね」

　あらゆる薬草類が窓まど際ぎわに吊つり下さげられ、棚の上には大小様々な壺つぼや石が所ところ狭せましと並ぶ。

　そんな珍ちん妙みような品々に囲まれたこの部屋は、さながら怪あやしげな骨こつ董とう店てんのような有あり様さまだ。

　睡蓮は嫌そうながらも、椅子の上に積み上げられた書物を叩たたき落おとして腰こし掛かけた。

　その姿を確認して、陽琳は声をかけた。

「とりあえず、ちょっとした実験に付き合ってもらってもいいかしら？」

「実験？　……乗り気ではありませんけれど、私の行く末に関わることでしたら、協力することはやぶさかではありませんわ」

　睡蓮の答えに、陽琳は紫晃を見遣る。すると紫晃は、一度退室した後、山盛りにされた盆ぼんを持って戻もどってきた。

　盆に載のせられた品々が目の前に並べられるのを見て、睡蓮は怪け訝げんそうな顔をして言った。

「これは一体何ですの？」

「まずは貴女に何ができるかを見定めようと思って、紫晃にいろいろ準備してもらったの」

　ずらりと並ぶ品々は、刺し繡布しゆうぬの、針、糸、筆、紙といった物から、桶おけ、箒ほうき、包丁、芋いもに至るまで様々だ。

　それらを前にして、紫晃が淡たん々たんとした口調で説明をした。

「貴女にはこの邸で使用人としての役割も果たしていただく以上、技能の見み極きわめが必要になります。ここに用意されたものを順に使用してみていただき、ちゃんと使えるのか、そもそも用途を理解しているのか……などを確認していきます」

　その説明に、陽琳も続く。

「出自によって知識や技能も偏かたよってくるから、そういったことも含ふくめて調べたいのよ。少なくとも低所得層ではないということはわかるのだけど」

「まあ、一部、陽琳様の趣味のため──という理由も含まれていますが」

「それは言わない約束よ」と小声で耳打ちしながらも、自然に顔が緩ゆるむ。

　何しろ初めて未知なる存在と遭そう遇ぐうしたのだ。好こう奇き心しんと研究欲の疼うずきが止められず、陽琳はうきうきしながら、並べられた品を物色する。

「まずは、力、耐たい久きゆう力りよく、器用さ、丈夫さ、感覚機能を確認したいところだけど、力の強さについては、さっき確認済みね」

　盛せい大だいに吹っ飛ばされたのだ。身をもって確認したともいえる。

「では、感覚機能についてですが……貴女はこの部屋にいて、何か感じることはないですか？」

　紫晃の問いかけに、睡蓮が眉をひそめる。

「とてつもなく雑然として、薄うす気き味み悪わるい部屋だということはわかりますわよ」

　その答えに、紫晃が「なるほど」と頷いた。

「もしやと思いましたが、どうやら嗅きゆう覚かくは機能していないようですね」

「え、どういうこと？」

「私も陽琳様もすでに慣れてしまっていますが、普ふ通つうの人間であれば、あまりにもひどい臭においのため、この部屋に長くはいたくないはずですよ」

　薬品の饐すえたような匂においと、薬草類の苦みと甘あまみが混在した匂い。そして古い書物類の放つかび臭くささが混在したこの部屋に来た人間は、真っ先に鼻をつまむことが多い。

「そう言われると少々心外ではあるけど……理由はやっぱり、体が死んでいるからかしらね。一部の感覚は機能していなさそうね」

「そうなると、体の機能の制御も難しいかもしれませんね」

　少し思案すると紫晃は置かれていた芋と包丁を手に取り、睡蓮の前に置いた。

「では、この芋の皮を剝いてみてください」

　紫晃からの提案に、睡蓮は若じやつ干かん憮ぶ然ぜんとする。

「なぜ、このわたくしが皮剝きなどしなくてはならないのです！」

「厨ちゆう房ぼう仕事は使用人にとって、基本中の基本です」

　きっぱりと言い放つ紫晃に、睡蓮は渋しぶ々しぶと包丁を摑つかんだ。

　そして構え、左手に持った芋に刃はを当てるが……

「あ、あら？」

　厨房仕事などやったことがないのだろうか。手つきはおぼつかなく、「あっ」という叫さけびとともに刃は芋の上を滑すべり、そのまま指に当たる。

「す、睡蓮、大だい丈じよう夫ぶ？」

　陽琳は慌てて睡蓮の手を取るが、その手からは一滴てきの血も流れていない。

「今、指を切ったかと思ったんですけれど、無傷ですわね。痛みもありませんわ」

　困こん惑わくしたように睡蓮は滑なめらかな表面を保つ自らの手を見つめる。

「確かに文献には『死鬼の皮ひ膚ふは硬く、並の刃では傷つかない』と書いてあったわ。まさに文献通りね！　……面おも白しろくなってきたわ。次よ、次！　どんどん行くわよ！」

　目をぎらぎらと輝かせ始めた陽琳に、睡蓮がぎょっとしたように口元をひくつかせた。

「ちょ、ちょっと、目的が変わってきていませんこと!?」

「目的？　もちろん私のセンカツのために決まってるじゃない！　……あ、でも、一応、睡蓮の成仏のためでもあるのよ？」

「一応って何ですの！　一応って！」

　睡蓮が絶ぜつ叫きようするが、爛らん々らんと目を光らせた陽琳は次の調査項こう目もくへと手を伸のばした。
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　刺繡、掃除、洗せん濯たく、書字、楽器など、様々な項目を試ためし続け、一通り終了したのは日付も変わろうかという時刻だった。

　陽琳は帳面に試したことをまとめ上げるべく、ひたすら筆を振ふるっていた。

「陽琳様。夜も更ふけてまいりましたから、そろそろお休みになられてはいかがですか？」

　紫晃に窘たしなめられ、黒くなった帳面から、陽琳は顔を上げる。

「んー……わかってるけど、死鬼の特とく徴ちようの『日中は動きを停止し、夜は活動し続ける』っていう項目の確認をしないままでは、眠れないわ……！」

　と言いながらも、今日は怒ど涛とうの一日だった。そのために、すでに強きよう烈れつな眠ねむ気けが襲おそってきていることは確かだ。気を抜くと、思わず目が閉じそうになる。

「お気持ちはわかります。ですが、陽琳様がお体を壊されるのを、この紫晃は見過ごすわけにはまいりません。私が代わりに見ておきますので、陽琳様はどうかお休みください」

　いつにない真しん摯しな言いように、陽琳は一瞬戸と惑まどったが、渋々頷いた。

「……わかったわ。紫晃に任せるわ」

「明日、お目覚めになられましたら、状じよう況きようはしっかりとお伝えしますよ」

　その言葉に、陽琳の後ろ髪ひかれる思いが少し断たち切きられる。

　だが、ふと気になったことがあり、陽琳はそれを口にした。

「ねぇ、紫晃。どうして急に、センカツを手伝ってくれる気になったの？」

　これまで、陽琳が必死に土を掘ほろうとも、呪じゆ術じゆつ陣じんを描えがこうとも、センカツを餌えさとして釣つることはあっても、一いつ切さいその手助けはしてこなかった紫晃が、協力的になってくれたのは初めてだ。

　紫晃は小首を傾げた。

「別に手伝っているつもりはありませんが……。強しいて言うならば、初めて陽琳様が本物の摩ま訶か不ふ思し議ぎな存在に出会われたのですから、私の職務の範囲内で補ほ佐さしてもよいのでは、と思っただけですよ」

　その解答に、厳しくも良き理解者である紫晃なりの優しさを感じて、陽琳の心がふわりと温かくなる。

「紫晃は昔から、ずっと変わらないわね」

「そうですか？」

「ええ。初めて出会った時も、私がセンカツをしている時も。周りがどんな目で私を見ていても、ずっと、私が私でいることができるように見守ってくれているわよね。そんな紫晃がいてくれるからこそ、私はこれでいいんだって、安心できるのよ」

　陽琳の素す直なおな気持ちだった。いつも一緒にいるからこそ、当たり前に感じて言葉にしない。だが、改めて紫晃という存在をありがたいと感じた。

「紫晃は私を認めてくれた上で、私のためにならないことは指摘してくれるものね。だから、今日はちゃんと寝ねるわ」

「ええ。おやすみなさいませ。陽琳様」

　そう言って、睡蓮を連れて去っていく紫晃の顔は、僅わずかに微笑ほほえんでいるように感じた。
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　太陽の光をこれほど待ちわびたことはない。

　陽琳は布ふ団とんを跳はね上あげ、飛び起きた。

　据すえ置おきされている鉢はちから水を汲くみ、喉のどを潤うるおすと、眠っていた体が徐じよ々じよに覚かく醒せいしていく。

　衣服を着替え、水に浸ひたした布で顔を拭ふいていると、部屋の扉が叩たたかれた。

「お目覚めですか？　陽琳様」

　まるで計ったかのように紫晃が起き床しようの確認に来る。

「おはよう、紫晃！　朝の光が気持ちいいわね！」

「寝起きの陽琳様の口からそのように爽さわやかなお言葉を聞くとは、お仕えしてこの方、初めてですよ。今日は雹ひようでも降るのでしょうか」

　紫晃が呆れたように苦く笑しようするのに、陽琳は「失礼しちゃうわね」と憤慨する。

　そんな陽琳をなだめながら、紫晃は手にした盆を円えん卓たくに置く。

　そこからはふんわりと、梅の香りが漂ただよってきた。

「紫晃、これは？」

「朝食ですよ。旦だん那な様や奥おく方がた様と一緒に召めし上あがってもよいですが、今日はこちらの方がよいのでは？」

　どこか、含みのある笑えみを浮かべて、紫晃が窺うかがってくる。陽琳は両手を上げた。

「本当に、紫晃はどこまでもお見通しね」

　陽琳の行動をどこまで見極めているのか、一度問とい詰つめたくもなるが、ここはひとまず心こころ遣づかいを無む駄だにすることなく席についた。

「紫晃は、あの後ずっと起きていてくれたの？　体調は平気なの？」

「私は問題ありませんよ。多少の寝ね不ぶ足そくのせいで仕事をおろそかにすることはありません」

　紫晃はそう言いながら、鉢から朝あさ粥がゆを掬すくい上あげ、てきぱきと陽琳の前へと並べてくれる。

「胃い腸ちように優しい梅の香りづけをした蒸むし鶏どりの粥かゆと香こうの物ものです。食後には小さな桃もも饅頭まんじゆうをご用意しております」

　先程感じたのはこの粥の梅の香りのようだった。ほんのりとした酸味が鶏にわとりの出だ汁しと合わさることで、味に程よい深みが生まれ、粥を口に運ぶ速度が自然と速くなる。

　だが、ここで朝食をとっている目的を忘れてはいけない。

「それで、紫晃。睡蓮の様子はどう？」

　その問いに、紫晃は心得たとばかりに頷く。

「睡蓮は、今は眠っていますよ。眠っているというよりは、止まっているという方が正しいでしょうね」

　思い出すように告げる紫晃に、陽琳は食い入るように身を乗り出した。

「つまり、急に動きが止まったということ？　だんだん動きが鈍にぶくなるとかではなくて!?」

「陽琳様。お行ぎよう儀ぎが悪いですよ。ちゃんと説明いたしますから、席について召し上がってください」

　ぴしゃりと言われ、陽琳はうずうずする気持ちを抑えながら、粥へと向き直る。

　陽琳が食べ始めたのを見て、紫晃が口を開いた。

「朝方やや空が白しらむとともに受け答えなどの反応が鈍くなり、陽が完全に昇る頃には動きが完全に停止している──という感じでした。明確な時刻などではなく、おそらくは太陽の光が関係しているのではないかと」

「なるほど……！　確かに昨日掘り出した時間は、日が暮れ始める頃だったわね」

　太陽は天てん帝ていの象しよう徴ちようとされている。その太陽に影が差し始める時間に、妖よう魔ま達は動きだす──ということなのかもしれない。

　陽琳がふむふむと頷きながら考え込んでいると、紫晃はふと首を傾げた。

「そもそも睡蓮は、なぜ死鬼となったのでしょう。一体何者が、何の目的で……」

　陽琳もまた匙を置き、腕うでを組んで唸うなった。

「死鬼っていうのは、遺体を『蘇よみがえらせる』というより『意のままに動かす』という目的で生み出されるものなのよね。だから本来動かざるものを強制的に動かすという点では、いわゆる傀かい儡らいの術と同種の仙せん術じゆつによるものなのかもしれないわ」

　陽琳は「でも……」と小さくため息をつく。

「基本的にこういった非人道的な術は、仙せん人にんの中でも道を外れた者──邪じや仙せんが使う『禁きん呪じゆ』の一種なのよね。だから、私はあまり詳くわしくないのよ」

　紫晃が意外そうに目を丸くした。

「あれほど熱心にセンカツされていても、禁呪についてはご存じないのですか？」

　紫晃の問いに、陽琳は声を荒らげた。

「そりゃあそうよ！　私が目指しているのは、人のためになる真っ当な仙人だもの。禁呪に手を出すわけにはいかないわ。とはいえ今回ばかりは、禁呪について知識不足なのが残念だけどね」

　そう言ってから、陽琳は「ううん……」と考え込んだ。

「でも禁呪の観点からすると、自我が残っている睡蓮は、異質な死鬼……。もしかすると、死鬼としては失敗作ということになるのかもしれないわよね」

「つまり、失敗作であるがゆえに、廃はい棄きするつもりで埋めたということでしょうか？」

「ありえなくはないわ。ただ、どうして皇宮に廃棄したのかはわからないけど」

「皇宮で何かをしたのか……」

「何かがあったなら、耳に入るはずよ？」

　皇宮は大なり小なり権けん謀ぼう術じゆつ数すうが蠢うごめく場所だ。毎日何かしらの事件は起こっている。

　皇宮のそんな表の事情はよくわからないが、裏事情──不可解な出来事や奇き怪かいな噂うわさ話ばなしであれば、いつでも飛んでいけるよう、陽琳は常に耳じ目もくを光らせている。

　だが、死鬼が関連していたであろう摩訶不思議な事件らしきものは、とんと耳にしたことがない。

「であれば、極力掘り起こされることがない場所に埋めようと考えたのかもしれません。城下町は常に区画整理などでどこかしら工事をしていますから、古い時代のまま温存している皇宮の方がよほど安全だと思いますよ」

　確かにそれであれば合が点てんがいく。

　極ごくまれに陽琳のように、皇宮内を発はつ掘くつしようとする稀け有うな存在もいるわけだが、埋めた本人は掘り返す人間がいるなど想定していなかったのだろう。

　陽琳は食事を再開し、次の話題へと移った。

「じゃあ目的に関して考えてみるわね。……例えば、家の雑用をさせる便利遣いが欲しくて、死鬼を作った、とか？」

「便利遣い……ですか？　あの睡蓮を？」

「……ごめんなさい。今のは忘れて……」

　昨晩の実験の中であらゆることをさせてみた結果、睡蓮は家事という面においてはほぼ壊かい滅めつ的てきだった。

　化粧や髪かみ結ゆい、刺繡などは問題なくこなせたが、箒を持たせれば掃はき散らかし、洗濯をすれば衣が襤ぼ褸ろ布ぬのに。皿を洗わせれば割れ、料理においては、材料をまともに切ることさえままならない。

　つまり、力加減、器用さに問題はないが、家事における具体的な手段を知らないのだ。

「自我がなく意のままに操あやつることができるなら、無理ではないかもしれませんけれどもね。少なくとも、家事をやったことがないのは確かです」

　うんざりとしたように言ってから、紫晃は言葉を続ける。

「ですが逆に、楽器や詩歌しいか、書画、刺繡などの腕うで前まえは相当なものです。知識の面でも、基本の嗜たしなみといわれている教えはすべて諳そらんじることができていました。そう言った意味では、陽琳様よりは余よ程ほど勉強家である印象を受けますね」

「言い方が刺さるわね……。でも、かなりの上流階級で、相応の教育を受けていたということは確かね。睡蓮が着ていた服の生き地じを調べてみたけれど、絹製の高級品だったわ」

　年代を判断するのは、発掘調査の基本だ。

「色使いも、そう古ふるくさいものではなくて、ここ五年以内ぐらいの意い匠しようのようだったから、ここからも睡蓮の死んだ年が推測できるわね」

　陽琳が話す調査結果に、紫晃が目を丸くした。

「陽琳様……女性の衣装の流行などご存じだったのですね」

「皇宮での一いつ般ぱん教養の講義で、教えられたのよ。女性同士の社交の場での会話の中で、こういった話が出ることは多々あるから、必要最低限の流行は把は握あくしておくようにって」

　面倒くさそうな顔を隠かくそうともしない陽琳に、合点がいったと紫晃が頷いた。

「なるほど。そう考えると、陽琳様が面倒に思っている授業内容でも、センカツの役に立つことがあるというわけですね」

「そうね。ちょっとは真面目に皇宮の講義を聴いてもいいかもしれないわね」

「それはようございました」と微笑む紫晃に、陽琳は肩をすくめた。

「ともかく、睡蓮が皇宮に埋められたのは、この二、三年の間だと思うのよね。睡蓮を掘り起こした場所が不自然だって言ってたこと、覚えてる？」

「ええ。確か、一部だけ妙に雑草が少なかったことで、陽琳様が興味を持たれたような」

　紫晃の返答ににんまりと笑うと、陽琳は得意げに語った。

「その通りよ。実は昨日、掘り返した場所の土や草木も一緒に採取しておいたのだけど、その中に幼木があってね、推定すると、大体樹じゆ齢れい二、三年ってところなのよ」

　陽琳の推測に、紫晃は「ほう」と目を見張った。

「よくお調べになりましたね。つまり、睡蓮はここ二、三年のうちに皇宮に埋められた。生前は裕ゆう福ふくな家庭の娘むすめであったと」

　陽琳は頷き、ぴしりと匙さじで紫晃を指して注意される。口の中の物を飲み込み、食事を終了させると、紫晃が食後のお茶を淹れてくれた。

　ふんわりと茉まつ莉り花かの香りが漂い、胃を落ち着かせると、陽琳は改めて言った。

「もしかすると、更さらに絞しぼり込こめるかもしれないわ。昨日、紫晃が席を外していた時に、一つ睡蓮に聞いたことがあって」

　陽琳は腰こしにつけている帯飾りを紫晃に見せた。

「この黄玉の腰飾り……睡蓮はこれが凄く高貴なものだと言い当てたのよね。この玉の価値を知っているということは、つまり皇族か、皇族に仕える女官や官吏か、もしくは装そう飾しよく品ひん関連の商家の関係者なんじゃないかしら」

「近年の皇族や皇帝の側近ならば、私達も顔見知りですし、過去に何か行方ゆくえ不明事件でもあれば、すぐに耳に入ってきていたはずです。ということは……睡蓮は商家の娘という可能性が高いですね」

　紫晃はそう言ってから、感心したように息をついた。

「お見事な推察です。……ただ、睡蓮を成仏させようと考えると、彼かの女じよの出自だけでなく、恋のお相手を見つけることが必要なのですよね？」

「そこなのよね……」

　睡蓮の出自に見当がついたからといって、その相手が分からなければ意味がない。

　振り出しに戻ってきてしまったような気がして、陽琳は頭を抱えた。

　口をへの字に引き結んで考え込んでいると、紫晃が助たすけ舟ぶねを出してくれた。

「とりあえず、出自を明確にするところから始めてはいかがですか？　それがわかれば、その周辺で聞きき込こみをすることで、彼女の人間関係などもわかってくるかもしれません」

　確かに、いろんなことを一気に解決しようとしても進まない。

　紫晃の言う通り、物事を順序立てて考え、一つずつ解決すれば、知りたいものが見えてくるかもしれない。

　やってみなければわからないことなら、まずは一歩踏み出してみるに限る。

　そう考えると、一気に気持ちが軽くなってきた。

「そうね。それじゃ、大体の出自も推測できたことだし、今夜は街に出て、睡蓮を知っている人を探してみましょう！」

「そうですね。ひとまず今日は思う存分羽を伸ばしていただいても結構ですよ」

　紫晃のその言葉に陽琳はぱっと顔を輝かせ、疲つかれた脳を癒いやすために、すっかり冷えてしまってはいたが、残されていた食後の桃饅頭を頰ほお張ばった。
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　──夕暮れ時。

　日が陰かげり始めた頃、睡すい蓮れんが目を覚ますと同時に一行は邸やしきを出た。

　皇こう宮きゆうに通う時と比べると、幾いく分ぶんか質素な衣を身にまとった陽よう琳りん一行は、意い気き揚よう々ようと商家が並ぶ大通りへ向かっていた。

　質素とはいえ、生き地じが高価であることに変わりはないため、その姿はまさに「お忍しのびで街へ出ている良家の子女」といった様相だ。

「こんな時間に正々堂々と街歩きができるなんて、凄すごく久しぶりだわ！」

　紫し晃こうのお墨すみ付つきで買い物に出かけることができる機会など、めったにない。

　待ちゆく人や様々な店てん舗ぽを覗のぞいていくだけでも心が躍おどる。

　夕刻を過ぎると、そろそろ店じまいの準備を始めているところもある。

　それを見て、陽琳は早さつ速そくとばかりに意い気き込ごんだ。

「……それじゃあお店が閉まっちゃわないうちに、急いで聞きき込こみ調査を始めるわよ！」

　張り切って声をあげると、紫晃が首を傾かしげて言った。

「昨日の話では、睡蓮は装そう飾しよく品ひん関連の商家の娘むすめではないかという話でしたが、聞き込みをする店に心当たりはあるのですか？」

「それはもちろん……ないわ！」

　胸を張って言いきった陽琳に、睡蓮が驚おどろいたように目を剝むく。

「ちょ、ちょっと貴女あなた、なんていい加減ですの!?」

「だって、装飾品なんて興味をもったことがないんだから、知ってるわけないじゃない」

　頰ほおを膨ふくらませると、紫晃が涼すずやかな顔で肩かたをすくめた。

「まあ、そうでしょうね。興味の有う無むはともかく、良家の子女が店舗まで出向いて買い物をする機会などそうそうないでしょうから」

　そんな紫晃の言葉を受けて、陽琳は誤ご魔ま化かすように言った。

「そ、そうよね！　でも、とりあえず、装飾品かそれに近い品を取とり扱あつかうお店なら何かを知ってると思うのよ。そう言ったところで聞けば何かわかるかなあ……と思って」

　陽琳が方針を提示すると、紫晃は心得たとばかりに頷うなずいた。

「では、そういった店舗には心当たりがありますので、ご案内いたします」

　家令として、街の商人とやり取りをすることも多いのだろう。頼たのもしい紫晃の言葉に感謝しつつ、目的の商家が居並ぶ区画へと向かった。







　紫晃の案内で向かった先は、高級な品々を扱あつかう商店が並び立つ区画だ。

　そろそろ閉めようとする店もちらほらあるが、奥で在庫の確認をする主人の姿などが見られるあたり、まだ応対をしてもらうことはできそうだ。

「何だか、入店しにくいような、立派な店ばかりね……」

「何を言っているんですの？　貴女は皇族なのでしょう？　堂々と入店すればよいのではなくて？」

「一応立場的にはそうなんだけど、慣れないのよね……」

　覗のぞき込こんでみた絹屋には、色とりどりの高級絹きぬ織おり物ものが並んでいる。

　本来ならば年とし頃ごろのお嬢じようさん達が大興奮しそうな品しな揃ぞろえなのだろうが、陽琳としては、どれが趣しゆ味みが良くてどれが悪いのかの判別もつかない。

「私と服を交こう換かんして、睡蓮がお嬢様として入店した方が、それっぽいんじゃない？」

　生地こそ陽琳の方がよいものを着ているが、質素な使用人の服に身を包んだ睡蓮の方が、化け粧しようや髪かみ型がたは美しく整えられており、さらには態度としても堂に入っているため、高貴な身分であると言われてもしっくりくる。

「万が一睡蓮を知る者に出会って、さらにもしも睡蓮がすでに亡なくなっていることを知っていたとしたら、不都合でしょう。ここは陽琳様が頑がん張ばるしかないと思いますが」

「や、やっぱりそうよねえ……」

　そうとはわかっていても、場違いにも思える場所に一歩踏み出すには勇気がいる。

　そこに突とつ然ぜん、睡蓮が懐ふところから出した櫛くしで、陽琳の髪かみを梳とかし始めた。

「えっ？　えっ？」

「仕方がありませんわね。わたくしがもう少し、見み栄ばえをよくしてあげますわ。あと素す肌はだ美人を目指すのも結構ですけれど、多少はお化粧もした方が華はなやかになりますわよ」

　そう言って、これまた袖そでから取り出された化粧直し用の道具で、陽琳は手て際ぎわよくめかしつけられていく。

「……同じ懐ふところや袖から出す物にしても、センカツ七つ道具が出てくる陽琳様とは大おお違ちがいですね」

「私も吃驚びつくりよ！　死し鬼きなのに、ここまで女子力が高いなんて！」

「化粧中ですわよ。動くと手元がぶれますわ。お喋しやべりは慎つつしみなさい。あと、帯もちゃんと締しめ直さないと！」

　睡蓮にされるがままになっているうちに、陽琳の見た目は、先さき程ほどまでに比べれば大分華やかなお嬢様風になった。

　手鏡を渡わたされ覗き込みながら、「おおっ」と、自分の姿に小さな感かん嘆たんの声を上げる。

「短時間で、こんなに変わるものなのね！」

「出先で化粧直しをすることだってあるのですから、これくらいできて当然ですわ」

　満足げな睡蓮の横で、紫晃が「なかなかお似合いですよ、陽琳様」と微笑ほほえんでいる。

「でも、頭はきつく結ゆわれて何だか痛いし、顔に何かを塗ぬられてるっていうのも凄すごく違い和わ感かんがあるわね……」

「全ては調査のため……センカツのためですよ、陽琳様。お嬢様らしい笑え顔がおを忘れずに」

　不平不満を述べ始めた陽琳に、紫晃がそういって活かつを入れる。何とか笑顔を作ろうとするが、どうも奇き妙みようなひきつった笑いになる。

「これもセンカツのため、センカツのため、センカツのため……よし！」

　センカツという言葉をおまじないのように唱えると、陽琳はぐっと拳こぶしを握にぎり、意を決して店内に足を踏ふみ入いれた。







　睡蓮監かん修しゆうのお嬢様姿のお陰かげで、陽琳はどの店でも歓かん迎げいを受けた。

　だが、はじめは「し、品物を見せてくださいまし」などと、睡蓮の口調の真ま似ねをして何とか会話を乗り切っていたものの、実際に商品を勧すすめられてしまうと、どう対応すればいいのかわからない。

　そのため、しばしば硬こう直ちよくしてしまう陽琳を、見事な話術の紫晃が補ほ佐さしてくれる。

　蔡さい家けの家令としての紫晃の顔が利きくと言うことも手助けして、何軒けんか回るうちに、やがて、ある情報に行きついた。

「近年ご息女が行方ゆくえ不明になった商家があるか……ですか？　そうですねえ」

　装飾店の店主は少し考え込むと、思い出したように口を開いた。

「そういえば、ここから少し歩いた先に、それはもう立派な豪ごう商しようの元邸てい宅たくがあるんですがね。名前は確か……孫そんさん、だったかな」

「孫……」

　その姓せいをぽつりと呟つぶやくと、店主はこくりと頷いた。

「ええ、かつては飛ぶ鳥を落とす勢いの、装飾品を扱う店だったんですが、数年前に突然、一家で夜よ逃にげしてしまったようで、今は空き家になっているんですよ。何でも、ある事件をきっかけにご主人が意気消しよう沈ちんしてしまい、事業も失敗してしまったとか」

「ある事件っていうのは……？」

　身を乗り出した陽琳に、「確か……」と店主が続ける。

「その豪商には一人ひとり娘むすめがいましてね。そのお嬢さんが行方不明になられたとか……。少しだけ見かけたことはありますが、美しいお嬢さんだった記き憶おくはありますよ。ちょうど、そこのお嬢さんのような……」

　と、店主が指差したのは、紫晃の背後に控ひかえていた使用人姿の睡蓮だ。

（これ以上聞いて、変に勘かん繰ぐられても困るわね……）

　陽琳は慌あわてて笑顔を作った。

「あ、ありがとう、店主さん！」

「へえ、お役に立てたなら幸いです。で、お買い上げはどうなさいますか？」

「えっ？　ええっと……も、もうちょっと考えてから、また来るわね！」

　しどろもどろになりながらも、そう誤魔化して、そそくさと店を出る。

　店から少し離はなれたところへ移動して、ようやく緊きん張ちようを解とき、一息ついた。

「演技の出来はともかく、社交性のない陽琳様にしては、よく頑張られましたね」

「褒ほめられてる気がしないけど……まあでも、普ふ段だん関わらない人と話をすることができて、いい社会勉強になったわね」

「冷ひや汗あせをかきすぎて、化粧がすっかり落ちてしまっていますわよ」

「う……」

　睡蓮の指し摘てき通り、陽琳の顔は汗あせだらけだ。今の自分の顔を手鏡で見たならば、さぞかし見苦しいに違いない。

　だが、そんなことを気にしている場合ではない。

「ま、まあ、それはさておき、ついに情報を摑つかんだわね！　そう遠くないみたいだし、とりあえず行ってみましょうか」

　三人は新たな目的地に向けて、再び歩を進めた。





[image: ]






　日が落ちた薄うす闇やみの中、商人から情報を得て向かった先には、広大な敷しき地ちを所有する立派な邸があった。

「……うちの邸より大きくて、豪ごう華かね……」

　高い外がい壁へきと門構えだけを見ても、重じゆう厚こう感かんがある。時間の経過で、やや剝げている部分はあるものの、太く立派な朱しゆ塗ぬりの柱には金に塗られた唐から草くさの彫ちよう刻こくが施ほどこされ、門もん扉ぴには鳳ほう凰おうや龍りゆうといったあらゆる動物がまるで門を守護するかのように緻ち密みつに彫ほられている。

　かつてのこの邸の主あるじが、如い何かに巨きよ万まんの富を築き上げたかが、容易に見て取れる。

　だが、どうも中に人がいる様子はなく、どうやら空き家のまま放置されているようだ。

（でもそれって、調査するには好都合よね……！）

　半開きになっていた門を開け、中に足を踏み入れてみると、美しく手入れされていたであろう中庭も、すでに雑草に溢あふれ、華やかであった当時の様子は窺うかがえない。

　陽琳が息を吞のんで周囲を見み渡わたしていると、

「繁はん栄えいと没ぼつ落らくの遷せん移いを目の当たりにしているような、もの悲しさがありますね」

　紫晃もまた、この邸の主の盛せい衰すいを慮おもんぱかってか、憐あわれむように言った。

　だがそんな中で、一人黙もくしたまま佇たたずんでいたのは睡蓮だった。

「……睡蓮……？」

　どうも様子がおかしい。おそるおそる顔を窺うと、睡蓮は小さな声で呟くように言った。

「わたくし……この場所を、知っている……そんな、気がしますわ」

「えっ」

　目を丸くした陽琳を見ることなく、睡蓮は愕がく然ぜんと目を見開いたまま、ふらふらとした足取りで、庭に生えていた梅の木に近づいた。

「わたくしはこの木こ陰かげがお気に入りで……よくここに座すわって……そして……あの方と……将来を──……」

「将来を、話し合った……？」

「ええ、そうですわ。でも……両親に反対され……わたくしは、あの方と二人で、家を出て……ああああああ！」

　睡蓮は突然頭を抱かかえ込こむようにしてその場にしゃがみ込んだ。

「睡蓮……！　大だい丈じよう夫ぶ……!?」

「……ごめんなさい。庭に入った時から、急に頭の中にいろんなものが込みあげてきて……っ」

　睡蓮が苦しげに眉まゆ根ねをひそめ、肩を震ふるわせる。喘あえぐように戦慄わななく様子に、陽琳は慌てて睡蓮に駆かけ寄よった。

「やっぱりここが、睡蓮の邸だったのね。もしかして、何があったか思い出したの……？」

　しかし、その問いかけに対しては、睡蓮は悲しげに首を横に振ふった。

「いいえ。具体的なことは、まだ何も……。ただこの場所でわたくしが感じていた、喜び、そして哀かなしみ……そういったものだけが、蘇よみがえってきたのです」

　けれど、それ以上は──と、口をつぐみ、袖で顔を隠かくすようにして目を伏ふせた睡蓮の背中を、陽琳は優やさしくさすった。

「邸内への扉とびらは固く施せ錠じようされているので、これ以上の探たん索さくは難しいかもしれませんね」

「そうね。睡蓮も疲つかれてるみたいだし、とりあえず一いつ旦たんここから離れましょうか」

　座り込んでしまったままの睡蓮を支えてやりながら、陽琳と紫晃は顔を見合わせて頷き、邸の外へと向かった。
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　おぼつかない足取りながらも、何とか大通りまで戻もどり、酒家の空いていた席を借りて休きゆう憩けいしているうちに、睡蓮は落ち着いてきたようだった。

「睡蓮……大丈夫？」

　陽琳が声をかけると、睡蓮はこくりと頷いた。すでに、先程までの動どう揺ようは見られない。

「ええ、心配をかけましたわね。急に、いろんな感情が溢れてきたものですから、頭の中が混乱してしまいましたの」

「成仏のためとはいえ、いろんなことを思い出してしまうのは、辛つらいわよね……」

　それがよいことであっても、辛いことであっても、どちらにしても、すでにこの世での生を終えた睡蓮にとっては、己の未来に生かすことはできない。

　つくんとした痛みが胸に走り、陽琳は俯うつむいた。

「確かにそうですけれど……ですが、全てを忘れた灰色の虚きよ無む感かんの中に、少しずつ色がついていくような、そんな感覚もありますわ。たとえどんな過去であれ、それを思い出すことでどんな気持ちになろうとも、自分という人間を取り戻していくというのは、わたくしにとって大切なことですもの」

「……睡蓮は強いわね」

「そうかしら？」

　うんうん、と強く頷いてから、陽琳は先程の邸での出来事を思い起こす。

「とりあえず現時点でわかったことは、睡蓮が豪商・孫家の娘だったこと。正式な名前は、孫睡蓮。ご両親はどこかに夜逃げしてしまった。そして──その前に、睡蓮が恋こい人びととの関係をご両親に反対されて、家を出たということ……かしら」

「あれほどの邸です。相当な箱はこ入いり娘むすめとして育てられたのでしょう。そう考えると、陽琳様より女子力が高いのも、頷けますね」

「うっ……。納なつ得とくがいき過ぎて、返す言葉もないわね……」

　がっくりと項垂うなだれた陽琳をよそに、紫晃は言葉を続けた。

「しかし、そんな立場であればこそ、駆かけ落おちとは、かなりの思いきった行動ですね」

「そうですわね。……大切に育てられたからこそ、抑よく圧あつされていた気持ち──自由への憧あこがれが、恋こい心ごころとともに爆ばく発はつしてしまったのかもしれませんわね」

　そう言いながら、睡蓮は酒家の窓の外を見み遣やる。

　すっかり日が暮れて宵よい闇やみに落ちた窓の外には、火を灯ともしたばかりの提灯ちようちんが建ち並ぶ商店を明るく照らし、通りには酒家の客引きの声が元気よく飛とび交かう。

　酒家の中でも仕事帰りの職人達の豪ごう快かいな笑い声が響ひびき、一日の疲れを杯さかずきを酌くみ交かわすことで癒いやしている。

　ふんわりと揚あげ物もののいい香かおりが漂ただようのに、陽琳のお腹なかがきゅうと鳴る。

「街で暮らす人々を見るだけでも、どこか新しん鮮せんな──楽しい気持ちになりますわ。あの豪ごう邸ていで暮らしていた頃のわたくしは、こうして自由に街を歩いたこともなかったのかもしれませんわね」

　どこか羨うらやましそうにつぶやく言葉に、陽琳は身を乗り出して、睡蓮の手を取った。

「その気持ちは、私もよくわかるわ！　街歩きっていうだけで、うきうきしちゃうのよね！」

　睡蓮も陽琳と同じ気持ちだったのだ。

　それならば、いいことがあるとばかりに手を叩たたく。

「ねえねえ、せっかく街に出てきたんだから、ちょっと気分転てん換かんしない？」

「気分転換、ですか？　しかし、帰宅後すぐに夕餉ゆうげの時間ですよ」

　そう紫晃が釘くぎを刺さしてくるが、陽琳は両手を合わせながら頼たのみ込こんだ。

「私にとっても睡蓮にとっても、なかなかない機会なんだから……お願いっ！」

「……仕方がありませんね。少しだけですよ」

　渋しぶ々しぶながらも紫晃が出してくれた許可に、陽琳は嬉うれしくなって瞳をきらきらと輝かがやかせた。

「ありがとう！　実は、ちょっとだけ、寄りたいお店があるのよ！　付き合ってもらってもいいかしら？」

「陽琳様が寄りたいお店……ですか？」

「そうそう。隠かくれ家が的な店だから混んでないし、静かで落ち着いた雰ふん囲い気きだから、いい休憩にもなると思うのよね」

　話を聞くうちに、紫晃の表情が怪け訝げんそうなものへと変わっていくが、見て見ぬ振りをする。

「わたくしは、よくってよ。興味がありますわ」

　そんな睡蓮の後あと押おしもあり、陽琳の要望通りの店に行くことに決定した。







　酒家を出て、陽琳が二人を案内しながら辿たどり着ついたのは、繁はん華か街がいから延びる薄うす暗ぐらい裏路地への入り口だ。

「この路地の先に、目的地があるのよ」

　先せん陣じんを切って意気揚々と二人を手招きする陽琳に、紫晃が眉まゆをひそめた。

「このような人ひと気けのない路地裏に、一体何の店が……」

「まあまあ、行ってみればわかるわよ。こっちよ！」

　ますます怪訝そうな顔をする紫晃を引っ張るように、裏路地へと歩を進める。

　二人を引き連れて向かったその先には、すでに人が住んでいないような古びた建物に挟はさまれた小さな店が、息をひそめるように建っていた。

　看板すらないその店先には、奇き怪かいな形状の玉たま飾かざりや、絶ぜつ叫きようしている表情の人形といった奇妙な品々が多数ぶら下がり、扉の付近には、謎なぞの岩や巨きよ大だいな流りゆう木ぼくなど、売り物であるのかすらわからない物が置かれている。

　格こう子しの入った窓まど枠わくには埃ほこりがたまり、薄暗い店内を覗くと、窓まど際ぎわに飾られた蝙蝠こうもりの干ひ物ものと目を合わせる始末だ。

「……」

「……ここは一体、何ですの……？」

　一見しただけであまりにも怪あやしい店を前にしたためか、しばし固まる紫晃と睡蓮をよそに、陽琳は慣れた手つきで古びた扉をがらりと引き、迷いなく入店した。

「お邪じや魔ましまーす！」

　店内には甘あまいとも酸いともつかない香りとかび臭くささが充じゆう満まんしている。だが、自室が似たような状じよう況きようである陽琳は全く気にならない。

　狭せまい店内に縦じゆう横おう無む尽じんに配置された机には、用よう途とが不明な石ころや、大小様々な水すい晶しようの原石。さらには干ひからびた謎の塊かたまりが詰め込まれた壺つぼが並んでいる。壁かべを覆おおう棚たなには、いつの時代の物であるのかわからぬ書物や巻物が押おし込こめられている。

　品物に埋うもれた店の最さい奥おうに煙草たばこの細い煙けむりがたなびいている。どうやらあそこに店主がいるらしい。

　陽琳は店主に向けて「品物、見せてもらうわね！」と声をかけてから、物色し始めた。

「陽琳様、この店は一体……」

　半なかばげんなりしたような表情で店内を見渡す紫晃に、陽琳は商品を物色する手を止めることなく、明るい声で答えた。

「何って、仙せん人にん関連商品の専門店よ！　古い研究書物から、呪まじないの道具、丹たん薬やくの材料まで……とにかくいろんな物が売られているセンカツ民御ご用よう達たしの素す敵てきなお店なのよ！」

　そう答えながら、目の端はしにちらりと映ったものに、陽琳は飛びついた。

「って、ああっ！　これ、ずっと探していた文ぶん献けんだわ！　いろんな魑ち魅み魍もう魎りようが絵付きでしっかりと解説されているのよね！　一部、頁ぺーじが破れちゃっているけど、この保存状態なら大半は解読できるわね！　あ、こっちはちょうど切らしていた薬草が一式価格で売ってるじゃない！　これ、季節によって仕入れが少ないから貴重なのよね。まとめ買いしなくっちゃ」

　店ごと買かい占しめたい衝しよう動どうにすら駆かられるが、陽琳の持ち金はそう多くはない。

　だが、頻ひん繁ぱんに買いに来ることができない分、今回の機会を逃のがすものかと、貯ため込こんでいた小こ遣づかいをがっちりと懐に入れてきた。

　ここぞとばかりに次々と商品を手に取り、店内に設置されていた竹たけ籠かごの中に投げ入れていく。

　──が、そんな陽琳に対して、紫晃の冷ややかな声が浴びせられた。

「……つまり、以前から何度かこの店に通っていた──ということですか？　一人で？　こっそりとお邸を抜ぬけ出だして？」

「うっ……それは、その……」

　本来であれば、このような所に店があること自体知るはずもない身分だ。そんな陽琳がまるで臆おくすることなく常連客のように振る舞っていれば、当然怪しまれる。

　興奮のあまり、まったく意識していなかったが、痛いところを突つかれて、陽琳は「しまった！」と呟いて表情を歪ゆがめ、言葉を濁にごした。

「と、とにかく、ここは店内だから、難しい話は後よ、後！　せっかくここまで来たんだから、ゆっくりお買い物しましょうよ」

「お買い物とおっしゃいますが……このような店を利用するのは、陽琳様のようなセンカツをされている方ぐらいだと思いますよ」

　紫晃が視線を促うながした先では、顔をしかめた睡蓮が、おっかなびっくりといった様子で奇妙な品々を見回しながら歩いている。天てん井じようからぶら下がる紐ひもがちょうど通りかかった睡蓮の頰に張り付いた。

「きゃああ！　何ですの!?」

　睡蓮が反射的に紐を叩たたき落おとすと、突とつ如じよ、天井から大量の煙が噴ふん出しゆつした。

「なっ……！」

　紫晃が身構え、陽琳を庇かばって外へ飛び出そうとするが……

「ま、待って！　大丈夫だから！　落ち着いて！」

　陽琳は必死に声をあげて紫晃の服の裾すそを引っ張り、制止した。

　煙は止まることなく噴ふき出だし続けているが、火の手が上がる様子がないことに紫晃も気付いたのだろう。店主も全く動く気配がなく、ようやく紫晃も肩から力を抜ぬいた。

　それを確認して手を離した陽琳を、紫晃はため息交じりに見つめてきた。

「……これはいったい何なのですか？」

　紫晃の疑問に、陽琳はふふんと得意そうに答えた。

「これは、仙人出現時の演出に使える、いわゆる『霞かすみ』の役割を果たしてくれる煙よ。無む臭しゆうだし、人体にも害がないから、部屋に充満させて、秘境に住まう仙人の気分を味わうのよ」

「……なんてはた迷めい惑わくな道具なんですの？　火事だと勘かん違ちがいされたらどうするのです？」

　驚かされた睡蓮は納得しがたいのだろう。憤ふん慨がいしながら、嚙みついてくる。

「大丈夫よ。そんなに持続する煙じゃないし」

　煙に埋もれながらも商品を手に取った紫晃が、貼はられた紙し片へんを読み上げた。

「『少量でばっちり、お手軽に仙人気分を味わえます！　今なら半額！』だそうですよ？」

「何ですって？　超ちようお買い得じゃない！　今のうちに買い占めなくちゃ！」

　陽琳は近くにある煙えん筒とうの束を手に取ると、竹籠に放ほうり込こんだ。

　睡蓮が紫晃を見ると、紫晃は首を横に振って深いため息をついた。

　そうこうする間に煙は晴れ、店の奥から流れてくる店主の煙草の煙だけが、再び店内にたなびき始めた。
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　手にした提灯の灯あかりを頼たよりに三人は店を出た。

「ああ～、楽しかった！　いい買い物もできたし、気分転換になったわね！」

　裏路地を歩きながらも上じよう機き嫌げんにそう言って、達成感に満みち溢あふれた伸のびをしてみせた陽琳に、紫晃がすかさず釘を刺してくる。

「気分転換……ね。先程からやたら慣れた様子で道を歩いてらっしゃいますが、いつもお一人でこんなところに来て、気分転換なさっていたんですね」

「そ、それはまあ……」

　再びの追つい及きゆうに、陽琳は身を固くした。

　実はまさにその通り。

　以前からこういった隠れ家的な仙人関連商品店を調べては、紫晃が父の付つき添そいで出かけている時を見計らって、こっそり通っていたのだ。

　そんなことは紫晃に言えず、ごにょごにょと言葉を濁す。

　だが紫晃にはお見通しだったのか、はあ……と大きなため息をつかれてしまった。

「繁華街ならともかく、こういった裏路地はどういった者が潜ひそんでいるかわからないのですよ？　身みの代しろ金きん目的の人ひと攫さらいに遭あうことだってあるんですから、もう少しご自身の身分をご自覚ください」

　紫晃の叱しつ責せきに、陽琳はしょんぼりと肩を落とした。

　だが、確かに紫晃のいうことはもっともだ。城下町の中でもこの辺りは少し治安が悪い。

　そんな場所で小こ娘むすめが一人でうろついていれば、悪い輩やからの格好の的になってしまうだろう。

「でも、私だって、ただ趣味のためだけに、この店まで来たわけじゃないのよ？」

　そう言って胸を張った陽琳を、二人が怪訝そうな目で見る。

「……明らかに、センカツのためだったような気がしますが？」

「ええ。かなり楽しそうに暴走していましたわよねえ」

「うっ、それは否定できないけど……でも、ほら、これを見てちょうだい！」

　おもむろに陽琳が差し出した一枚の紙片を、二人が覗き込む。

　そこに書かれていたのは──

「『仙人愛好家達の集つどい～神秘溢れる夜の大会議～参加者募ぼ集しゆう中ちゆう』……何ですか、これは？」

　深く眉間の皺を刻んだ紫晃に、陽琳は得意げに胸を張った。

「その名の通り、仙人愛好家達が集まる会よ！」

「……どういうことですか？」

「これはさっきのお店が主しゆ催さいして、定期的に開いている集会なのよ。仙人に憧れる人や、仙人を研究する人達が集まって、情報交換をしたり、楽しく話をしたりする、趣味の会ということね」

「……その交流会に何があると？」

「──情報よ」

　不敵な笑みを浮かべ、陽琳は言った。

「死鬼を作るには禁きん呪じゆを使うしかない。でも、私は禁呪のことなんてわからない。だから、この集会に参加して、禁呪について研究している人を探そうと思うの」

「……なるほど、そういうことですか」

　紫晃は納得したように頷いて、陽琳をちらりと見遣る。

「てっきり……陽琳様がご自分の楽しみのために参加したいだけかと思いました」

「そ、そんなはず、な、な、ないじゃない。やあねえ！」

　しどろもどろになりながら、陽琳は顔をひきつらせる。

　陽琳の怪しい態度に、紫晃は胡乱げな視線を向けながらも頷いた。

「まあいいでしょう。ですが、私も付き添います。陽琳様を夜遅くにお一人で出歩かせるわけにはまいりませんから」

「本当？　ありがとう！」

　顔を輝かせる陽琳に、紫晃はたしなめるように嘆たん息そくした。

「許可はいたしますが、危険と判断したらすぐに連れて帰りますよ？」

「わかってるわ。ちょっと話を聞くだけだし、大丈夫よ！」

　興奮して今にも飛び上がりそうになるのをぐっとこらえる。

「それで、集会の日程はいつなのですか？」

「えっと、一番近い日は──明後日あさつての夜みたいね」

「わかりました。では明後日に向けて体力を残しておくためにも、今日の調査はそろそろ終わりにしましょう」

「ええ、そうね！　お腹も空すいてきたし、帰りましょ」

　一行は月の光を背に浴びながら、美お味いしそうな香りの漂う繁華街を後にした。
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　本日の皇こう宮きゆうでの授業は、良家の子女の嗜たしなみの一つ──刺し繡しゆうだ。

　普ふ段だんはぼんやりと縫ぬって指に針を突つき刺さすことが多いのだが、今日の陽よう琳りんは一味違ちがった。

　鼻歌交まじりに手にした布地に糸を縫ぬい付つけていると、講師が奇き妙みようなものを見る視線を向けてきた。

「……陽琳様。いつになくご機き嫌げんですが、一体何をお作りですか？」

　陽琳の手にした布地は女性が好むとは言いがたい渋しぶい色合いで、そこに縫い付けている文様は陰いん陽ようを現す太極図だ。

「え？　ああ、ちょっとね。いつもと趣しゆ向こうの違ったものに挑ちよう戦せんしてみようと思って」

　陽琳は苦笑いしながら言葉を濁にごした。

（地ち虎こ真しん君くん風の衣い装しようを作っているなんて、先生に言えるわけがないじゃない！）

　そう、心の中で呟つぶやく。

（何たって今日は、仙せん人にん愛好家集会に初参加するんだから！　準備は入念にしなくちゃね！）

　センカツに絡からむことであれば、面めん倒どうだと思っていた刺繡や裁さい縫ほうですら心が躍おどる。

　自然に顔がにやけてくる陽琳を見て、講師は顔を引きつらせた。

　しかし作っているものが何であれ、真面目に刺繡をしていることには違いないと判断したのか、もしくは不気味すぎたのか、講師は「後は自習にいたしましょう」とだけ言い残して、そそくさと退室していった。

　しばらくの間、陽琳が黙もく々もくと作業を続けていると、意外な客が訪おとずれた。

「授業中に失礼いたします」

　その声に驚おどろき顔を上げると、苑えん達たつが申し訳なさそうに戸口から顔を覗のぞかせていた。

「あら、苑達さん。先生はいないから、入って来ても大だい丈じよう夫ぶよ。どうしたの？」

　声をかけると苑達はほっと息をついて入室し、陽琳に向けて拱きよう手しゆした。

「……実はまたしても主しゆ上じようがいなくなってしまいましたので、捜しておりまして。こちらにはおいでになりませんでしたか？」

「輝き瑛えい兄様？　今日は来ていないわよ」

「そうですか……。それは失礼しました」

　落らく胆たんして肩かたを落とした苑達に、陽琳は憐あわれみの目を向けた。

「苑達さんは、いつも大変ねえ……」

　陽琳の言葉に「いえ、これも仕事ですから」と苦く笑しようしながらも、苑達は隠かくしきれぬため息を漏もらした。

「せめて、お一人で出かけるのはおやめくださいと、何度も申し上げているのですが……」

「輝瑛兄様らしいといえばらしいけど、皇こう帝ていとしては困った性格かもしれないわね」

「はい。狼ろう藉ぜき者ものにお命を狙ねらわれでもしたら、一大事です。もう二度と……あの時のような事件を起こしてはならないというのに」

　苑達がほとほと困り果てたようにこぼした言葉に、陽琳は首を傾かしげた。

「あの時の事件って？　何かあったの？」

　すると、苑達が慌あわてて言葉を付け加える。

「これは失礼しました。かれこれもう二年ほど前……主上が帝てい位いに就つかれて半年ほどの頃、皇宮外から忍しのび込こんだ狼藉者にお命を狙われたのです」

「えっ!?　そんなことがあったの!?」

「陽公主様のお耳に入れるような、気持ちのいい話ではございませんからね」

　苑達が苦笑した。

　話によると、輝瑛がまだ皇帝になりたてであったこともあり、警備の連れん携けいに慣れない部分があった隙すきをついて、他国の間者に入り込まれたのだという。

「その時は私がお守りすることができ、ことなきを得ましたが……大切な御おん身みに何かあってからでは遅おそいのです」

「守ったって……苑達さんは大丈夫だったの？」

　思わず聞き返すと、苑達は気き恥はずかしげに頭を搔かいた。

「ええ、少々怪け我がはいたしましたが。それがきっかけで、主上に重用していただくことになりましたので……そういった意味では、悪いことばかりではありませんでしたが」

「皇帝の側近って、命がけなのねえ……。苑達さんは本当に苦労してるのね」

　大変さを改めて感じながら陽琳がそう言うと、苑達は小さく微笑ほほえんだ。

「労ねぎらいのお言葉ありがとうございます。ですが、私は私にできることを精せい一いつ杯ぱいやるまでです」

　そう語ったかと思うと、苑達はふと、どこか遠くを見るかのような表情をした。

「それに……このようなこと、苦ではありませんよ。……ここに至るまでの苦労に比べれば……」

　ぽつりと呟くように言った苑達の言葉に違い和わ感かんを覚えて、陽琳は怪け訝げんな目を向けた。

「苑達さん？」

　すると、苑達ははっと我に返って、いつも通りの穏おだやかな笑えみを見せた。

「あ……いえ、失礼いたしました。では引き続き、主上を捜しにいってまいります！」

「え、ええ。頑がん張ばってね」

　走り去っていった苑達の背中を見守りながら、

（若くして宰さい相しようになっただけに、きっといろいろ苦労してきているんでしょうね……）

　そう同情せずにはいられなかった。

（私も、今自分にできることを精一杯やらなくっちゃ！）

　やるべきことを思い出し、陽琳は再び刺繡作業に没ぼつ頭とうし始めた。
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　夜も更ふけ、多くの人々が夕飯を終え家族団らんを送っているであろう頃。

　三つの人ひと影かげが人目を忍しのぶように、蔡さい家けの邸てい宅たくから抜ぬけ出だした。

　その三人とはもちろん、陽琳と、お供の紫し晃こう、そして睡すい蓮れんだ。

　紫晃と一緒とはいえ、「怪あやしげな集会に参加するために深夜に出かけてきます！」などとは、両親には口が裂さけても言えない。

　そのため、今日は疲つかれたので早めに休むと言い、紫晃の計らいで使用人達にも口裏を合わせてもらって、こうしてこそこそと邸を出てきたのだ。

　すっかり人ひと気けのなくなった大通りを抜けて辿たどり着ついたのは、例の店で配布されていた紙し片へんに載っていた場所──裏路地の中でも繁はん華か街がいに程ほど近ちかい場所に建つ酒しゆ家かだ。

　中を窺うかがうと、この時間でも店内から賑にぎやかな話し声が聞こえてくる。

　どうやら目的の集合場所とは、この店の地下であるようだ。

「このような場所で、仙人愛好家達の集会が行われているのですか？」

「どうやらこの酒家の地下を、催もよおし物ものや会議をするための部屋として貸し出しているみたいね」

　そう言いながら外がい套とうを脱ぬいだ陽琳と紫晃に、同じく外套を脱いだ睡蓮が、不ふ貞て腐くされたような目を向けた。

「それよりも……どうしてこのわたくしが、このような珍ちん妙みような格かつ好こうをしなくてはならないんですの!?」

　不満を隠すことなく叫さけんだ睡蓮は、渋みある緑の着物を着用し、その腰こしからは大きな瓢ひよう簞たんをぶら下げ、手には流木を削けずって作ったいびつな杖つえを持っている。

　陽琳と紫晃もまた同じような格好をしている。

　これらはまさしく、陽琳が刺繡の授業時間を活用して製作していた着物だ。

　陽琳は、憤ふん慨がいする睡蓮を見て首を傾げた。

「失礼ね。これは地虎真君を模した装よそおいなのよ？　郷ごうに入いっては郷に従えって言うでしょ？　それにほら、仙人の格好をすれば、身も心も仙人になったような気分に……」

「なりませんわ！　そんな奇き特とくな感覚を持っているのは貴女あなただけですわ！　貴女だけが着れば十分でしょう？」

「駄だ目めよ。ここは仙人を愛する者だけが参加することを許される集会なんだから。せめて格好だけでも仙人好きを主張しておかないと、怪しまれちゃうわよ」

「もうちょっと他の方法はなかったんですの？」

　ぎゃんぎゃんと嚙かみ付つく睡蓮を見み兼かねて、紫晃がやれやれと肩をすくめた。

「……先程からうるさいですね。文句があるならば、邸で大人しく芋いもの皮でも剝むいていればよかったのではないですか？」

「うっ……」

　それもまた嫌いやだと言わんばかりに表情を歪ゆがめた睡蓮が、紫晃を恨うらめしそうにねめつける。

「そういう貴方あなたは、このような格好をさせられて嫌ではないんですの？」

「私は、別に……。特に衣服に対するこだわりもありませんので。そんなことよりも、陽琳様おひとりで夜遊びをさせる方が大問題です」

「くっ……この主人にしてこの従者あり、という感じですわね……！」

　元々女子力が皆かい無むな陽琳と、服装に無む頓とん着ちやくな紫晃。「どちらも素材は悪くないのに、残念極きわまりないですわ……！」と、愚ぐ痴ちをこぼし続ける睡蓮の手を引きながら、陽琳は地下へ続く階段を下りた。

　狭せまく薄うす暗ぐらい階段には、行き先を指し示すように無数の赤い蠟ろう燭そくの炎ほのおがゆらめき、怪しげな世界への入り口を演出している。

　下りた先の木造りの扉とびらの前で、一人の男性が三人の来訪に気付き、くるりと振り返った。

　白しろ塗ぬりの顔に目の周りを黒く縁ふちどり、唇くちびるにさした紅が妙みように目立つ。身に着けた黒い袍ほうは、死者に着せるものだ。

　どうやら、彼かれは一いつ般ぱん的てきな死し鬼きを想定した格好をしているようだ。

「……笑えない趣しゆ味みですわね」

　自分の境きよう遇ぐうを振り返ってか、ぼそりとそう呟いた睡蓮に「しーっ」と口止めしてから、陽琳が先を歩くと、その男性はにこりと微笑んで話しかけてきた。

「ようこそ。神秘溢あふれる夜の集会へ。初めてのご参加ですか？」

「え、ええ。まあ……」

　すると、態度から見てどうやらこの集会の受付係であると思おぼしきこの男性は、三人を見比べ、陽琳へとぴたりと視線を合わせると言葉を続けた。

「では、少し質問させていただきます。至高なる天てん帝ていが、世の守護を任せた存在とは？」

「えっ？　ええっと、三神しん仙せん──天てん鳳ほう王おう父ふ、海かい龍りゆう王おう母ぼ、地虎真君ね」

「ではその中で地上に降り立ち、仙人の模も範はんとされた存在は？」

「地虎真君よ。原げん祖そ真しん人じんという別名でも呼ばれているわ」

「……よろしいでしょう。どうぞ、お入りください」

　質問によどみなく答えた陽琳に満足してくれたのか、受付係はにこやかに微笑んで、扉の中へと三人を誘いざなった。

「……何なのですか？　今の合言葉のような、よくわからないやり取りは……」

　こそりと耳打ちしてきた紫晃に、陽琳は笑顔で返した。

「何のことはない、ちょっとした仙人関連の質問よ。もぐりを防ぐためでしょうね」

「なるほど……」

　入った先は、小ぶりながらも奥行きのある構造で、無む作さく為いに長机や椅い子すが並べられている。

　赤い灯とう籠ろうがいくつも並び、淡あわい橙だいだい色いろの灯ひがゆらめく室内の怪しげな雰ふん囲い気きは、まるで異世界に来たかのようにすら思えてくる。

　そこら中にちらほらと人々が点在し、飲み物を片手に談だん笑しようする者あり、持参した文ぶん献けんや絵巻を見せ合う者あり、一人で熱心に書物を読む者あり、奇妙な品々を広げて、販はん売ばいしている者あり──という、なんとも無む秩ちつ序じよな空間だ。

「これが、仙人愛好家集会ね……！　やっと、来ることができたわ……！」

　感動して瞳を輝かがやかせる陽琳の隣となりで、紫晃と睡蓮はというと、どういう反応をすればいいのかわからないのか、ただ立たち尽つくしている。

　すると、新しい同志に気が付いたらしい参加者の一人が、興味深げにこちらに近づいてきた。

「やあ。初めて見る顔だけど、三人組だなんて珍めずらしいね。仙人好きの仲間同士で来たのかい？」

　華はなやかな着物を纏まとった、あたかも美しい貴婦人風の装いをしているため、薄暗いこの室内では女性であるかのように見えたが、その声はまぎれもなく男性のものだ。

　その男性の奇妙な格好よりも、いきなり話しかけられたことに驚いて、陽琳はしどろもどろになりながらも返事をした。

「え、ま、まあ……そんな感じかしら」

「仙人愛好家は、独りで来る人が多いからさ。仲間がいることは羨うらやましいよ」

「そ、そうねっ」

　と苦笑いで返した陽琳に、男性が言葉を続ける。

「ところで君達のその衣装は、原祖真人かな？」

「ええ、そうよ。一番作りやすかったから」

「なるほど。でもせっかく三人なんだし、三神仙合わせをするのも面おも白しろかったんじゃない？」

「まあ、確かにね……。今度時間があれば、挑戦してみるわ」

　だが、その男性の格好の奇妙さに耐たえきれなくなったのか、それまで黙だまって見守っていた睡蓮が、ずいっと顔を出した。

「そういう貴方こそ、変わった格好ですのね？　女装趣味なんですの？」

「ああ、僕ぼくかい？　別に女装が好きっていうわけじゃないけど、これは海龍王母ちゃんを模した衣装だよ。なかなかよくできているだろ？」

　男性は得意げに言うと、その場でくるりと一回転して、艶あでやかな着物の裾すそをひらめかせる。

「僕は海龍王母ちゃん激げき推おしでね……！　彼かの女じよを主人公にした創作絵巻を自作しているんだ……！」

「げ、激推し……？」

「もし興味があるなら見てみるかい？　とりあえず十巻ほどなら持ってきているよ。僕の想像では、海龍王母ちゃんは小悪魔的な美女だと思うんだよね。気高くも美しい、愛らしき存在──ああ、僕の理想的な嫁よめ……！」

　まるで自らの世界に入り込むかのように陶とう酔すいして語り始めてしまった男性に、三人は「これは面倒なことになりそうだ」と判断して、そそくさとその場から離はなれた。

「……顔は割といい方ですのに、残念感の否いなめない人物でしたわね……」

　ついには、自ら作成したという絵巻に見入り、話し相手が去ったことすら気付かずに愛を語り続けている男性を遠目に眺ながめながら、睡蓮が真っ先にため息をつく。

「まあ、確かに変わってるのかもしれないけど……私は、あそこまで海龍王母への強い愛を貫つらぬけるなんて凄すごい！　と思ったわ。負けていられないわね……！」

　陽琳がそう言うと、睡蓮が「理解できませんわ！」とうんざりした表情を見せた。

　紫晃もまた周囲をぐるりと見み渡わたしながら、物もの珍めずらしそうに呟いた。

「……一いち概がいに仙人愛好家といっても、いろんな種類の人々がいるのですね」

「それはそうでしょうね。仙人に興味を持つきっかけだって、センカツの楽しみ方だって、人それぞれなんだから」

「どちらかというと男性の割合が多いようですが、女性もちらほらと見受けられますね」

「そうね。とりあえず……一人でいる人を狙って、話しかけてみようかしら」

　陽琳は辺りを見渡し、長机の一角で一人で飲み物を飲んでいる女性に目を付けた。

（あの人なら同性だし、話しやすいかもしれないわ）

　そして、「三人で押おしかけて警けい戒かいされるのも何だから、ちょっと行ってくるわね」と紫晃と睡蓮に言い置いて、その女性にゆっくりと近づいた。

「は、初めまして。えーっと、一人なの？」

　すると、意思の強そうなきりりとした顔立ちのその女性は、顔を上げ、陽琳の方をちらりと見み遣やった。

「そうよ。貴女は連れがいるようだけど。今日が初参加？」

「ええ、そうなの。貴女は何回か来てるの？」

「ほとんど来てるわね。でも今日はいまいち話が合う人がいないから、そろそろ帰ろうかなと思っていたところよ」

　はあ、とため息をついたその女性に、陽琳は何とか話を繫つなげようと、続ける言葉を探す。

「え──っと……貴女はどんな仙人が好きなの？」

　すると、「その質問を待ってました！」とばかりに、その女性の瞳がきらりと煌きらめいた。

「私？　私はもちろん……地虎真君×天鳳王父よ！」

「……へっ？」

「一般的には、三神仙の中でも最年長の天鳳王父の方がしっかり者で、『攻せめ』という印象の方が強いでしょ？　でも私はここであえて、地虎真君が大人しそうな顔をして実は隠れ攻め……という関係性に萌もえるわけよ。気高い天鳳王父が組くみ敷しかれて頰ほおを染める、その姿を想像するだけで私は……あああっ、尊い！」

　感かん極きわまって頭を押さえながら悶もだえ始めた女性に、陽琳が圧倒されながらも、

「……えっと、どっちも男性神よね……？」

　と返すと、女性は「は？　だから何？」と、うんざりしたような表情を向けてきた。

「……貴女とも、話が合わないみたいね」

「へっ？」

「じゃあ、またね」

「あ、ちょ、ちょっと待って！」

　路線が違うと判断されてしまったようだ。あっさりと突つき放はなされてしまい、陽琳は慌てて食らいついた。

「そ、その前に、ちょっと聞きたいんだけど……貴女って常連なのよね？　参加者の中に、禁きん呪じゆが好きな人とかって、見かけたことがないかしら？」

　すると、女性は怪訝そうな目を陽琳に向けてきた。

「あらやだ。貴女もそっち系なの？　たいていの仙人愛好家は嫌がるわよ」

「えーっと、私も、邪じや仙せんとかは苦手なんだけど、ちょっと知りたいことがあって。そのー……禁呪に打ち勝つための仙せん術じゆつを研究するために」

「なるほどね」

　そう言って頷くと、女性は、店の端はしの方に視線をやった。

「あの、一番隅すみっこの方にいる人──確か、危ない仙術を研究しているみたいよ。常連だから、一度だけ話しかけたことがあるけど、ひたすら訳のわからない薬の材料とかをぶつぶつ呟いていて話にならなかったから、それ以来近づいてないけどね」

「……！　ありがとう！」

「気を付けなさいよ。何を考えてるのかわからない人だから」

　そう忠告してくれた女性に礼を言ってから、陽琳はすぐに席を移動した。







　店の最さい奥おうの椅子に腰かけた男性は、一人で何かを呟き続けていた。

　店内が薄暗い上に長い前まえ髪がみが影となり、その表情や年ねん齢れいは、窺い知ることができない。

「紅ぐ蓮れん参じん、黒こく龍りゆう胆たん、蛇じや骨こつ皮ひ、千本根……」

「ねえ。今呟いてたのって、何の薬の材料なの？」

「……」

　突とつ然ぜん話しかけた陽琳に、男性は僅わずかに顔を上げる。

　げっそりと瘦やせこけた輪りん郭かくに、くっきりと目の下にクマがある不健康そうな顔立ちが特とく徴ちよう的てきな、ひょろりとした体形の男性だった。

　その顔つきに一いつ瞬しゆんぎょっとなったが、

（ここで怯ひるんでちゃ駄目だわ……！　もっと堂々としていないと！）

　と意を決し、可能な限り、声を張り上げる。

「紅蓮参が含ふくまれていたから、てっきり滋じ養よう強きよう壮そう薬やくの材料かと思ったんだけど、黒龍胆とか蛇骨皮とかって、私、聞いたことがないのよね。仙せん丹たん大百科にも記載されていない素材を使うってことは、もしかして……『一風変わった』薬か何かなのかしら？」

　すると、陽琳の言葉に興味を持ってくれたのか、はじめは沈ちん黙もくを守っていた男が、やがて声を発した。

「……毒薬だ。しかも、ほんの少量で、一瞬で息の根を止めることができる」

「物ぶつ騒そうね。まあ、私も聞いたことがない素材ばかりだし、そう簡単に手に入らないんでしょうから、研究にとどまっているなら、いいんだけど」

「ふん。君も研究系か？　この集会は、友達作りに来ているような軽いのりの仙人愛好家が多くて、話にならなかったんだが……君は違うようだな」

「うーん、私はどちらかというと、『仙人になりたい』系で、なりきりも好きだし、妄もう想そうも好きだけど、薬や術への知識欲も大きいのよ」

　そう言ってぽりぽりと頭をかいて、改めて身を乗り出す。

「……でも、今日ここに来たのは、調べたいことがあるからなの」

「……調べたいこと、だと？」

「そうよ。……死者を蘇よみがえらせる術。そして、人を意のままに操あやつる傀かい儡らいの術について、よ」

　陽琳の発した言葉に、それまで微び動どうだにしなかった男の頰が、ぴくりと動いた。

「……死者を蘇らせる、というのは、邪仙であっても簡単なことではない。結局のところ、亡骸なきがらを意のままに操るという術でしかないから、傀儡の術と基き礎そは近いものだ。そして傀儡の術とは、使し役えき獣じゆうや眷けん族ぞくを得る際の術式に似ている。要するに対象が動物や虫ではなく、人間だという点が禁きん忌きなわけだからな」

「なるほどね。じゃあ、生ける屍しかばねに、自じ我ががあるという可能性は……」

「変なことを聞く娘むすめだな。そんな事例は文献にない。自我があるとしたらそれは、術が失敗したがゆえの異質な条件下で起こる事象だろう。死者傀儡の術に失敗したか、もしくは……人間を使役獣にしようとして失敗して処分したが、仙術が身体に残ってしまって、妖よう怪かいとなって蘇った……とか」

　すらすらと見解を並べる男に、陽琳は感心して目を大きく見開いた。

「さすが、詳くわしいわね。その禁呪の術式の詳しい方法とかは知らないの？」

　だが、その問いに対しては、男は首を横に振ふった。

「……勘かん違ちがいするな。俺おれは禁呪愛好家というより、極度の仙せん薬やく愛好家というだけだ」

「でも、禁呪に抵てい触しよくする仙薬についても、かなり研究していたりするんでしょう？　何か知っていることはないの？」

　男の返事はない。

　それに対して、陽琳は「はあ……」といかにも残念そうなため息をついてみせた。

「研究熱心そうな貴方なら少しくらいは知ってるんじゃないかと思ったんだけど、さすがに知らないわよね……」

「……別に、全く知らないというわけじゃない」

　陽琳の挑ちよう発はつ的てきな態度が男の自意識を刺し激げきしたのか、どこか負けん気を含んだ声こわ音ねで反論してきた。

「ただ、どちらの禁呪も禁忌性の高さゆえに難易度も高く、並みの仙術とは違うってことだ。知識として俺が手に入れている内容だって、術式の中の必要条件の一部でしかない」

「その必要条件っていうのは……？」

「それを知って、どうするつもりだ」

「どうもしないけど、今は少しでも知識が欲ほしいのよ」

　率そつ直ちよくに物を言う陽琳に、相変わらず怪訝そうな視線を向けながらも、男は重い口を開いた。

「……俺が知っているのは、術式を完成させる中で使用する仙薬──術式の最中に使用する香こうの成分について、くらいだ」

「香の成分？」

「ああ。だが、どれも現在は入手困難なものばかりだ。中には、伝説上の生物からとる成分だってある」

　そう話すと、おもむろに持参していた麻あさ袋ぶくろをごそごそと漁あさり、いくつかの小さな壺つぼを取り出した。

　そして、その中の一つの栓せんを慎しん重ちように開けて、陽琳の前に置く。

「これは？」

「君の言う禁呪に必要な薬物の材料の中で、何とか入手できた物だ。とはいえ、すでに枯かれ草くさとなってしまっているから効能はもうないが、特徴的な香かおりを確かく認にんすることはできる」

　陽琳はおそるおそるその壺を手に取り、もう片方の手で扇あおぎながら、香りを確認してみた。

「……変わった香りね」

　素す直なおな感想に、男はこくりと頷く。

「ああ。名を、『蠱こ霊れい草そう』という」

「これいそう……？　初めて聞く名前だわ」

「だろうな。禁呪の素材としては比ひ較かく的てき最近まで入手可能だったものだ。かつては桓かん栄えい国こく領でのみ生産されていたが、今では稀き少しような香草だ」

「……桓栄国？」

「聞いたことくらいはあるだろう。十年程前に清しん琉りゆう国こくによって滅ほろぼされ、今では桓かん州しゆうという属州の一つになっている国だ」

「ああ……確かに聞いたことはあるわね」

　実際言葉の通り、あくまで「聞いたことはある」という程度の知識でしかない。

　とはいえ、調査を進める中で、初めて登場した地名なのだ。これは重要かつ有力な情報かもしれないと思い、陽琳は心の中でほくそ笑んだ。

「そういうわけだ。禁呪というものが如い何かに困難なものであるかわかるだろう。興味本位で近づいていいものではない」

「……よく解ったわ。肝きもに銘めいじておくわね。ご忠告どうもありがとう」

　ここまで、何だかんだ話に付き合ってくれた男性に、陽琳は感謝の意を込めて丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

「こんな話、滅多にできないから、面白かったし、ためになったわ。また機会があれば、仙薬について色々教えてちょうだいね」

「ふん。こちらも、こんな風に誰だれかと話をしたのは久しぶりだ。……本当に、奇特な人間だな、君は」

「お互い様、でしょ？」

「違いないな」

　そう言うと、男は初めてふっと笑みを見せた。

　──が、ふと顔を上げると、陽琳の背後をちらりと見遣った。

「ところで……お前の後ろにずっと立っている男は、連れなのか？　先ほどからずっとこちらを睨にらんでいるんだが」

「……え？」

　そう言われて初めて振り返り、陽琳はすぐ後ろに立つ影に気付いてぎょっと目を剝いた。

「し、紫晃!?」

　そこには、静かに佇たたずむ家令の姿があった。

　陽琳は情報をくれた男に慌てて一礼すると、険しい表情をしたままの紫晃を引っ張り、その場を離れた。

「もしかして、ずっと後ろにいたの？」

「当然です。陽琳様が見ず知らずの人間相手にお話をなさるのを、捨て置くわけにはまいりませんので」

　そう言い放った紫晃に、陽琳が慌てて取とり繕つくろう。

「え、えーっと、心配かけてごめんなさい。でも、同じ趣味の人達と話せて、楽しかったわ。それに……紫晃も聞いていたかもしれないけど、ばっちり情報は入手できたわよ！」

「蠱霊草に、桓栄国──ですか？」

　この二つの単語を発した紫晃の瞳が、僅かに曇くもった。

「え？　そ、そうだけど……。何でも、該当の禁呪を使用するために必要な香草の一つが蠱霊草といって、かつての桓栄国で作られていたものだったんですって」

　そう答えながらも、紫晃の様子がどこかおかしいことが、どうにも気になる。

「もしかして、何か知っていることでもあるの？」

「…………」

　問いかけるがそれに答えることなく、紫晃はしばらくの間、黙だまり込こんでいた。

　その今までにない張りつめた表情は、不安を感じさせる。

　口を引き結び、眉まゆ根ねに皺しわを寄せて静かに虚こ空くうを見つめる紫晃を、陽琳はそっと覗のぞき込こんだ。
















「紫晃？　……どうしたの？」

　その呼びかけに反応して、紫晃はようやく顔を上げた。

　一瞬戸と惑まどうようなそぶりを見せるが、陽琳に向き直ると言った。

「帰りましょう。……これ以上の調査はなりません」

「……え？」

　突然の紫晃の言葉に、陽琳は驚いて目を丸くした。

「で、でも、まだ他に、わかることがあるかもしれないし……」

「駄目です。これ以上の詮せん索さくは危険です」

　紫晃は有う無むを言わさず、陽琳の手を引いて、店の出口に向かう。

　店内の一角でつまらなそうな顔をして待機していた睡蓮もそれに気付いて、「な、何ですの？　帰りますのね？」と、慌てて外套を抱かかえ、二人を追いかけてくる。

「紫晃ったら、突然どうしたのよ!?」

　強ごう引いんに外套をかぶせられ、強く手を引かれる。

　足早に夜の裏路地を突つき進すすむ紫晃の凍いてつく空気に、陽琳はわけがわからず混乱した。

「……危険だと言っているのです。陽琳様とて、センカツをなさっているならば、今我々が調べようとしていることが如何に危険なことであるのか、お気付きでしょう」

「それはそうだけど、でも睡蓮のためにも……」

「お気持ちはわかります。ですがこれ以上は、我々が首を突っ込むべきことではありません」

「紫晃……！」

　話しながらも決して足を止めず、振り返ることすらしてくれない紫晃に、陽琳は声を荒あららげた。

「突然、どうしちゃったの!?　何でそんなことを言いだすの？　全然意味がわからないわ……！」

「わからぬならば、それでも結構です。とにかく、早く帰りますよ」

「紫晃!!」

　その先、陽琳がどう喚わめこうと暴れようと、紫晃がそれ以上答えることはなかった。

　暗い夜道に、陽琳の声だけが虚むなしく響ひびいた。
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　陽よう琳りんはいつものように、今日も朝から芙ふ蓉よう宮きゆうに来ていた。

　幸こうか不幸か、担当の講師が体調を崩くずしたとのことで、自習課題として詩歌しいかの書き写しをしているだけだ。

　しかし、事務的に書き写すも、気が付けば筆は止まり、ため息ばかりが漏もれてしまう。

　普ふ段だんなら、これ幸いとばかりに仙せん術じゆつに関する書物を読みふける時間に変えてしまうのだが、今はそちらに思考が向かない。

　どうにも調子が狂くるってしまう原因は理解していた。

（ああ……。今日も、紫し晃こうを置いてきちゃったわ）

　仙せん人にん愛好集会に参加した後に紫晃と喧けん嘩か別わかれのような形になってから、すでに三日が経過しているというのに、一言も口をきいていないどころか、顔も合わせていない。

　そんなこんなでこの三日間は、紫晃の同行なしに芙蓉宮へと通ってきている。

（でも、いくら言っても調査の続行を認めてくれないなんて、ひどいわ！）

　今いま更さら調査を投げ出すことなど、陽琳にはできなかった。

（大体、紫晃もただ危険だからって突つっぱねるんじゃなくて、何がどう危険なのか、ちゃんと説明してくれればいいのに）

　普段の紫晃であれば、ぐうの音ねも出ないほどの説得力ある説明によって、陽琳を諦あきらめさせることなど容易たやすいはずなのだ。だが、先日の紫晃はただ結論を押しつけるだけだった。

（そりゃあ、そもそも禁きん呪じゆが危険なものだなんて、センカツにいそしむ私自身が一番よくわかっているけど……。でも、それを調べると言いだした時はついてきてくれたのに）

　それこそ、家令として陽琳を守る立場上、夜に出歩くこと自体そもそも反対だっただろう。だが、それも含ふくめて容よう認にんしてくれたのは、陽琳のセンカツを紫晃自身が応おう援えんしていてくれたからではなかったのか。

（なのに、どうして急に態度を変えたのかしら？　確か……桓かん栄えい国こくや蠱こ霊れい草そうの話題になったあたりから、様子がおかしくなって……）

　腑ふに落ちないことばかりで、陽琳が何度目かになるため息を漏らしていると、窓まど際ぎわから軽かろやかな男性の声がかかった。

「やあ、陽琳。ため息ばかりついていると幸せが逃にげてしまうよ？」

　声のした方向を振ふり向むくと、窓まど枠わくから輝き瑛えいが覗のぞき込こむようにして手を振ふっている。

　陽琳はそんな輝瑛の屈くつ託たくのない笑え顔がおが羨うらやましく思えてしまい、つい弱弱しく微笑ほほえんだ。

「おやおや。いつになく元気がないようだね。僕ぼくの可か愛わいい従妹いとこ殿は一体どうしたのかな？」

　講師が不在であることを知ると、輝瑛はこれ幸いとばかりに部屋の中へと足を踏ふみ入いれ、陽琳の隣となりへ腰を下ろした。

　どうやら、本格的に話を聞いてくれるつもりのようだ。

　輝瑛相手にどこまで話してよいものかと、陽琳は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

　とはいえ、一人で悶もん々もんと考え続けていても事態は好転しない。ならば、少し聞いてもらった方がよいのかもしれない──と思い至り、口を開いた。

「えっと、それがね……この間、センカツ中に大きな発見をしたのよ。それについていろいろ調べていたんだけれど……ある時から急に、紫晃に無理やり止められちゃって」

　言葉を選びながら輝瑛へと伝える。

「へえ……。紫晃が無理強じいするなんて、珍めずらしいね。それこそ、僕が君の家庭教師として紫晃を紹しよう介かいして以来、一度もそんなことはなかったように思えるけれど」

　長い付き合いの輝瑛から見ても、どうやら、今回の紫晃の態度は不可思議らしい。

　そのことに勢いづけられ、陽琳は鬱うつ屈くつしていた思いを、堰せきを切るように語った。

「そうなのよ。紫晃は基本的に、やるべきことさえきっちりやっていれば、余よ程ほど私のためにならないことじゃない限りは反対しないし、今回だって途と中ちゆうまでは積極的に手伝ってくれていたのよ？　なのに、急に危険だからやめなさいって言いだして。でも、詳しい理由までは教えてくれないし……。頭ごなしに止められても、納なつ得とくできないわ」

　頰ほおを膨ふくらませる陽琳に、輝瑛はふむと唸うなって首を傾かしげた。

「陽琳の訴うつたえはわかるけど、紫晃が一緒でも危険だということだろうから、余程のことなのだろうね。ちなみに、何をしようとしていたのかな？」

　そう問われて、陽琳は言葉に詰つまった。

　さすがに、禁呪を調べていることまで打ち明けるわけにはいかない。それを説明すると、死し鬼きのことにまで話が及およびかねない。

　何とか誤ご魔ま化かさねばと慌あわてると、視線が泳いでしまう。

「ええっとそれはそのう……さっき言った発見物を調べる中で、いろんな謎なぞが浮うかび上あがってきて……。それで、そう、そうだわ。最終的に、桓栄国という国に行き当ったのよ」

　苦くるし紛まぎれに、差さし障さわりがない部分だけ説明すると、輝瑛は少し目を見開いた。

「……桓栄国？　どうしてまたそんな名前が」

「それは、何というか……謎の鍵かぎとなる材料が桓栄国で作られていたみたいなの。でも、それについて詳しく調べようとしたら、紫晃に止められちゃって」

「ふぅん。なるほど」

　輝瑛は肯こう定ていするでもなく否定するでもなく、ただ、何かを思おもい巡めぐらせるように頷うなずく。

「ねえ、兄様。どうして紫晃は、桓栄国の名を聞いた途と端たんに反対したのかしら？　私には全然、理由がわからなくて……」

　幼い頃からずっと、誰だれよりも紫晃の傍そばにいたつもりだった。

　紫晃は陽琳の成すことや考えることはすべてお見通しで、陽琳もまた、紫晃が考えそうなことは、何となくだが分かるような気がしていた。

　深く語り合わずとも、阿あ吽うんの呼吸で分かり合える──そんな関係だと信じていた。

（でも、もしかすると……単に、紫晃が私に呼吸を合わせてくれていただけなのかもしれない。それを、私が勘かん違ちがいしていただけなのかも……）

　陽琳は肩かたを落とした。

　そんな従妹の様子を気の毒に思ってか、輝瑛は少し考えるようにして言った。

「確かに紫晃は秘密主義だからねえ。完かん璧ぺきすぎて、全然ぼろを見せてくれないところが、何とも可愛くないよね」

「でも、そういうのが家令なんでしょう？　主の品格を貶おとしめることのないようにって」

「へえ。よくわかっているじゃないか」

「まあ……とある人から聞いたのよ」

　輝瑛はふふっと微笑んだ。

「まあ、その通りなんだけどね。ただ紫晃の場合は、徹てつ底ていしすぎてるんだよね。警けい戒かい心しんも強くて、絶対寝ね顔がおなんて見せてくれなさそうだし」

「……兄様、紫晃の寝顔なんて見たいの？」

「そりゃあもちろん。紫晃がよだれ垂たらして寝ねていたら、さぞかし面おも白しろいと思うよ」

　よからぬ想像をしながら楽しそうに笑う輝瑛を見て、陽琳は少し顔をひきつらせた。

「兄様ったら悪あく趣しゆ味みね。……でも確かに、これだけ長く一いつ緒しよにいるのに、私ったらセンカツにばかり集中していて、紫晃が普段何をしているのかなんて考えてもみなかったわ。紫晃のことは、他の誰よりも私が一番知ってるんだ……って思っていたのに」

　きゅっと唇くちびるを嚙かみしめて俯うつむく。

「陽琳は、紫晃のことをもっと知りたいのかな？」

　その問いに、陽琳が素す直なおに頷くと、輝瑛は言葉を続けた。

「それは、主あるじとして従者のことをきちんと把は握あくしておきたい……という意味なのかな？　それとも、陽琳自身が純じゆん粋すいに、彼かれ自じ身しんのことを知りたいと思ったのかな？」

　輝瑛の言葉に、陽琳は僅わずかに考えを巡めぐらせた。

「紫晃は私にとって……従者というよりも、ずっと一緒にいた大切な人で、空気みたいな存在なのよ。『家令がどうあるべきか』という話を聞いた時も、私は『紫晃は紫晃だもの』としか思えなくて」

　ぽつりぽつりと、自分の中の気持ちを整理するかのように、ゆっくりと言葉にする。

「傍にいることが自然すぎて、紫晃に目を向けることをずっと忘れていたんだと思う。でも……だからこそ今、私はもっと、紫晃のことをちゃんと知りたい」

　陽琳の言葉に、輝瑛は大きくため息をついて苦く笑しようした。

「まったく、僕の可愛い従妹にここまで言わせるなんて、彼かれはひどい男だよね」

　やれやれ、と肩をすくめてから「仕方ないね」と呟つぶやく。

「まあ、僕もそんなに詳しくはないけれども、紫晃について知っていることを少し教えてあげるよ」

「本当に？　兄様、ありがとう！」

「いいんだよ、君が喜んでくれるなら。……そもそも、紫晃がどこの出身かぐらいは知っているよね？」

　輝瑛の問いに、陽琳は頷いた。

「えっと、桓かん州しゆうだったかしら？」

　随ずい分ぶん昔のことではあるが、紫晃から直接聞いたことがある。だが、思い返せば、その時も紫晃は自分の生まれについて、あまり話したがらなかったのだ。

（何か嫌いやな思い出でもあるのかしらと思って、あまり深く聞けなかったんだけど……）

　陽琳の回答に、輝瑛は満足そうに頷いた。

「そう。桓州は元々、君がさっき言った桓栄国だったんだ。十年ほど前の戦いくさの後に清しん琉りゆう国こくに併へい合ごうされ、属州の一つになってね。紫晃は、その併合前に、桓栄国から清琉国に逃げて来た難民達たちの中の一人だったんだよ」

「逃げて来た？　……桓栄国ってそんなにひどい国だったの？」

「うん。帝王学の一環として世界情勢を学んでたけど当時まだ子供だった僕から見ても、独裁者が好き放題して、国民に無茶を押おし付つけているような国だったね」

　それを聞いて、陽琳は小さく息を吞のむ。

「そうだったの……。そんな国なら、紫晃にとって、いい思い出があるはずがないわよね」

「ああ。国民は食うに困るほどの重税に苦しみながらも、国王から課せられた責務をこなさねばならなかったんだ。徴ちよう兵へい令れいもその一つだね。戦を好む血気盛さかんな王だったからね」

　そこまで言ってから、輝瑛はどこか神しん妙みような顔をした。

「そんな中、国王は──自らの快楽のために、一部の地域の民たみに、ある香こう草そうを栽さい培ばいさせていたんだ」

「ある香草？」

　その言葉を聞いて、頭の中で何かが引っ掛かる。

（あ……そういえば……）

　先日仙人愛好集会で出会った、仙せん薬やくを研究していた男の顔が浮かぶ。

「その香草ってもしかして……蠱こ霊れい草そう……とか？」

　驚おどろいたように輝瑛が、目を丸くした。

「よくその名を知ってるね。どこで聞いた……ということは追つい及きゆうしないでおくけれど」

「あ、でも、名前だけで、詳しいことは何も知らないのよ？　変わった香かおりがするっていうことくらいしか……」

　すると、輝瑛はどこか合が点てんがいったかのように頷いた。

「僕も実物を見たことも嗅かいだこともないから、どんな香りか知らないけれど……なるほどね。もしかすると、それが紫晃が止めた原因だったのかもしれないね」

「えっ？　どういうこと？」

　今度は陽琳の方が問いかけると、輝瑛は少し間をおいてから、静かに言葉を続けた。

「その香草に含まれる成分はね……人の精神力を低てい迷めいさせる効果があるんだ。燻いぶした蒸気を吸うと、独特の快楽感、多幸感を得られるということで、桓栄国の上層部の間で高級な嗜し好こう品ひんとして流は行やったようでね」

「え？　それって……」

「ああ。人体によいものではないよ。やがては強い依い存ぞん性せいと幻げん覚かく作用をもたらすその香草は、使い過ぎると自じ我がをも崩ほう壊かいさせる危険な劇薬だ。そんなものが流行った桓栄国は、国王をはじめとして次し第だいに腐ふ敗はいしていったよ」

　呆あつ気けにとられて絶句しながらも、陽琳の頭の中では様々な事こと柄がらが駆かけ巡めぐっていた。

（精神力の低下や、幻覚作用を持つ成分……。確かに、人の自我を奪うばい傀かい儡らいとする禁呪の材料になりうるのかもしれない……。でも、まさか最近まで、そんな目的のために栽培されていたなんて）

　愕がく然ぜんとする陽琳を前に、輝瑛は話を続けた。

「そんな恐おそろしい草だったから、その存在を知った父上が、桓栄国を併合した時に全部焼き払ってしまったんだよ」

「そうだったの……。道理で、今はなくなっているはずよね……」

「ああ、けれど、すでに市場に出てしまったものまでは押おう収しゆうしきれなかったようだから、現在もどこかで残存物が闇やみ取とり引ひきされている可能性もあると思うと、恐ろしいことだよ」

　そう言ってから、輝瑛は頷いた。

「詳しいことは聞かないでおいてあげるけど、どうやら陽琳は、なかなか危なげなことを調べていたんだね。紫晃の生おい立たちを考えても、止めようとしたのは当然だろうね。僕としても大切な従妹が危険なことに首を突つっ込こもうとしているなら、さすがに心配だよ」

「う……」

　真しん摯しな瞳ひとみで顔を覗き込まれて、陽琳は思わず目を逸そらした。

「わ、わかってるわ。良識の範はん囲い内ないで調べているだけで……無茶はしないわ」

　紫晃だけでなく、従兄いとこにまで水を差されるわけにはいかない。誤魔化すように言ってから、陽琳は話を終わらせるべく、自習課題の方に目を落とした。

「それならいいんだけどね。何はともあれ、紫晃と仲直りできることを祈いのっているよ」

　じゃあ勉強頑がん張ばってね、と言い残してから、輝瑛はふっと微笑んで立ち去っていった。

　それを見届けてからも、課題を進める手が動かない。

　陽琳は筆を投げ出すと、机に突つっ伏ぷした。

（紫晃の態度と、輝瑛兄様に言われた内容とを照らし合わせてみれば、確かにしっくりくるけれど……）

　紫晃や輝瑛の弁は分からなくもない。危険も理解できた。

「……でも、だからといって、今更調査をやめるわけにはいかないじゃない。睡すい蓮れんには、必ず恋こい人びとを見つけてあげるって約束したんだもの。中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出せないわ」

　そう口に出してしまうと、目標がはっきりと見えてきた。

　こうなったら、やはり、紫晃の目を盗ぬすみながら調査を続けるしかない。

　だが、この三日間ですら、同じ屋根の下で暮らしている紫晃と極力顔を合わせないように生活するのは、至難の業わざだった。

（それに──何より、紫晃に対して後ろめたさがあるっていう今の状じよう況きようが、何というか、もやもやするのよね……）

　罪悪感とも寂せき寥りよう感かんともつかぬ、何とも落ち着かない感覚だ。

　陽琳は、はあとため息をついた。

「いつか……紫晃自身の口から、いろんなことを話してもらえるようになればいいんだけどな……。センカツと同じくらい、紫晃のことが大切なんだもの」

　センカツとは、もとはといえば、紫晃が自分にもたらしてくれた趣しゆ味みだ。

　仙人に憧あこがれたことで、それまでぼんやりしていた陽琳の生き方は大きく変化し、楽しく意味のあるものになった。

　だが、その横にはいつも、そんな陽琳を見守っていてくれた紫晃の存在があった。

　陽琳にとってセンカツというものが大切であるのと同じように──いや、それ以上に、紫晃という存在もまた、陽琳にとってなくてはならないものなのだ。

「……紫晃がいないと、何だかつまらないのよね……」

　はああ……と大きなため息とともに独り言を呟きながら、再び気を紛まぎらわすように、筆を動かし始めた。
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　夕刻頃。

　皇こう宮きゆうでの授業を終えて、馬番の使用人の操あやつる馬車に乗って帰って来た陽琳を迎むかえたのは、父──蔡さい尚しよう允いんからもたらされた予想外の情報だった。

「紫晃が、家を留守にするの……!?」

　その事実に、思わず素すっ頓とん狂きような声を出してしまう。

「ああ、ちょっとしたお使いを頼たのんだから、暫しばらくは帰ってこないよ」

　忙せわしなく何かの用意をしながらそう答えた尚允の言葉通り、紫晃はこうして時々、屋や敷しきを留守にする。家令として、家長である主の右みぎ腕うでとして働くのは当然のこと……とはいえ、陽琳に一言も断らずいなくなったことはこれまで一度もない。

「暫くって、どれぐらい？」

「さあどうだろう。届け物ついでに買い物も頼んだから、二、三日か、もうちょっとかかるかもしれないな」

「そうなんだ……」

　そう言いながらも、陽琳は僅かに俯いた。

　陽琳に対して何の挨あい拶さつもなく、出かけてしまったということも寂さびしいが、仲直りの機会が先延ばしになってしまったということも残念だ。

（暫く会えないとなると、何だか落ち着かないなあ……）

　そう思うと、自然とため息が漏れてしまう。

「そんなに寂しがらなくても、彼のことだから、速すみやかに仕事をこなして思ったより早く帰ってきてくれるさ」

「えっ!?　べ、別に私は、寂しがっているわけじゃあ……」

　紫晃の不在が心細いのだろうと思われたことが何だか恥はずかしくて、首を横に振る。

「と、ところで父様は、さっきから何の準備をしているの？」

「ああ、実は、急に明日の朝議に出席するようにと、宰さい相しよう殿から要よう請せいがあってね。正装するのなんて久しぶりだから、ちょっとどたばたしてるんだよ。おーい、ちょっと、正装用の帽ぼう子しはどこだったかな？」

　自身も慌ただしく動きながらも、同じく走り回っている使用人達に声をかけている尚允は位階が高くないため、毎日の朝議に出ることはない。

　時折要請されて、文官として定例報告を行うくらいのものだ。

「もう、父様ったら。紫晃がいれば、準備に苦労することもないのに」

「そうなんだよね。こんな時に紫晃をお使いに出してしまうなんて、我われながら失敗したよ」

「有能な家令の不在って、大変よね。……って、父様、その腰こし帯おび、帯おび飾かざりがないわよ？」

　陽琳がやれやれと肩をすくめてそう指し摘てきしてあげると、尚允は慌てて自身の腰を見た。

「ああ、本当だ。おーい母さん、新しい帯飾りはないかな？」

「んもう、貴方あなたったら、どこで失なくしたんです？」

「さあ……どこかで落としたんだと思うよ」

「まったく、吞のん気きなんですから……！」

　母まで出てきて総動員となり、より一層慌ただしさが増してくる。

　陽琳は自分まで巻まき込こまれないようにと、そっと立ち去った。







　陽琳の部屋まで茶器を運んできた睡蓮もまた、紫晃の不在については聞き知っていた。

「そういえば使用人の一人がそんなことを言っていましたわね」

　睡蓮はそう言ってから、椅い子すに山積みになっている仙人関連書物を払はらい落おとし、やれやれと言わんばかりに腰かける。

　ここ数日の間、睡蓮もまた使用人の一人として、細々と仕事をこなしている。

　とはいえ、難しい仕事や重要な任務を任せると、何をしでかすかわからないという紫晃の判断によって、食器運びや水運びくらいしか任されていない。

　それでも、他の使用人と言葉を交わすぐらいの機会はあるのだろう。

「まあでも、今の陽琳にとっては好都合なのではなくて？　あれから紫晃のことを避さけていたようですし」

「……まあね」

　陽琳の元気がないことに気付いたのか、睡蓮が珍しく申し訳なさそうな表情になった。

「……わたくしのせいでもありますわよね。元はと言えば、わたくしの調査を進めることについて言い争ったことが原因ですから」

「睡蓮が謝あやまる必要なんてないわ。私自身がやるって決めて始めたことだもの」

　慌ててそう否定してから、陽琳は両手をぽんっと叩たたき合わせた。

「でも睡蓮の言う通り、確かに悪いことばかりじゃないわよね。紫晃が留守の今こそ、絶好の機会よね……！」

　そう考え至って、陽琳は自らを奮ふるい立たせるようにして勢いよく机を叩いた。

「そんなわけだから、睡蓮！　調査再開よ！」

「いいんですの？　紫晃から強く止められていたではありませんの」

「だからって、こんな中途半端なままやめるなんて、私のセンカツ精神から外れるわ！」

「まあ……わたくしとしては、貴女あなたがやる気を出してくれる方がありがたいですけれども。いつまでもこんな、下したっ端ぱ生活は嫌ですもの」

　あからさまに嫌そうな顔をして自らのお仕着せを見下ろした睡蓮は、それから小さくため息をついて、どこか寂しげに目を伏ふせた。

「それに……やはり、もし会えるのならば会いたい。と、思ってしまいますもの。もう顔も名も覚えていないけれど、確かに存在した、あの方に……。わたくしには、それしか思い出はありませんから……」

「睡蓮……」

　ふと紫晃の顔が浮かんだが、陽琳はそれを打ち消すように頭を振った。

（そうよ。睡蓮にとっては、唯ゆい一いつの大切な記憶なんだもの。絶対に、恋人に会わせてあげなくちゃ……！）

　決意を新たにして、陽琳は強く頷いた。

「まずは状況の整理をしてみましょ」

　陽琳は気分を切きり替かえて、筆を取り出すと、机の上に広げられた紙に向き合った。

「今までにわかっているのは──睡蓮が埋うめられていた場所は皇宮だった、ということ。睡蓮が死んでからはまだ二、三年しか経たっていないということ。それから、睡蓮は元々商家のお嬢じよう様さまで、ご家族はもうここにはいないということ」

　一つ一つ改めて整理するように、書き並べていく。

「睡蓮が死鬼になったのは、禁呪によるものだと想定される。この禁呪の術式に必要な香草──蠱霊草は、かつては桓栄国で生産されていた。……これぐらいかしら」

　さらさらと要点を紙に書き出していくと、少し頭がすっきりする感覚を覚える。

「そして、肝かん心じんの、睡蓮の恋人についてだけど……以前睡蓮の邸に行った時に、錯さく乱らんした睡蓮が、確か『お父様に反対されて』……って言っていたのよね」

　様々な思い出が詰まった孫そん家けでの出来事は、睡蓮にも少なからず衝しよう撃げきがあったようだ。わずかに顔を曇くもらせる睡蓮の肩を叩き、陽琳は首を捻ひねった。

「そもそも睡蓮は豪商の箱入り娘むすめだったから、出会える男性って限られてくると思うのよね。出入りしている商人か、もしくは、居い候そうろうしている学士とか……」

「何ですの、その、『居候している学士』というのは」

「清琉国にある支し援えん制度なんだけど、将来有望だけどお金がない学士達に、富ふ豪ごうや名家が衣食住を提供して、芽が出るまで支援する……っていう制度があるのよ。お金持ち達が皇宮のご機き嫌げんをとったり、官かん吏りと繫つながりを持ちたいがための慈じ善ぜん活動みたいなものだけどね」

「どうして、それが皇宮へのご機嫌とりになるんですの？」

「皇宮には、将来官吏になりそうな若者の科か挙きよ合格を支援するための、宮きゆう廷てい学士院という施し設せつがあるのよ。そこの学士を支援することで、皇宮と繫がりを持てるってわけ」

「宮廷学士院……」

　その単語を、睡蓮は小さく反はん芻すうする。

「……どこかで聞いたことがある響ひびきですわ」

「えっ……本当に!?」

　思いがけない睡蓮の反応に身を乗り出しながら、陽琳は想像をふくらませた。

「居候している貧びん乏ぼう学士とお嬢様の禁断の恋。激げき怒どする父親……何だかすごく、あり得そうな構図よね……！」

「確かに、恋れん愛あい絵巻のようですわね。自分がそうだったと思うと、少し気き恥はずかしいですけど」

　俄が然ぜんやる気が湧わいてきた陽琳とは対照的に、睡蓮は戸と惑まどっているようではあるが、こうなってくると、今やるべきことは一つだ。

　陽琳は勢いよく立ち上がった。

「じゃあ早さつ速そくだけど、宮廷学士院に行くわよ！」

「行って、何をするんですの？」

「ここ数年の名めい簿ぼを見せてもらうのよ。学士達の居住地や後見人の名前は、学士院に提出されているはずだもの。その中に、孫家の名前があるかもしれないわ」

　陽琳の言葉に、睡蓮は「なるほど」と頷く。

「わかりましたわ。……って、今から行くんですの？」

「今ならまだ帰宅時だから、城門も開いているし……。それに、手間がかかる作業だから、睡蓮にも手伝ってもらわないと！」

「大変な作業になりそうですわね」

　睡蓮は天を仰あおぐが陽琳の案に反対することはなく、二人はそそくさと邸を出た。
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　宮廷学士院は、城門を抜けて少し歩いた場所に二十年程前に建てられた。皇宮の敷しき地ち内の建造物としては比ひ較かく的てき新しい建物だ。

　もともと、若者の教育に熱心であった先せん帝ていの強い希望によって設立された施設であるため、学士院関係者は皇族が訪れると歓待してくれる。

　陽琳が自らの地位の証あかしである黄玉の帯飾りをちらつかせれば、はじめは突とつ然ぜんの来訪者に怪け訝げんそうな表情を向けていた守衛も、態度を急変させて院内に迎むかえ入いれてくれた。

　案内された資料室の中で、早速、歴代の在ざい籍せき名簿を見つけると、陽琳と睡蓮は手分けして名簿を調べ始めた。

「思いの外、膨ぼう大だいな人数というわけでもありませんのね」

　一年ごとに更こう新しんされている名簿に並ぶ在籍者数が、多くて四十名ほどであることに、睡蓮が驚いたように声を上げた。

「そりゃあまあ、宮廷学士院に入学できるのは、『将来有望な若者』だけだもの。入学するだけでも凄すごいって言われるくらいには、試験も難しいのよ。在籍者数が少ないことも頷けるわ。その分、入学できれば、官吏への道は決まったようなものよね」

「ふうん……。その中には、なかなか科挙に受からず、いつまで経っても卒業できない人もいるんでしょうけれど」

「多分ね。私だったら、万が一入学できても、そうなっちゃうと思うわ」

　そう改めて考えると、結局途中退学したとはいえ宮廷学士院で首席だったという紫晃の頭脳が、そら恐おそろしいものに思えてくる。

（口論したって絶対勝てないわけよね……って、今は紫晃のことを考えてる場合じゃないんだったわ！）

　何だかんだで紫晃のことを思い出してしまう自分の脳のう裏りを振り払うかのように、目の前の名簿に集中する。

「で、この中で、ちょうど睡蓮が生きていた年代の名簿を確かく認にんすればいいわね」

　暫くの間、二人は作業に没頭した。

　──その結果見つかったのは、見知った名前だった。

「……って、あら？　苑えん達たつさんの名前があるわ」

　陽琳が目を止めたその場所には、確かに「梁りよう苑達」の文字があった。

「なるほど、苑達さんも若くして宰相になっているだけに、学士院出身なのね」

　先帝が宮廷学士院を設立した理由は、戦乱の世が落ち着きつつある中、未来を担になうのは学問を究きわめた若者である──という考えの他にも、唯一の後継者である輝瑛が将来帝てい位いに就つく際に、右腕となり友とも呼べる若者達を発はつ掘くつしたかったからだったという。

　そんな親心のようなものがあったということを、陽琳も父から聞かされたことがある。

　残念ながら紫晃は輝瑛の右腕とはならなかったが、苑達はまさにその思おも惑わく通り、輝瑛の右腕として着実に歩みを進めている。

「輝瑛兄様と苑達さんとのなれそめも、紫晃と似たような感じだったのかしらね……」

　見知らぬ世界を垣かい間ま見みて、感かん慨がい深ぶかくなりながらも文字を追うと──

「梁苑達」の下に繫がっていた文字に、目が釘くぎ付づけになった。




　『学士名　梁苑達　　後見人　孫文ぶん景けい』




「……え？　孫？」

　そして、続く後見人の居住地を見て、息を吞のむ。

「うそ……」

「陽琳？」

　声をかけてきてくれた睡蓮に視線を向けぬまま、陽琳は茫ぼう然ぜんと呟くように言った。

「……もしかしたら……苑達さんが、睡蓮の恋人だったのかもしれない……？」

「え？」

　聞き返してくる睡蓮の方に勢いよく向き直ると、睡蓮はぎょっとしたように目をしばたたかせた。

「な、何ですの急に」

　困こん惑わくする睡蓮の肩を摑つかむと、陽琳は真剣な表情で身を乗り出した。

「ねえ、睡蓮！　梁苑達っていう名前に聞き覚えはない？」

「りょう、えんたつ……」

　その単語を舌で転がすようにぽつりと口に出し、吟ぎん味みするように睡蓮はゆっくりと目を伏せた。

「……どうでしょう。言われてみれば……どこか、懐なつかしい名前であるような気もしますけれど……」

「……！」

　ならば、と、陽琳は立ち上がった。

「睡蓮。今から苑達さんに会いに行くわよ！」





[image: ]






　夜も更ふけた頃、紫晃は馬を走らせ、帰路を急いでいた。

　静かな道に虫の鳴き声だけが響く。

　生なまぬるい風に、じんわりと湿しめった空気が紫晃の衣服を体に張りつかせる。

　嫌な空気だ。胸むな騒さわぎなど迷めい信しんめいたものを信じるつもりはないが、こんな時は嫌な予感ばかりが頭を過る。

（陽琳様……。無茶をなさっていなければよいのですが）

　そう祈るが、内心、無理だろうなとも考える。

　陽琳にとっての仙人像というものは、深く仙術を探求し、極きわめ、ある時は颯さつ爽そうと困った人々を助ける──という、英えい雄ゆう的てきなものなのだ。そんな仙人に憧れる彼かの女じよが、禁呪が関わっているからといって、今更手を引くとは思えない。

　それ以上に、陽琳はそもそも、正義感が強い性格なのだ。目の前に睡蓮という被ひ害がい者しやがいる以上、彼女を放っておくことなどできないだろう。

　これまでは、陽琳にとって大切な趣味であり心の拠より所どころでもあるセンカツを、紫晃は応援してきた。

　だがそんな紫晃にもまた、今度ばかりは譲ゆずれないものがあった。

（どうすれば手を引いてくださるのか……）

　そうこうするうちに蔡さい家けの邸の間近に到とう着ちやくし、馬を降りる。

　だが、思案に耽ふけっていたためか、周囲への警戒が鈍にぶっていた。

「やあ、紫晃」

　突然名を呼ばれ、身構えたが、暗くら闇やみの中から月明かりの下に現れた顔を見て肩の力を抜いた。

「……こんな夜更けに、供もつけずにどうなさったのですか？」

　姿を現したのは、他でもない──輝瑛だった。

「相変わらず辛しんらつだね。苑達は、今日は珍しく姿が見えなくてね」

　輝瑛はくすくすと苦笑する。それを見て紫晃は深いため息をついた。

「どうせ苑達殿がいないことをこれ幸いと、出てこられたのでしょう」

「皇こう帝ていだって息抜きは必要だと思うんだよね。あまりに疲つかれたから、たまには紫晃を見て癒いやされようと思って」

　そんなことを茶目っけたっぷりに言ってくるが、いくら華はなやかな容姿をしているとはいえ、男に言われても気持ち悪いだけだ。

「ご冗じよう談だんをおっしゃるなら帰りますよ」

　この生ぬるい空気をも凍こおらせんばかりの視線を浴あびせかけ、くるりと踵きびすを返そうとすると、輝瑛がその前方に割り込んできた。

「おっと。紫晃はつれないね。ちょっとぐらい話に付き合ってくれてもいいのに」

「生憎あいにく、そんな暇ひまはないのです」

　そのまま歩きだそうとすると、輝瑛は傍に寄り耳打ちしてきた。

「へえ……それは、陽琳が危険なことに首を突っ込もうとしているから、かな？」

　紫晃はぴたりと足を止め、静かに皇帝を見やった。

　してやったりと微笑んでいるのが気に食わないが、それ以上に輝瑛の発言が気になった。

「……なぜそれを？」

「最近、誰かさんがいじめたせいで、陽琳の元気がなくてね。優やさしいお兄さんが話を聞いてあげたんだよ」

「人聞きの悪い。別に私はいじめてなどいません。……それで、何を話されたのですか」

「別に大したことじゃない。桓栄国で栽培されている香草の話をしていた時に、君が突然怒おこりだしたって話だよ」

　陽琳は余程この従兄のことを信用しているらしい。そう思うと、表情が自分でも気付かぬうちに、険しくなっていたようだ。

　輝瑛が、何やら楽しそうに微笑んだ。

「君らしくもないね。そんなに感情をあらわにするなんて、滅めつ多たにないことだろう？」

「……だったら何だというのですか？」

　紫晃はすっと表情を消して、自分より少し背の低い皇帝を見下ろした。

　輝瑛はひょいと肩をすくめて笑う。

「いや、いい傾けい向こうだと思ってね。君って外面は社交的だけれど、内面は相当な引きこもりだからね。君にそんな顔をさせることができるのは、きっと陽琳ぐらいだろうから」

「自信家な貴方にしては珍しい。ご自分がそれをできるとはおっしゃらないのですね」

「昔、君と出会ったばかりの頃は、僕ぼくが君の感情を引き出すつもりだったんだけどね……。残念ながら、僕には無理だったよ」

　どこか寂しそうに微笑む輝瑛を、紫晃は顔を伏せ、見なかったことにした。

「それで、どこまでお話しになったのですか？」

「桓栄国で栽培されている香草が、危険なものだってことは教えてあげたよ。無む闇やみに首を突っ込まない方がいいってこともね」

「そうですか」

　輝瑛も、妹のように可愛がっている陽琳が危険なことに足を踏み入れようとしていることは容認できないのだろう。その点についての一いつ致ちを見て、紫晃は僅かに安あん堵どした。

「あとは……君が桓栄国から逃げて来たってことも、ね」

「……！」

　続いた言葉に思わず紫晃は顔を上げた。輝瑛は首を傾げてくすりと笑う。

「おや、いけなかったかな？　道理で紫晃があそこまで反対するわけだって、陽琳は納得してくれていたよ。中途半端に知識を与あたえるだけでは、かえって好こう奇き心しんが疼うずいてしまうだろう？　必要な情報だと思ったからこそ伝えたんだけれどもね」

「……それならば、よいのですが」

　喉のどにつかえるように言葉が零こぼれ落おちた。

　一方の輝瑛は、相変わらず微笑みながらも、肩をすくめた。

「まあ、でも、あの子のことだから、更さらなる詮せん索さくを諦めてはくれないだろうね……」

「そうでしょうね……。あまり危険なことをしてほしくはないのですが」

「特に、君が見ていない時には？」

「そうですね」

　紫晃の即そく答とうに、輝瑛が意外そうに「おや」と呟いた。

「随分と素直な返答だね」

「家令が主あるじをお守りするのは当然です」

「家令として？　本当にそれだけかな？」

　輝瑛が明らかに面白がっているのがよくわかる。

　だが幼おさな馴な染じみとはいえ、これ以上個人的なところに踏み込ませる気はない。

　淡たん々たんと返事していると、やがて輝瑛は諦めたように肩をすくめた。

「本当に紫晃は可愛くないね。でもまあ、そういうことにしておいてあげるよ」

　ちらりと窺うかがうように輝瑛が見つめてくるが、紫晃は軽くその視線を受け流す。

「……で、そんな話をするためだけにいらっしゃったわけではないのでしょう？」

「うん。この間、君に探しておいてほしいと頼んでいた物は、見つかったのかなって」

　輝瑛の目がきらりと光る。

「勿論です。まったく、尚允様のお使いのついでにと、このような頼み事をなさるとは」

　紫晃はため息をつくと、手にしていた荷物から巻物を抜き取って手て渡わたした。

「すまなかったね。できるだけ早く、手元に欲しかったんだよ。……読むのが楽しみだよ」

「明日は忙いそがしくなりそうですね」

　輝瑛がうきうきと巻物を懐ふところに仕し舞まうのを見て、紫晃は満足げに頷いた。

「それじゃあ、目的の物も受け取ったし、僕は帰るよ。陽琳によろしくね」

「ええ、お気をつけて」

　一礼して見送ると、「あ、そうそう」と輝瑛が立ち止まった。

「陽琳は、君がいないと、センカツですら面白く感じないらしいよ。早く仲直りしてあげてくれるかな。あの子が寂しそうだと、僕の心も痛むんだよ」

　そう言って、今度こそ手を振って一人帰っていった輝瑛と別れ、ぼんやりと天頂に浮うかぶ月を見上げる。

（私がいないと、センカツが面白くない……ですか）

　ちくりと紫晃の胸の奥に再度痛みが走る。脳裏に浮かぶのは妙みようなものを見つけてきては紫晃に見せようと駆かけ寄よってくる陽琳の笑顔だ。

「不思議なものですね」

　人とは出会いと別れを繰り返すものであるはずなのに……。

（まさか、それを惜おしいと思う心が私にあるなど）

　紫晃は頭を振ると、馬を馬屋に預けた。

　邸の中に足を踏ふみ入いれると、中庭で、蒼そう白はくな顔をした使用人が辺りを見回していた。

「どうしたのですか？」

　声をかけると、使用人はぱっと顔を明るくし、紫晃へと駆け寄ってきた。

「紫晃様！　お戻もどりになられたのですね。よかった！」

「このような時間に外に出て、何かあったのですか？」

「それが……三刻ほど前、陽琳様が夕餉ゆうげの後に睡蓮を連れてお出かけになってから、いまだお帰りでなく……迎えに行くべきかどうかと悩なやんでおりまして」

　申し訳なさそうに使用人が告げた言葉に、紫晃の思考が一瞬停止した。

「どこへいらっしゃったのですか？」

「宰相の……梁様のご自宅に伺うかがうと。借りたものを返すだけだから、すぐに帰るとおっしゃっていたのですが……」

　紫晃は使用人の言葉を最後まで聞かず、闇やみの中へと駆かけだした。
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　苑達の邸てい宅たくは、陽琳の邸から徒歩で半はん刻こくほどの距きよ離りにある、高級官吏の住まう邸宅が建ち並ぶ中にあった。

　陽琳の邸宅に比べると大分敷地面積は狭せまいが、独身男性が数名の使用人と住んでいる家としては、十分な広さだ。

　建物自体は豪ごう奢しやな造りではないが、高く厚い壁へき面めんや重々しい錠じようの架かけられた門構えを見ても強固な造りであることが判わかる。

「堅けん実じつな苑達さんらしいお家うちだわ……」

　目の前にした邸を見上げながら、陽琳はぼそりと呟いた。

　そして、隣に並んで一緒に見上げていた睡蓮に声をかけた。

「ねえ、睡蓮。貴女はこの家を見て、どう思う？」

「どうって……まあ、一いつ般ぱん家庭よりは裕ゆう福ふくなのであろうということはわかりますけれど？」

「見覚えとか……何か思い出したりすることはない？」

「うーん……特に、ありませんわね」

　そう言ってから、睡蓮ははあとため息をついた。

「それにしても、こんな時の貴女の行動力には驚かされますわ。学士院から帰ってきて、夕飯を食べたかと思えば、すぐにまた出発だなんて」

　不満げに唇を尖とがらせる睡蓮の言葉通り、陽琳は宮廷学士院から帰宅するや否いなや、再び睡蓮を連れて自宅を出たのだ。

「だって、苑達さんはもう皇宮を出ていたんだから、直接押おしかけるしかないじゃない」

　とはいえ、苑達の自宅については大まかな位置しか把は握あくしておらず、近所の住民達に訪ね歩いていたら、とても時間がかかってしまった。

「貴女がついてこいと言うから従いましたけれど……まさかここまで歩かされるとは思いませんでしたわ」

「うう……私も、まさかこんなに手間取るとは思っていなかったのよ」

　迷いながら歩き続けた陽琳の足は疲れきっていて、限界に近い。

　だが、ようやく睡蓮を恋人に会わせてあげることができると思えば、疲れも吹き飛ぶ。

（どうか、推測通りでありますように……！）

　心の中でそう祈りながら、陽琳は邸の扉とびらを叩いた。







　玄げん関かんにて声をかけると、物静かな壮そう年ねんの男性が現れた。

　突然の来客に不ふ審しんそうな目を向けてきたが、陽琳が自らの名と立場を告げると、そのまま客間へと通された。

　出された茶を飲みながら待っていると、そう時を置かずに、落ち着いた深緑色の私服の苑達が部屋に入ってきた。

　苑達の私生活に触ふれたことなどなく、ましてや自宅を訪ねることなど想像もしていなかっただけに、妙にかしこまってしまう。

　だが苑達はいつも通りの様子で、申し訳なさそうに拱きよう手しゆした。

「陽公主様、ようこそいらっしゃいました。不調法で、大したおもてなしもできず申し訳ありません」

　そんな苑達に陽琳も慌てて椅子から立ち上がり、両手をぶんぶんと横に振る。

「いいえ、おもてなしだなんて、とんでもないわ！　こちらこそ、急に……しかも夜分に押しかけちゃって、ごめんなさい」

「いえ、独り身の寂しい暮らしですので、お客様は大だい歓かん迎げいですよ。今日は珍しく紫晃殿がご一緒ではないのですね」

「あ、ああ……紫晃は今ちょうど、用事があって留守にしていて。今日は、新入りの使用人についてきてもらったの」

「そうでしたか」

　合点がいったとにこやかに微笑んだ苑達は、飾り棚の陰から出てきた睡蓮に目を向けた。

　すると、とたんに笑顔が強こわ張ばり、その双そう眸ぼうが大きく見開かれた。

「……そちらの、女性は……」

　絞しぼり出だすようにそう呟いた苑達の尋じん常じようではない様子に、陽琳は確信した。

（やっぱり苑達さんは、睡蓮を知っているんだわ！）

　ちらりと睡蓮を見遣ると、彼女は時が止まったかのように真まっ直すぐに苑達を見ている。

　睡蓮が何を感じているのかはわからない。

　だが、苑達側に脈があるならば、もう躊躇ためらう必要はない。

「あの……苑達さん。この女性の名前は、孫睡蓮っていうの」

「……！」

　思わず言葉に詰まった苑達に、陽琳はさらに追い打ちをかける。

「実は彼女、記憶喪そう失しつなの。少しずつ手がかりを探していくうちに、ようやく苑達さんに行きついたんだけど」

「記憶喪失……？」

「ええ。彼女について何か知っていることはないかしら？　例えば……」

（自分の恋人だった、とか……）

　そう続けようとすると、口元を覆おおい僅かに俯いていた苑達が、ゆっくりと顔を上げた。

　その瞳には、先程までの動どう揺ようとは異なる、真摯な光が宿っていた。

「もちろん、知っていますとも。……睡蓮は、私の……大切な女性ですから」

「え……!?」

　苑達の言葉に、陽琳は心を躍らせた。

「じゃあ、やっぱり……睡蓮の実家に居候していた学士は苑達さんで……そして、そこで二人は……」

「はい。よくお調べになりましたね。……お言葉通り、私は孫家にお世話になっている身でありながら……孫家の大切な一人ひとり娘むすめだった睡蓮と恋に落ちました」

　苑達はどこか懐かしむように、ぽつりぽつりと語り出す。

「ですが、私達の関係はご当主の知るところとなり……私は放ほう逐ちくされることとなりました」

「それで、その……二人で駆かけ落おちを？」

「ええ。睡蓮と二人、清琉国の郊こう外がいでの細々とした暮らしでしたが、私は幸せでした」

　苑達は頷き、そして、そこで言葉を止めた。戸惑ったままの睡蓮へと歩み寄り、その手を取ると、不安そうな瞳をじっと見つめた。

「ああ、睡蓮。君が突然行方ゆくえ不明になってしまって、私はとても悲しかったんだよ？　君に捨てられたのかと思っていたのに、それがまさか、記憶喪失になっていたなんて。でもこうしてまた会えるなんて、夢にも思わなかった！」

　穏おだやかに微笑みながらそう語りかけた苑達の声に、睡蓮の瞳が揺ゆらいだ。

「……その声……確かに、聞き覚えがありますわ。わたくしが覚えていた、唯一の記憶……。わたくしは貴方を……心から、愛していた……」

　震ふるえる声でそう言った睡蓮を、苑達は感かん極きわまったように抱きしめた。

　そんな光景を見てこみ上げた感動に、思わず目に涙が浮かんでくる。

（よかった……！　本当によかった……！）

　紆う余よ曲きよく折せつあったが、ようやくこうして、睡蓮を恋人に会わせてあげることができた。

　抱き合う恋人達を見て、達成感と安堵で、陽琳の心が満たされていく。

　だが、晴れやかな気持ちで睡蓮に目を向けると、睡蓮の様子がどこかおかしい。

　せっかく恋人に会えたというのに、その顔には喜びでも安堵でもなく、恐きよう怖ふの色が浮かんでいるのだ。

「す、睡蓮……？」

　陽琳は思わず、声をかけた。だが、睡蓮は首を横に振り苑達の手を払はらうと、おそるおそるその身を後退させていく。

「どうしたんだい？　睡蓮」

　驚いた苑達は睡蓮へと手を伸のばし、再び歩み寄ろうとするが、睡蓮はいやいやをする子供のように頭を振った。

「……お待ちになって。……確かにわたくしは……貴方を愛していた。けれど……なんですの？　湧わき上あがるこの不安と、恐怖は……」

「睡蓮？」

　恋人の不ふ穏おんな様子を見て、心配そうに苑達が手を伸ばす。だが……

「近づかないで！」

　明確な拒きよ絶ぜつに、苑達は表情を強張らせ動きを止めた。

　睡蓮は自らの頭を抱かかえ込こむと、吐はき出だすように言葉を紡つむいだ。

「そうですわ……わたくしは……見てしまったのですわ。恐ろしい……『あれ』を……！　そうしたら貴方は、問い詰めたわたくしを……」

　だが、睡蓮がそれを言い終えることはできなかった。

　突とつ如じよ、苑達の体が動き、睡蓮へと一気に距離が詰められる。

　睡蓮の目前に迫せまった苑達は流れるような仕草で、懐から取り出した一枚の紙を睡蓮の額に貼はりつけた。

　そして──




「我わが真ま名なに於おいて命ずる──その動きを止めよ。『縛ばく』……！」




　苑達が文言を唱えた次の瞬しゆん間かん、睡蓮はまるで石になってしまったかのように動きを止めたかと思うと、その場に崩くずれ落おちた。

「え……？　睡蓮？　睡蓮!?」

　あまりに一瞬の出来事で、陽琳には何が起こったのかわからず、睡蓮の名を叫さけびながら駆け寄ろうとするが、その前に立ちはだかった苑達によって阻はばまれた。

「え、苑達さん……？」

「ご心配なく。少し興奮していたようなので、大人しくしてもらっただけです」

　にこやかに微笑む苑達の穏やかな瞳の中に暗い影かげを感じ取り、陽琳は愕然とした。

（どうしちゃったの？　いつもの苑達さんじゃない……？）

　苑達の背後にちらりと目を遣やると、紙し片へんを貼りつけられたまま倒たおれている睡蓮の姿がかろうじて見える。

（さっきのは相手の動きを封ふうじる術……？　どうして苑達さんが仙術を……!?）

　湧き上がる疑問に、改めて苑達の目を見て、陽琳は震える声で喘あえぐように言った。

「苑達さん……貴方は、一体何者なの？」

　だが、苑達はそれには答えず、笑えみを絶やさぬまま、前まえ触ぶれもなく手を叩いた。

「え？」

　次の瞬間、陽琳はふいに漂ただよい始めた甘あまい香りに気付き、はっと目を見開いた。

（この香り……まさか……！）

　それは陽琳にとっても馴な染じみのある香りだ。

「これ……眠ねむりの……香……？」

　そう呟いた陽琳に、苑達は悠ゆう然ぜんと頷いた。

「察しがいいですね。とはいえ、残念公主がセンカツと称しようして見み様よう見み真ま似ねで作ってらっしゃったお遊びの香とは違って、正しい仙術知識を以もつて作成した、本格的な眠りの香ですよ」

「なっ……」

　不覚にもその香りを嗅いでしまった陽琳を、抗あらがえぬ眠ねむ気けが襲おそう。

　朦もう朧ろうとする意識に、もはや立っていられず、その場に崩れ落ちる。

「な……何で……こんなことを……」

　香の中で平然と立っている苑達の顔から笑みが消える。そして、見下すような視線を落とし、冷ややかな声こわ音ねで言った。

「それを貴女に教えても、どうせ忘れてしまいますよ。ここで大人しく眠っていれば、すべてが終わった後に、何事もなかったようにお家に帰して差し上げます。きれいさっぱり記憶を消してね」

　苑達の声が、次第に遠くなっていく。

（ああ……紫晃…………助けて……）

　薄うすれゆく意識の中で、陽琳はただ一人の名を呼んだ。

　だが──閉じた瞳を再び開ける力はなく、そのまま、深い眠りの中へと落ちていった。










[image: ]




　──夢を、見ていた。

　それはまだ陽よう琳りんが幼かった頃ころ──紫し晃こうと出会ってしばらく経たった頃のことだ。

『陽琳様。今日もよく頑がん張ばられましたね。ご褒ほう美びは何がよろしいですか？』

　仕上げた課題を紫晃が確かく認にんし、微笑ほほえんでくれる。陽琳にとって心の弾はずむ瞬しゆん間かんだった。

『えっと、地ち虎こ真しん君くんが仙せん術じゆつを使って、三匹びきの妖よう怪かいを従えるお話がいいわ！』

『陽琳様は、あのお話が好きですね』

『うん！　だって、地虎真君のかっこいいところが、いっぱいつまったお話だもの！』

　目を輝かがやかせると、紫晃は苦く笑しようしながらも、書しよ棚だなから巻物を取り出してくれた。

　何度も何度も読み聞かせてもらっている話で、展開など全て知っている。

　けれど、巧たくみな仙術が展開される様を、紫晃が読み聞かせてくれるこの時間が大好きで、同じ物語でも飽あきることがなかった。

　紫晃の滑なめらかな声に聞き入り、物語の世界に浸ひたる。

　──だが、突とつ如じよ、全ての音が消えた。

『陽琳。今日から紫晃は来られなくなってね。代わりの方をお呼びしたよ』

　突とつ然ぜんそう言った父の後ろには、紫晃ではなく、生き真ま面じ目めそうな他の講師が立っていた。

　陽琳は首を振ふった。

『嫌いや……紫晃じゃないと嫌よ！』

　紫晃が陽琳の世話係という名の家庭教師となって以来、顔を合わせなかった日などない。

　それが突然、来ることができないなどと言われても納なつ得とくできるわけがなかった。

『どうして？　私がずっと仙せん人にんの話ばかりするから、嫌きらいになっちゃったの？』

『違ちがうよ。紫晃は遠いご実家に帰らなきゃいけないんだ』

『そんなの、絶対に噓うそだわ。紫晃が何も言わずにいなくなるはずないもの』

　弱りはてたように父が手を差さし伸のべてくるが、陽琳はそれを振ふり払はらった。

『紫晃に会いたい……！　紫晃じゃないと嫌なの……！』

　陽琳は大声をあげて泣いた。

　紫晃にもう会えないと思うと、つらくて、とても、悲しかった。
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「うっ……」

　陽琳はがんがんと痛む頭に顔をしかめ、ゆっくりと目を開けた。

　ぼんやりした視界で部屋を見回すと、差し込んだ月明かりで白い壁かべが淡あわく光って見える。

　どうやらここは、陽琳が苑えん達たつを訪ねた際に通された客間らしい。

（今のは……夢？）

　次し第だいにはっきりとしてきた意識の中で思い出す。

（もう十年近く前のことを、どうして今いま更さら……）

　陽琳は訝いぶかしんだが、悪夢を見た理由はすぐにわかった。

　手足を縛しばられ、口には猿さる轡ぐつわを嚙かまされている。さらに床ゆかに転がされているとくれば、いい夢など見ようはずもない。

　縄なわがずれないかと身動きしてみるが、びくともしないことに落らく胆たんする。

　状況がわかってくると得体の知れない不安に襲われる。

（こんなに心細くなるなんて……あの時以来だわ）

　十年前、いなくなってしまった紫晃は三カ月ほどで戻もどってきた。

　だが、こんなふうに捕つかまっては、今度こそ本当に会えなくなるかもしれない。

　押おし寄よせてくる不安にぶるりと震ふるえた。

（こんなことなら、変な意地を張らずに、紫晃に相談してから動けばよかった……）

　結果的に、危険なことには首を突っ込むなという、紫晃や輝き瑛えいの忠告通りとなってしまった。自分の迂う闊かつさと不用意な行動に気持ちが落ち込む。

　とはいえ、いつも顔を合わせている苑達が、まさか自分をこんな目に遭わせるなど思っていなかった。彼かれが睡すい蓮れんの恋こい人びとかもしれないと思った瞬間に、心が浮うき立ち、祝福の気持ちでいっぱいだったのだ。

　そこまで考えてから、はっとした。

（そうよ、睡蓮！　睡蓮はどうなったの!?）

　慌あわてて周囲を見み渡わたすが、睡蓮の姿も苑達の姿もない。

（苑達さんは睡蓮の動きを止めた時、仙術を使っていた。……どうして苑達さんはあんなことができたの？　眠ねむりの香こうだって、私が作った物よりずっと高性能で……）

　陽琳が知る中で、そのようなことができるのは……。




（もしかして、苑達さんは……仙人……？）




　いや、そんなまさか──そう思いながらも、その可能性を否定しきれない自分がいる。

　他にも気になることがあった。陽琳が眠りに落ちる前に聞いた、苑達の言葉だ。

『ここで大人しく眠っていれば、すべてが終わった後に、何事もなかったようにおうちに返して差し上げますよ。貴女あなたの記き憶おくを消してね』

　そんなことも、苑達がもし仙人であるならば可能だろう。

（睡蓮に呪じゆ符ふを使用した苑達さんは、睡蓮が普ふ通つうの人間じゃないことを知っていたんだわ。……それは、睡蓮を死し鬼きにした張本人以外にあり得ない！）

　行きついた答えに陽琳は愕がく然ぜんとし、身を震わせた。




　苑達は禁きん呪じゆを使う、邪じや道どうに身を堕おとした仙人──邪じや仙せん？




（でも……もし本当に苑達さんが邪仙だったとして、何をするつもりなの？）

　苑達が仙人なのかはわからない。だが、これから何かをしようとしているのは確かだ。

　睡蓮が思い出しつつあったものが、その計画に関わることだったのかもしれない。

　それを知られてはまずいが故ゆえに、睡蓮は動きを止められ、陽琳は眠らされたのだろうか。

（嫌な予感がする……）

　そんな中で唯ゆい一いつ、苑達に誤算があったとすれば、陽琳が眠りの香に対してある程度の耐たい性せいを持ち、恐おそらくは苑達の想像以上に早く目覚めてしまっているということだ。

（それなら……この時間を、最大限に利用させてもらわないと！）

　陽琳の推測が正しければ、苑達は非人道的なことでもためらわず行う人物だ。このまま苑達が帰ってくるまでただ待っているような、悠ゆう長ちようなことをしている場合ではない。

（紫晃がここにいてくれれば、心強いのに……）

　だが、今ここにいるのは自分だけだ。

（何とか一人で脱だつ出しゆつする手段を考えないと）

　現在空腹ではないことを考えると、丸一日経過したということはなさそうだ。

　しかし、家を出てからどれぐらい経ったのか、正確にはわからない。

（ここからじゃ窓の外も見えないし……）

　随ずい分ぶんと高い位置に据すえられた格こう子し窓まどの外を窺うかがうのは、かなり難しそうだ。

　椅い子すを使えば覗のぞくことはできそうだが、縛られている状じよう況きようでは身動きすら取れない。

（まずはこの縄を解きたいところだけど……。そうだわ……！）

　陽琳はぱっと顔を輝かせると、縦横に激しく頭を振った。

　すると、乱れた髪かみから簪かんざしがするりと抜ぬけ落おち、床へと落下した。

　銀色に光るそれを後ろ手に取り、簪の先を親指ではじくと、簪の先が取れて中から波は紋もんを描えがく鈍にび色いろの刃はが顔を出した。

（まさか簪に匕首あいくちが仕込んであるとは、想像もしていなかったでしょうね）

　センカツ七つ道具が役に立ったと得意満面の笑え顔がおを浮かべ、陽琳は刃の出ている部分に触ふれぬよう慎しん重ちように持ち直すと、手首を縛る縄へと当てた。







　暫くの間格闘し、なんとか手足の縄を切ることができた。

　最後に口元の猿轡を取り去ると、大きく息を吸い込む。

「ふうっ！　やっと楽になったわ……！」

　改めて周囲の様子を窺うと、乱れた髪を適当にまとめ直し、簪型の匕首を髪に戻す。

　耳をそばだててみると、明らかに、外に人がいる気配がする。

（あまり、物音を立てない方がよさそうね……）

　足音を忍しのばせながら、付近にあった椅子をそっと運び、格子窓から外の様子を窺う。

　訪おとずれた頃には昇のぼり始めたばかりだったはずの月は、今は天頂で静かに輝いている。

（真夜中ってことは、家ではみんな心配しているはずだわ）

　とはいえ、まさか、陽琳がここに閉じ込められているとは思わないだろう。

　邸やしきを訪ねてくれたところで、知らないと言われ、追い返されてしまったに違いない。

（何か、私の居場所を知らせる合図みたいなものが送れたらいいんだけど……）

　声を出せば、不ふ審しんに思った見張りが入ってくるかもしれない。運動音おん痴ちな陽琳が真っ向から相手にするには、あまりにも荷が重い。

　施せ錠じようされた扉とびらの隙すき間まから覗のぞいてみると、見張りは二人だけのようだ。

（眠りの香で見張りを眠らせる……？　でも、それじゃあ扉を開けられないし……。何とか見張りを攪かく乱らんできてなおかつ、外の人間にここの場所を教える方法は……）

　自分にできることや、現在所持しているセンカツ道具を、一つ一つ思い浮かべる。

（……もしかすると、あれが使えるかもしれない！）

　陽琳はいそいそと袖そでの中をまさぐり、取り出した袋ふくろの中から、先日、街で購こう入にゆうしたばかりの煙えん筒とうを選び出すと、思いきり紐ひもを引っ張った。

　白い煙けむりが一気に煙筒から噴ふん出しゆつすると、陽琳はほくそ笑えんだ。

　仙人登場の演出をするための道具が、こんな形で役に立つとは思っていなかった。

　部屋のあちらこちらで煙筒の紐を引くと、さほど時を要さぬうちに煙が部屋に充じゆう満まんし、外に向けても漏もれ始めた。

　再び耳をそばだてて様子を窺っていると、見張り達の慌てる声がした。

「お、おい。部屋の中から煙が……火事か!?」

「なんだと!?　何か余計なことしやがったな。おい、水を持ってこい！」

　一人が水を取りに走り、もう一人が扉に手をかけた。

　陽琳は慌てて椅子から飛び降りると、その椅子を持ち上げ、扉の側に待機する。

　鍵かぎが外され、扉がゆっくりと開かれる。

（今だわ！）

「えいっ」と、陽琳は椅子を思いきり振り下ろした。

　──が、

「あ……あら？」

　自分の視界もまた煙に覆おおわれてしまい、当たるはずであった感かん触しよくがない。

　空から振ぶりした椅子は悲しくも宙を切り、勢いそのままに地面に叩たたきつけられた。

（し、しまった！）

「小こ賢ざかしい小こ娘むすめが……」

　煙の中から怒いかりに満ちた形相が、ぬっと現れた。

「ひっ……！」

　陽琳は後じさり、とっさに両手で頭を抱かかえるようにして身構えた。

　次の瞬間──




「我わが姫ひめに手を出そうとしたこと、冥めい府ふの果てで後こう悔かいしなさい……！」




　静かな底冷えのする声が耳じ朶だを打つ。同時に、足元に剣けんが落ちる音が響ひびき、続いて、どさりという音が聞こえた。

「……へ？」

　陽琳は顔を上げ、足元から目の前に視線を移す。

　煙が室外に流れ出て、次第に晴れていく視界の中に立つ、一人の人物。

「ご無事でしたか？　陽琳様」

　かけられた声は、先さき程ほどとは打って変わって温かい。包つつみ込こむようなその声は、聞き慣れた声。誰よりも安心させてくれる、他の誰の声よりも聞きたかった、その声の主は──

「……紫晃……？」

　そこに現れた人に、呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

　近づいてきた顔を間近で見て、陽琳は口をぱくぱくさせながら、声にならない声をあげた。

「し、紫晃……来て、くれたの？」

　それに対して、紫晃は深く一礼した。

「遅おそくなって申し訳ございません……！」

　覗き込んでくるのは、悔かい恨こんに満みち溢あふれながらも、陽琳を心配してくれる暗あん紫し色しよくの瞳ひとみだ。

　それまでの全ての緊きん張ちようが解とけ、陽琳はその場に崩くずれ落おちた。

　それを咄とつ嗟さに紫晃が抱き留めてくれる。
















「陽琳様、大だい丈じよう夫ぶですか!?　お怪け我がはありませんか!?」

　無事を確かめるように、これまで見たこともないような必死の形相で覗き込んでくる紫晃に、陽琳はうんうんと何度も頷うなずきながら、そのまましがみついた。

（紫晃がいるだけでこんなに安心するなんて）

　ただ紫晃がそこにいるというだけで、心から安あん堵どしてしまう自分に、初めて気付いた。

「ご無事で、本当によかった……。もし貴女の身に何かあれば、私は……！」

　心から安堵した言葉とともに、紫晃の息が耳元にかかる。

　その熱に言いようのない感覚が湧き上がり、陽琳は震えた。

　思考が混乱し、何から話せばいいのかがわからない。それでも何とか紫晃を見上げながら、口を開いた。

「どうしてここに？　紫晃は暫しばらくの間、出かけるって……」

「それはこちらの台詞せりふです。使用人にここへ来ると伝えてくださっていたことは褒ほめて差し上げます。ですが、それがなければ今頃どうなっていたことか。あれほど、危険なことをなさらないでくださいと申し上げたというのに……！」

「ご、ごめんなさい……」

　まったくもってごもっとも、申し開きのしようもない。

　陽琳は紫晃の腕うでの中でしゅんと肩かたを落とした。

　その様子を見た紫晃は、深い息を落として、陽琳をさらにきつく抱だきしめると、そのまま耳元に囁ささやいた。

「……本当に、陽琳様は無茶ばかりなさる。センカツのこととなれば、どれほど言ってもじっとしていられないだろうとは思っておりましたが……。これでは、私は貴女を安全なところに閉じ込めておきたくなってしまう」

「えっ……？」

　陽琳の動どう揺ようが伝わったのだろう。腕の力を僅わずかに緩ゆるめ、少し体を離はなすと紫晃が苦笑した。

「……ですが、それでは陽琳様は、ご自分らしく生きることができないでしょう。ならば、私はなんとしてでもお側に在あるべきでした。陽琳様を危険に晒さらしたのは、私の責任です」

　紫晃の弁に、陽琳は慌てて頭かぶりを振った。

「そ、それは違うわ！　だって、今回のことは、私が勝手に望んでやったことよ。紫晃に責任なんてないわ」

「たとえそうだとしても、一歩間ま違ちがえれば、陽琳様の命は失われていました。そうなれば私は……貴女を失って生き続ける自信がありません」

　紫晃は苦く渋じゆうに満ちた表情を浮かべ、陽琳の肩へ顔を埋うずめた。

　その言葉の裏に、心から陽琳を想おもう気持ちがあるのは事実なのだろう。

　それは、家令だからなのだろうか──

「どうして？　紫晃はどうして、そこまで言ってくれるの？」

　思わず口をついて出た疑問に、紫晃は我に返ったように顔を上げ、陽琳から離れた。

　陽琳の瞳と目が合うと、一いつ瞬しゆん戸と惑まどうように視線を彷徨さまよわせた。

「言いたくなければ言わなくてもいいわ。でも……私は紫晃を、ちゃんと知りたい」

　陽琳は紫晃の頰ほおにそっと手を添そえ、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「私はいつも自分のことばかりで、貴方あなたが普ふ段だん何をしているのか、どんなことを考えているのか……そんなことも知らないのよ。小さい頃からずっと一いつ緒しよにいたのに……」

「それは……」

　何かを弁明するように紫晃が顔を上げる。

　紫晃はいつも陽琳を優先する。だから、陽琳に聞かせるようなことは何もない。自分の考えなんて、たいしたものではないと言うのかもしれない。

　確かに家令として、その在り方は正しいのだろう。

（──でも、私はそんな答えなんて欲ほしくない！）

　陽琳は紫晃をひたと見み据すえて言った。

「私は……ずっと貴方に守られているだけの、何も知らない子供のままでいたくないの。だから紫晃のことをちゃんと知った上で、これからもずっと一緒にいたいのよ……！」

　陽琳は真しん摯しな瞳で正面から向き合いながら、強く紫晃の手を握にぎりしめる。

　強い口調に意表を突つかれたのか、紫晃は呆あつ気けにとられたように一瞬大きく目を見開いた。

　しばらく沈ちん黙もくが流れた後、紫晃は瞑めい目もくし、深く息を吐はいた。

「……はあ。貴女という人は……どこでそんな口説き文句を覚えてきたのです？」

　どこか切なそうに……それでいて愛いとしそうに、紫晃はそっと、もう片方の手で陽琳の頰に触れた。

「く、口説き文句……!?　私はただ、思っていることを口にしただけで……」

「無自覚ほど怖こわいものはありませんね。陽琳様……貴女のその言葉がどれほど私の心をかき乱しているか、おわかりですか？　みだりに、男性にずっと一緒にいたいなどとおっしゃるものではありません」

「へ……？」

　間の抜ぬけた陽琳の応答に、紫晃は苦笑を漏らした。

　だが陽琳には、紫晃の言っていることがよくわからなかった。

（みだりに……と言われも、私が知っている親しい男性なんて、紫晃ぐらいしかいないのだけど……）

「わ、私は別に……！　紫晃以外の人には言わないわよ？」

　思ったことを率そつ直ちよくにそう伝えたのだが、これに紫晃は完全に硬こう直ちよくした。

　その顔がわずかに赤らんでいるような気がする。

「紫晃？　どうかしたの？」

　陽琳がじっと見つめていると、紫晃は慌てたように顔を背そむけて一つ咳せき払ばらいをした。

　そして、まっすぐに陽琳と向き合う。

「……私のことを、本当にお知りになりたいですか？　私の過去や、気持ちを……」

　改めて問われると、陽琳は躊ちゆう躇ちよした。

　紫晃が秘密にしておきたいのであれば、無理に聞かない方がよいのかもしれない。

（だけど、それも含ふくめて、私は紫晃を受け止めたい）

　強く頷いた陽琳の覚かく悟ごを見て、紫晃は静かに頷いた。

「……わかりました。それほどおっしゃるのであれば、教えて差し上げます」

　見上げると、紫晃はその視線を逸そらすことなく言った。

「ですが、その前に──」

　紫晃は一本の針を懐から取り出し、腕を振り払った。

　すると、うめき声とともに、どさりと人が倒たおれる音がした。

　もう一人の見張りが戻ってきて様子を窺っていたのだろう。

「──無ぶ粋すいな輩やからが現れぬ場所へと移動しましょう」

　紫晃は物もの陰かげに倒れ伏した見張りの肩から伸のびた針を抜ぬき取とると、陽琳を促うながした。
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　とっさに入った隣りん室しつの物陰で、陽琳は紫晃とともに息をひそめていた。

　部屋の中から外の様子を窺うが、まだ、見張りと思おぼしき足音が時折響いてくる。

「これはもう少し落ち着くまで、ここにいた方がよさそうね」

「警備が強化されるまでには抜け出したいところですが、下手に動くよりはよいでしょう」

　二人の間に沈黙が流れ、口火を切ったのは紫晃だった。

「──そうですね。時間ができたようなので、先程の話の続きを──昔話をしましょうか」

　そう言うと、紫晃は訥とつ々とつと語り始めた。

「私は元々桓かん栄えい国こくで生まれました。そんな私が、なぜこの国にやってきたか、陽琳様はご存知ですか？」

「それは……桓栄国でのひどい生活に耐たえかねて、逃にげてきたんじゃないの？」

　確か輝瑛から聞いていた話ではそうだった。

　だが、紫晃はそっと目を伏せ、頭かぶりを振った。




「……私は元々、桓栄国の間者だったのです」




「……え？」

　一瞬、紫晃が何を言っているのかがわからなかった。

（紫晃が……間者？　何それ、どういうこと!?）

　そんな混乱が紫晃にも伝わったのだろう。紫晃は少し慌てたように付け加えた。

「もちろん、今は違います。ですが、この国に来た頃──宮きゆう廷てい学士院に入った当初は、そうだったのです」

　宮廷学士院に入った当初といえば、陽琳と出会った頃と同時期だ。

「ですが十年前、私は祖国を裏切りました。輝瑛様や尚允様に、全てを打ち明けたのです」

「えっ？　裏切った……？」

　その随分と思い切った行こう為いに、陽琳は目を丸くした。

「桓栄国は故郷とはいえ、もともと孤こ児じであった私にとって思い入れのある国ではありませんでした。それに、腐ふ敗はいを極きわめていたあの国が、清しん琉りゆう国こくを害する権利はないと思ったのです」

　紫晃は淡たん々たんと語る。

「そのうちに桓栄国は滅めつ亡ぼうし、私は別の間者に清琉国側へ密告され、投とう獄ごくされました。ですが、輝瑛様や尚允様のとりなしで釈しやく放ほうされ、間者であったことも伏せられることとなったのです」

　敵国の間者といえば大罪人だ。

　たとえ輝瑛の友人であったとしても、本来ならば簡単に釈放されることはないだろう。

　疑問に気付いたのか、紫晃は言葉を続けた。

「私は間者とはいえ、諜ちよう報ほうや暗殺といった働きをしたことはありませんでしたから、それも考慮されたのだろうと思います。私に与あたえられた役目は──清琉国の宮廷学士院に入はいり込こんでやがては官かん吏りとなり、桓栄国が清琉国に攻せめ入いる手引きをすることでしたから」

　陽琳は再び目を見開いた。

（まさか、紫晃が学士院に入った理由が、そんなことだったなんて……！）

「誰にもばれることなく学士院で学び続けること──それが私の使命でした。元々疲つかれるという感覚がよくわからないものですから、淡々と学び続けるうちに、気が付けば首席になっていましたが……」

　確かに、今でも紫晃はいつ休んでいるのかもわからないほどに働きずくめだ。

　だが、実際に感覚が失われた死鬼である睡蓮とは違い、紫晃は人間だ。体は確実に疲ひ弊へいしているはずだが、おそらくはそれを感知する機能が麻ま痺ひしているのだろう。

　特異な生おい立たちゆえに得た体質と、それがもたらした成果が、陽琳にはとても悲しいものに思えた。

「……私自身、何のために生きているのかわからず、やりたいこともありませんでしたから、生き方を決められていたかつての状況は、ある意味、楽ではありました」

　空くう虚きよな過去を淡々と語る紫晃に、陽琳は呆然とした。

「そう、だったの……。そんな生活はきっと、味気ないものだったでしょうね」

　紫晃はこくりと頷いた。

「おっしゃる通りです。自分自身の存在感が希薄で、何をするにも私自身の意思は伴わず、まるで人形のように生きてきた日々でした」

　紫晃は暗い目をして笑った。

　紫晃がこれまでずっと心の中に秘めてきた葛かつ藤とう。

　その重さを初めて知って、陽琳は息を吞のんだ。

　桓栄国とは一体どんな国だったのか。どれほどの人が、この紫晃と同じ思いを抱え、意思を奪うばわれて生きてきたのだろう。陽琳は悲しさと胸の苦しさで言葉を詰つまらせた。

「陽琳様がそのような顔をなさる必要はないのですよ？」

　どこか自嘲気味に微笑んだ紫晃に、陽琳は強く首を横に振った。

「私は……紫晃に出会えて、幸せよ。どんな経いき緯さつであれ、紫晃が清琉国に来てくれたからこそ、私達は出会えたのよ。そのことが、私はとても嬉うれしいわ」

「陽琳様……」

「もし他の誰かだったなら……きっと今の私はいないわ。小さい頃、私は公こう主しゆという名に押おし潰つぶされそうになるばかりで、自ら何かをしたいと思ったことなんてなかったわ。でも私に、センカツというかけがえのない生き甲が斐いを与えてくれたのも、そしてそんな私を傍そばで見守っていてくれたのも、他でもない紫晃なんだから」

　そう言ってから、陽琳は顔を上げ、紫晃の瞳を覗き込んだ。

「ねえ、覚えてる？　昔、紫晃が三カ月ほどいなくなった時のこと……」

　それは先程夢で見たばかりの思い出だ。

「急に、紫晃が家に来なくなってしまって。もう二度と来てくれないんじゃないか、もう会えないんじゃないか……って、私、毎日寂さびしくて泣いていたのよ」

　幼き日々に思いを馳はせる陽琳に、紫晃はくすりと微笑んだ。

「ええ、覚えていますよ。ちょうど私が投獄されていた時ですね」

「ええ。でも私はそれを知らなくて……父様に、紫晃を戻してほしいって泣いて頼たのんでたのよ。だから、本当に戻ってきてくれた時は嬉しかったわ」

　つられてくすっと微笑んだ陽琳は、そのまま強い口調で言った。

「私は、家庭教師がいなくなったから寂しかったわけじゃない。紫晃がいなくなったから寂しかったのよ。他の誰でもなく、紫晃に側にいてほしかったの。貴方の代わりなんていない。貴方以外の誰が現れても、私は心なんて開けなかった」

　すると紫晃は嚙みしめるように静かに頷き、どこか泣きそうな顔で微笑んだ。

「し、紫晃!?　どうしたの？　私、何か嫌なこと言った？」

「いいえ……いいえ。陽琳様。今の貴女のお言葉が、先程の私の答えです。そんな陽琳様だからこそ……私は救われたのです」

　紫晃はそっと陽琳の頰に触れてきた。

　その手のぬくもりに驚おどろいて、思わず紫晃を見上げると、どこか切なそうな視線が絡からみついてきた。

　陽琳は自分が言ったことを心の中で反はん芻すうし、ぽかんと口を開けた。

「あ……」

　陽琳はただ単に自分自身の思おもいの丈たけをぶつけただけのつもりだった。だが紫晃にとって、それはとても大事なことだったようだ。

　陽琳にも、周囲の人々から『残念公主』と呼ばれて批判され、センカツを追つい求きゆうする自分の生き方を変えるべきかと悩なやんだ時期が、かつてあった。

　だが紫晃はどんな時でも「周りがどう言おうと、陽琳様は陽琳様のままでいいんです」と、陽琳が自分らしくあることを肯こう定ていしてくれていた。その言葉と、紫晃という存在が、自分にとってどんなに大きな心の拠より所どころであったのか、陽琳はその瞬間理解した。

　きっと、陽琳と出会う前の紫晃には、その拠り所がなかったのだ。心の中に、ぽっかりと大きな穴が開いていたのだろう。

「貴女は他の誰でもなく、『私』を求めてくれた。貴女がいなければ、鄧とう紫晃という人間は存在価値を失うのです。だからこそ私は……自分のためにも、大切な貴女を守りたいと、そう思うのです」

「紫晃……」

　陽琳はそっと紫晃の手を取った。

「もちろんよ。紫晃。これまでも、そしてこれからも……ずっと私の側にいてちょうだい。約束よ？」

　陽琳は覚悟を決めた。

（紫晃がどんな紫晃であっても、どんな過去があっても、私は紫晃の味方よ）

　そんな想いを乗せ、握る手に力を込める。

「ええ。もちろんです。ずっと、貴女をお守りします」

　強い意志を秘めた視線が絡み合う。陽琳はにっこり微笑むと、手を離した。

　紫晃が味方してくれる。そう思うだけで、陽琳の中で力が湧わき出て、今なら何でも解決できそうな気すらしてくる。

　陽琳は心の中でぐっと気合を入れて立ち上がり、紫晃を振り返った。

「そうと決まれば紫晃。やることがあるわ」

「ええ。このような場所に長居は無用です。さっさと抜け出しましょう」

　足音は聞こえなくなり、あたりに人影はなくなったようだった。

　紫晃が外へ向かおうと促してくるが、陽琳は頭を振った。

「いいえ。ここまで来て何も成果なしには帰れないわ。この邸やしきの家探しをするわよ！」

「……は？」

　突如出てきた言葉に、紫晃は啞あ然ぜんとして陽琳を見つめた。
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「つまり、苑達殿どのは邪仙で、睡蓮を死鬼にしたのは苑達殿だ……と。更さらにはこれから何をしでかそうとしているのかを解明するべく、家の中を捜そう索さくしよう……ということですか」

　ことの顚てん末まつを聞かされた紫晃は、考えを巡めぐらせるように眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ええ。急に聞かされて、荒こう唐とう無む稽けいな話と思うかもしれないけど、実際、私は睡蓮が苑達さんの仙術で倒れるのを見たのよ」

　仙人は、空想上の存在。仙術などありえない。摩ま訶か不ふ思し議ぎなことなど、ただの妄もう想そうだ。──それを理解してもらうのはとても難しい。

　陽琳は何とか説得しようと、必死に言いい募つのった。

　だが、紫晃は皆みなまで言わせず、途と中ちゆうで遮さえぎった。

「荒唐無稽などとは思いません。睡蓮という死鬼が存在する以上、摩訶不思議なことは確かに起こっているのです。実際に起こっている事象を否定するよりは、その対処を現実的に考える方が建設的です」

「紫晃！　それじゃあ、私の話を信じてくれるのね？」

「私が陽琳様のおっしゃることを信じなかったことがありましたか？」

　その言葉に、紫晃との十年を思い返すと、陽琳の行動に対して冷静な指し摘てきはされるものの、陽琳自身を否定するような発言は一いつ切さいなかった。

　陽琳という存在をそのまま受け止めてくれていたと知り、改めて胸むねの奥おくが温かくなる。

　そんな陽琳をよそに、紫晃は少し考えて言った。

「ですが、このようなことを伺った以上、私も黙だまっている意味はないかもしれません」

「え？　何のこと？」

　きょとんとした陽琳に、紫晃は言葉を続けた。

「陽琳様にはまだお伝えしていなかったのですが……先程、私が恩おん赦しやを受けたとお話ししましたが、実はそれには、ある条件が付けられたのです」

「条件？」

「ええ。それは、輝瑛様の間者となって、今度は清琉国のために働く──ということです」

「えええっ!?」

　初めて聞かされた紫晃と輝瑛の意外な関係性に、陽琳は絶句した。だが紫晃は続ける。

「私が蔡さい家けの家令として働くことを許されたのも、皇こう宮きゆう外での生活が主となるため何かと動きやすいと判断されたからです。そしてもう一つ。私が裏切らないように尚允様がお目付け役になっていらっしゃるのです」

「な、なんですって!?」

　輝瑛の間者として紫晃が使われていたということも衝しよう撃げきであったが、その隠かくれ蓑みのとして紫晃が家令となったこと、更には父までもがその事実を秘ひ匿とくしていたことに、陽琳は衝撃を受けた。

「別におかしな話ではありません。寝ね返がえった間者が再び裏切る可能性を懸け念ねんされるのは、むしろ当然のことです」

「で、でも、紫晃はそれでいいの？」

「別に構いませんよ。私は清琉国を裏切るつもりはありませんし、陽琳様のお傍にいることができればそれで十分ですので」

　何のためらいもなく、陽琳の傍にいたいと言い切る紫晃に、逆に陽琳が赤面してしまう。

（な、なんだか気恥ずかしくなっちゃうわ。今までも似たようなことは言われてたはずなのに……。私ったら、一体どうしちゃったのかしら……？）

「実際、輝瑛様も尚允様も、本気で私を見張ろうとは思っていらっしゃらないでしょう。変な絡まれ方をされるのも鬱うつ陶とうしいので、建前はそのままにさせていただいておりますが」

「変な絡まれ方って……」

　紫晃の物言いに、いつも紫晃からすげなく扱あつかわれている従兄いとこの姿を思い出し、一いち抹まつの同情が芽生える。

「そんなことはさておき。昨今、輝瑛様から任務として与えられていたのが、蠱こ霊れい草そうの不法所持や密売についての調査だったのです」

「えっ!?　どうして紫晃がそんなことを!?」

「そもそも私は桓栄国の人間でしたので、蠱霊草は見知った草でしたから。桓栄国の内情と蠱霊草を直じかに知る私は、調査をするにあたって最適な人材だったのですよ」

「……道理で、蠱霊草の名前が出てきた時に、紫晃が反対したわけよね」

　陽琳はようやく紫晃の態度が急変した理由を理解し、どっと疲れたように膝ひざをついた。

（私ったら、一体何のために意地を張っていたのかしら……ってでも、これに関しては、隠しごとをしていた紫晃のせいでもあるわよね）

　間者という性質上、隠さなければならなかったということもあるのだろう。

　それでも話してほしかった──と思わなくもないが、実際に陽琳が頼たよりないことも確かだ。紫晃もまた陽琳の安全を考えたからこそ、秘密を隠してきたのだろう。

（紫晃と同じ目線に立てるくらい、どんな時でも一緒に戦えるくらい、頼りになる人間になりたいなあ……）

　心から、そう思った。

「そういうわけで、密売していた元桓栄国の人間を探り辿たどる中で、苑達殿の名が取引相手として挙がりまして。その用途や動機を調べていたのですが、そこだけがどうしてもわからずじまいだったのです」

　言葉を続ける紫晃に、陽琳が頷いた。

「おそらく禁呪について研究をするために持ち込んだ──というのが正しいでしょうね」

「陽琳様のお話と照らし合わせると、きっとそうなのでしょう。それで一つ合点がいったことがあるのですが」

「何かしら？」

「以前、睡蓮が見つかった際に、陽琳様のお役に立つかと思い、兵部府に行方ゆくえ不明者の確認をしようとしたのですが、何らかの圧力がかかっていたのか断られまして。どうにも腑ふに落ちず、今日輝瑛様からいただいている割わり符ふを使ってさらに調べてみたのです」

　この国で皇帝の割り符以上に効力を持つものはない。

　そんなものまで持っていたことに感心していると、紫晃は神しん妙みような顔をして言葉を続けた。

「その結果、行方不明届には有力な情報はなかったのですが──数年前に、輝瑛様が皇宮内で狼ろう藉ぜき者ものに襲おそわれ、苑達殿がそれを庇かばった……という事件が起こり、その犯人として孫睡蓮という名前が記載されていたのです」

　その話に陽琳は驚きよう愕がくした。

「それって──この間、苑達さんに聞いた話だわ！」

　確か、刺し繡しゆうの授業中のことだった。死鬼とは関係のない話と思い、聞き流していたが。

　続きを促す陽琳の視線に応じるように、紫晃は続けた。

「兵部府に残っていた調書に書かれていたのは──輝瑛様が即そく位いなさる前後に、孫家が娘むすめの後宮入りを打だ診しんしていたようなのですが、先せん帝ていの崩ほう御ぎよ間ま際ぎわだったため、却きやつ下かされたようで……。そこで激情に駆かられた孫家の娘──睡蓮が、輝瑛様を殺そうと皇宮に乗のり込こんできた。その結果睡蓮は捕とらえられ、斬ざん首しゆの刑けいに処された……という内容でした」

　紫晃の報告に、陽琳は首を傾かしげた。

「おかしいわね。睡蓮はその頃には、すでに駆かけ落おちして家を出ていたはずだし、後宮入りの話が出てくるはずがないわ」

「ええ。おそらくは、都合よく書き上げた、偽いつわりの調書でしょう。事件を起こした時にはすでに、睡蓮は死鬼として操あやつられていたのかもしれません」

「そう考えると……苑達さんは、自分が操った睡蓮に輝瑛兄様を襲わせておいて、輝瑛兄様を庇うことで、その功績を認められて宰さい相しようになったってこと？」

「ええ。つまり睡蓮は、苑達殿が輝瑛様から信しん頼らいを得て、今の地位を手に入れるための捨て石にされたのでしょう」

　その恐るべき策略に、陽琳は息を吞のんだ。

「苑達さん──いえ、苑達がそんな汚い手を使って今の地位を得たのだとしたら、許されないことだわ！」

「勿もち論ろんです。ですが、それを証明できる者はいないのです。表向きには、狼藉者から皇こう帝ていを救った英えい雄ゆうですから。証明するためには睡蓮という存在なり、そのような術を使っているという証しよう拠こが必要になりますが……」

　陽琳は熱くなりかけた頭を落ち着かせながら、首を捻ひねる。

　睡蓮を証拠にできれば話が早いのかもしれないが、彼かの女じよを血なまぐさい表おもて舞ぶ台たいに立たせたくはないし、そもそも、現在は行方不明だ。

　となると、他の証拠を探す必要がある。

「禁呪を使うには、それなりの研究を行う場所が必要なはずだし、何らかの痕こん跡せきがあってもおかしくないと思うのよね」

　陽琳の推測に紫晃は「なるほど」と頷いた。

「わかりました。そういったことであれば、私もお手伝いできることがあるはずです。何しろ、裏取引や裏うら稼か業ぎようの根城というものは、決まって隠されていますからね。悪だくみをする場所を探すのは得意ですよ」

　珍めずらしく軽口を叩く紫晃に、陽琳は少し目を丸くするが、これも秘密がなくなった故の変化かと思うと、嬉しくなって微笑んだ。

「さすが紫晃ね。頼もしいわ！」

「では、早さつ速そく参りましょうか」

　そう言って差し出された手を取り、陽琳は心強い気持ちで部屋の外に出た。







　屋敷の中を捜索するべく、何人かの見張りを紫晃の体術で封ふうじた後、思っていたよりも見張りの数が少ないことを訝しみ、陽琳は声をあげた。

「おかしいわね。私がこの邸を訪ねて来た時には、使用人らしき人達がもっといたような気がするんだけど……」

　紫晃は「ああ……」と今思い出したかのように相あい槌づちを打った。

「その点はご安心ください。素直に邸に入れていただけないものですから、仕方なく、目についた者は片かた端はしから気絶させて縛っておきましたので」

「き、気絶って……」

「陽琳様を幽ゆう閉へいした不届き者への、当然の制裁です」

　敵地の真まっ只ただ中なかだというのに、道理であれほど悠長に話をしていたわけだ。

「……本当に、紫晃って、つくづく優ゆう秀しゆうな家令よね」

　感心したように見上げると、紫晃は口元を緩めて微笑んだ。

「お褒めに預かり光栄です。ですがいずれ苑達が帰ってくるでしょうから油断は禁物です」

　改めて苑達の邸を見て回ると、鍵がかかっている部屋がやたらと多い。

　だが、倒した見張りから拝借した鍵を使ったり、また時には折れ曲がった釘くぎを使って、紫晃が難なく扉を開けてくれた。

「紫晃ったら、どうしてそんなことができるの？」

「間者として、幼い頃からあらゆる技能や知識を詰め込まれてきた中で、鍵開けの技わざも教えられたもので」

　しれっとそんな返答をしてくる、とことん常識から外れた蔡家の家令に、陽琳はもはやかける言葉もない。

　紫晃の手によって、また一つ、重々しい錠じよう前まえがごとりと音を立てて床に落ちた。

　扉を開くと多くの書物が整然と並べられており、その中心に文机ふづくえが配置されている。

「どうやら、ここは苑達の書しよ斎さいみたいね」

　邪仙の部屋にしては随分と大人しい印象だ。

　書棚の本を引っこ抜いて題目を読むも、ごく普通の政治や学術に関する書物ばかりだ。

「我々がこれまで思い込んでいた、宰相としての梁りよう苑達の部屋……と言われれば、違い和わ感かんのない部屋ではありますが……」

　どこか言いよどむような紫晃に、陽琳は首を傾げた。

「どうかしたの？」

「いえ……どこか『作られた部屋』だなと感じまして。あまりにも整然としすぎて、使用感がないのです」

「そうかしら？　だって、ここの硯すずりにだって、墨すみが溶とかれてるし」

　陽琳が文机の上の硯を指さすと、紫晃は頭を振った。

「いいえ。よくご覧になってください。筆に墨が含まれているものの、硯には筆をしごいた跡あとがありません」

　確かに紫晃の言う通り、綺麗に並べられた新しい筆には、さも普段から使っているかのように墨がついているが、それに反して、硯には線の一本もついていないのだ。

「本当だわ。よく気づいたわね」

「隠し部屋がある場合、表向き用としての前室によくある形式なのですよ。そうですね……これだけきっちりと書物が並んでいるところを見るに、例えば棚たなの裏とか……」

　考えるように紫晃がぐるりと見まわすのに合わせ、陽琳もまた部屋の中を観察した。

　確かに言われてみると、気持ち悪いぐらいに綺麗に書物が整列している。

　だが、そんな中、一点だけ妙に気になる場所が目に留まった。

「あらっ。どうしてこんな所に、『三さん仙せん譚たん』があるのかしら？」

　こむずかしい学術書が居並ぶ中、陽琳にとってはよく見慣れた仙人の物語を綴つづった巻物が、書棚に飾かざるようにして並べて配置されていた。陽琳が目を輝かせて近寄ると、まぎれもなくそれは陽琳の知る、三巻で一つとなる天地創造の物語だ。

（天の巻、地の巻、海の巻？　……って、違うわ！　巻数順的には、天、海、地の順が正しいのよ！　人の書棚なのに、順番が逆になってるのが、やけに気になっちゃうわ……）

　外部に巻数が明記されているわけではないが、中身を知る陽琳にとっては、気持ち悪いことこの上ない。綺麗に整せい頓とんされた書棚であることもあり、余計に違和感が拭ぬぐい去されない。

　陽琳の反対側では、紫晃が目を皿にして、不審な場所がないかと捜索している。

　不用意に現場に触れようものなら、紫晃の邪魔になるのではないかと気が気ではないが、陽琳はついに堪たえ切れなくなって、そろりと手を伸ばし、海と地の巻物を手に取った。

（ううん……これぐらい、変えちゃっていいわよね？）

　巻物があった窪くぼみにそっと正しく配置した、その時だった。

　かちりと何かが嚙みあう音がしたかと思うと、ごごご……という重い音とともに、紫晃が見つめていた書棚がゆっくりと動きだした。

「なっ……？」

「あ、あら？　もしかして、これが鍵だったの……!?」

　驚いたように半歩後ろに下がる紫晃の元へ、陽琳は駆かけ寄よった。

　紫晃の陰かげから覗き込むと、ずれた書棚の奥おくには一つの部屋が広がっていた。

　そこから漂ただよう香かおり──様々な香りが入り混じる中でもはっきりとわかる、嗅かぎ覚えのある香りに、陽琳は顔をしかめた。

「……酸味と甘あまみの混ざった、独特の香り。……これは、蠱霊草ね」

「そして、僅かですが、死し臭しゆうが……」

　紫晃もまた険けわしい表情になる。

「ここが問題の場所なのは間違いないわ。入ってみましょう」

　蠱霊草はその香りだけでも中毒性がある。陽琳は腰こしにぶら下げた袋から手しゆ巾きんを取り出すと、鼻を覆った。紫晃もまた懐ふところから手巾を取り出し、鼻と口元を覆うと、陽琳に先んじて部屋の中へと足を踏ふみ入いれた。

　真っ暗な室内で視界を確保するために、懐から取り出した火薬棒を擦こすり、火を灯ともす。

　仄ほのかな灯あかりをかざして周りを見てみると、すぐに死臭の原因に気づくことができた。

　暗い部屋の床に配置された檻おりの中には、兎うさぎの背に羽が生えていたり、鳥の顔だけが蛇へびに変わっていたりと、何とも奇き妙みような形状の生物が息絶えている。

「これは、まさか……禁呪を使用した実験？　悪あく趣しゆ味みね」

　まるで命をもてあそぶような所業に、胸の内が不快感に支配される。

「こんなことを二度とさせないためにも、苑達を止めなくちゃ……」

　決意を新たにしていると、更に奥へと進んでいた紫晃から声をかけられる。

　床に置かれている物をよけながら足早に進むと、紫晃が手招いてくれた。

　紫晃の待つ場所の床には、奇妙な文様や文言で構成された、円えん陣じんが描かれている。

「これは、何らかの仙術を施ほどこした跡あとでしょうか？」

「そうね。でも、私が見たことがない形状だから……やっぱり、禁呪の類でしょうね」

　そこに配置された香こう炉ろからは、すでに火は消えてはいるものの、いまだに蠱霊草を焚たく香りが漂い、円陣の中には禁呪を行うための材料と思おぼしき物品が配置されている。

　一つ一つを確認していく中で、陽琳は、その中央に据えられた物体を目にして、既き視し感かんを覚えた。

「……これって……父様の帯飾りじゃない!?」

　灯りに照らされ乳白色の光を放つその黄色い玉は、真っ二つに割れ、片割れのみとなっているものの、まぎれもなく父が失なくしたと騒さわいでいた帯飾りだ。

　その帯飾りの隣となりにはまさしく、『蔡さい尚しよう允いん』の名が書かれた札が置かれている。

　明らかに父を狙ねらった術であることに、陽琳の鼓こ動どうが速くなる。

「まさか……苑達は、尚允様に何らかの術をかけようとしようとしているのでしょうか？」

　険を含んだ紫晃の言葉に、陽琳は蒼そう白はくになりながら円陣を見下ろした。

「蠱霊草を焚いていた形跡から考えると、おそらく……傀かい儡らいの術のための円陣だと思うわ。そして、父様の私物と名札が置かれているのを見るに……多分、何らかの依代を父様自身であると見立てて、禁術を構成した……ということなんだと思うわ」

「尚允様と見立てた依代……？　今ここにそれがないということは、すでに術を施して、苑達がどこかへと持ち去ったということですか？」

「ええ、おそらくは……。父様の割れた帯飾りの片割れは、きっとその依代に巻き付いているに違いないわ……」

　落ち着きなく円陣の周囲を歩きながら、陽琳は表情を曇くもらせた。

「でも、わからないわ。どうして父様が狙われるの……？　一文官に過ぎない父様を傀儡の術で操ったからといって、どんな得があるというの？」

　頭を抱える陽琳に、冷静な紫晃の言葉がかかる。

「いえ、どうでしょう。尚允様は、すでに放ほう棄きされているとはいえ、王位継けい承しよう権けんをお持ちだった方です。何かとやりようはあると思います」

「どういうこと？」

　怪け訝げんそうに首を傾げる陽琳に、紫晃は少し言いにくそうにしながらも続けた。

「例えばですが……尚允様が輝瑛様を殺したとすれば……尚允様はそのご家族諸もろ共とも、反逆者として死罪を免まぬかれません。直系と呼ばれる王家の血は途と絶だえ、傍ぼう流りゆうの者を王座に就つけるにしても、おそらくはその段階での最高権けん威い者しやである宰相が後見となるでしょう。そうなれば、実質的に、清琉国の実権は宰相が握ることとなります」

「そんな……！」

　その恐ろしい計画に、陽琳の声が震えた。

「でも、そもそも、父様が輝瑛兄様を殺す動機がないわ！」

「勿論、実際は苑達に操られて、ですが……。もしこのような事件が起これば、真実を知らない周囲の者達は間違いなく『やはり尚允殿は、本心では王位を狙っていたのだ』と、安易に考えることでしょう。苑達はそういう筋書きを描いているのかもしれません」

　仮定の話ですがと紫晃は断るが、すでに苑達は、自らの目的のために睡蓮を亡なき者にしている。そんな人間ならば、尚允を利用することなど、ためらいもないだろう。

　苑達が、陽琳の記憶を消去した上で生きて帰そうとしたのも、筋書き通りにことが進めば、放っておいても陽琳が死罪になるからなのではないか。

　そう考えると、多くの事象の辻つじ褄つまが合う。

「恐らく、紫晃の言っていることが、苑達の企たくらみだわ。このままじゃあ、父様は利用されて、輝瑛兄様も殺されてしまう……。何とか事前に止めないと……」

　陽琳は顔を覆った。優やさしい従兄の命が奪われ、しかもその犯人として、人のよい父が利用されるなど、考えたくもない。

　そんな混乱が伝わったのだろう。紫晃は陽琳を落ち着かせるべく、静かに問うた。

「今の私達にできることを、順を追って考えましょう。……陽琳様が家を出てこられる前の尚允様のご様子はいかがだったのですか？」

「今日話をした限りでは、いつもの父様だったわ。だけど……」

　夕刻の父の様子を思い出し、陽琳ははっとした。

「まさか……苑達が父様を朝議に呼び出したのは、そこで父様に何かをさせるため？」

「陽琳様？」

「紫晃！　父様が危ないわ！　急いで父様か苑達か、もしくはこの禁呪の依代を見つけないと！」

　陽琳は慌てて隠し部屋を飛び出し、窓に駆け寄った。

　邸を探たん索さくするのに随分と時間をかけてしまったらしい。すでに外は白みつつあり、遠くでは朝餉あさげの準備をする煙も上がっている。

「ぐずぐずしている暇ひまはないわ。紫晃、すぐに皇宮へ向かって！」

「承知いたしました！」

　大急ぎで苑達邸を飛び出した。紫晃が連れてきた馬に陽琳を乗せると、後ろに飛び乗る。

「陽琳様、しっかりと捕まってください」

　紫晃に抱きかかえられるようにして、陽琳は馬の手た綱づなを握りしめる。

　紫晃の掛け声とぴしりと鞭むちうつ音と同時に、馬は皇宮へ向かって走りだした。
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　皇こう宮きゆうへ到とう着ちやくし、陽よう琳りんと紫し晃こうが慌あわてて正せい殿でんへ向かうと、その大きな扉とびらはかたく閉じられ、朝ちよう議ぎはすでに始まっているようだった。

「大事な用があるの。通してちょうだい！」

　陽琳は正殿の扉を守る兵士に懇こん願がんするが、兵士は首を横に振ふる。

「たとえ陽よう公こう主しゆ様といえども、政務に関係のない方を朝議の間にお通しすることはできません。お帰りください」

　皇族とはいえ、立場はわきまえる必要があることなど重々承知している。

　だが、それを捻ねじ曲まげてでも、今回ばかりは入れてもらう必要があるのだ。

　陽琳が更さらに言いつのろうとした、その時だった。

「火か急きゆうの用件です。……これでも、通していただけませんでしょうか？」

　そう言って、紫晃が小さな木もく片へんを差し出すと、兵士の態度が一変した。

「こ、これは……！　し、失礼いたしました！　どうぞお通りください！」

　兵士は飛び退すさるようにあっさりと道を開けてくれた。

「随ずい分ぶんな態度の変わりようね……」

「それはそうでしょうね。輝き瑛えい様直属の証あかしの割わり符ふです。これを持つ者の指示を無下にすることは、皇こう帝ていに逆らうことと同義ですから」

　紫晃はそう言いながら、割符を懐ふところへとしまい込んだ。

　正殿へと飛とび込こむと、足早に、真正面の朝議の間へ向かう。

　絡からみ合あう龍りゆうが彫ほられた大きな赤い扉の前に到着し、陽琳はごくりと息を吞のんだ。

　この扉を開ければ、居並ぶ官吏達の目に晒さらされることになる。そんな中で、荒こう唐とう無む稽けいと思われることを話さなければならないのだ。

　きっと『残念公主』と、前より一層ひどく蔑さげすまれることになるだろう。自分のやってきたことを卑ひ下げするつもりはないが、それでも、大勢の悪意の目に晒されることは怖こわい。

　知らずに震ふるえる体を押さえつけるように、陽琳はぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　だが、そんな陽琳の手を、温かい手が引き留めた。

　そのまま陽琳は手を引かれ、するりと、自分よりも大きな腕うでの中へと誘さそわれた。

「し、紫晃？」

　戸と惑まどったように声を上げると、紫晃はぎゅっと陽琳を抱きしめる。

　広い体たい軀くに顔を埋うずめながら、陽琳は戸惑った。

「陽琳様。何も、恐おそれることなどありません。ご自身のことを信じてください」

　その言葉にはっと見上げると、紫晃は陽琳の心のすべてを見み透すかすかのように、穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

「私がついております。陽琳様は、陽琳様のままであっていいのです。どうぞ、貴女あなたのなすべきことを……正しい行いをなさってください」

　耳元で囁ささやかれる、まるでおまじないのような心強い言葉に、陽琳の心を支配していた緊きん張ちようが一気にほぐれた。

「ええ……。ありがとう、紫晃。苑えん達たつの好きになんかさせないわ」

「それでこそ、私の陽琳様です」

　紫晃は少し身を離はなし、両手で陽琳の頰ほおを覆おおう。こつんと額ひたいと額を合わせると、口元を綻ほころばせて離れた。

　大きな手のぬくもりが離れることをどこか惜おしいと思いながらも、瞑めい目もくし、くるりと踵きびすを返した。

「それじゃあ、いくわよ！」

　身体の震えは止まり、瞳ひとみに強い意思の光が灯ともる。

　陽琳は目の前に聳そびえる赤き扉を両手で押おし開ひらいた。







「朝議中、失礼するわ！」

　大きな音を立てて押し開かれた扉に、居並ぶ文武百官達が振ふり返かえり、視線が一いつ斉せいに陽琳へと集中した。

　一ひと際きわ高い場所に坐ざする輝瑛もまた、突とつ然ぜん現れた陽琳に目を丸くしている。

　ちょうど前へ呼び出されたところであった尚允も歩を止め、なぜここに娘がいるのかわからないといった顔できょとんとしている。

　ざわつく官吏達の言葉の端はし々ばしに「変わり者で有名な残念公主がついにこのような所まで来て、何をしようとしているのか」とため息交じりに口にしているのが耳に入る。

　だが、陽琳は口を引き結ぶと突き進んだ。

　朝議の間にいる人々を睥へい睨げいしながら、ゆっくりと中央へと歩を進め、ぴたりとある一点へと目を向けると口を開いた。

「梁りよう苑達。貴方あなたの罪を暴きに来たわ！」

　真まっ直すぐに、輝瑛の側に立つ苑達を見み据すえると、陽琳はそう言い放った。

　苑達は目を見開くが、それもほんの一いつ瞬しゆんのこと。

「陽琳様。突然のお越こし……如何いかがなさったのですか？　ここは、官吏ではない者は召しよう集しゆうなくしては立ち入ることが許されない場所ですよ」

　揺ゆらぐ隙すきも見せずに、苑達は苦く笑しようしながら、聞き分けのない子供を見るような視線で陽琳へと相対した。

「しらばっくれないでちょうだい。貴方が父様を使って、輝瑛兄様を殺そうとしているのなんてお見通しなんだから！」

　陽琳の言葉に、場内の官吏達の間にざわめきが走った。

　当の尚允や輝瑛ですら、突然の陽琳の言葉に吃驚びつくりしたように目を丸くしている。

「今度はどのような『センカツ』に熱中しておられるのですか？　そういったお話であれば、後のち程ほど時間のある時にでもゆっくり伺うかがいます。さあ、今は朝議の時間ですので、退室いただいてもよろしいでしょうか？」

　困り顔をして苦笑する苑達に同調するように、周囲の官吏達もまた大きく頷うなずいているが、ここで引き下がることなどできない。

「そうはいかないわ。お父様や輝瑛兄様がみすみす貴方の策略にかかってしまうなんて、見過ごせないもの」

　言い張る陽琳に、苑達は大きくため息をつく。

「困った方ですね。私がそのようなことを企たくらんでいるという証しよう拠こでもあるのでしょうか？」

「もちろんよ！　この呪じゆ符ふとこの草……これが何なのか、貴方は知っているはずよ？」

　陽琳は待ってましたとばかりに、苑達邸から持ち出した尚允の名の書いた呪符と、香こう炉ろに入れられていた蠱こ霊れい草そうを懐から取り出し、苑達へと突つきつけた。

　それらを見た苑達の表情が、どこか剣けん吞のんな空気を帯びる。

　だが、それもまた一瞬のこと。苑達はふっと表情を崩くずして微笑んだ。

「そのような怪あやしげなものは、むしろ、陽琳様の方がお作りになるのが上手なのではないですか？　それにその草も……どうせ、どこかで摘つんできた雑草か何かでしょう」

　陽琳が怪しげなものを拾い集めたり、謎なぞめいた札を作っていることはあまりにも有名だ。

　もっともだとばかりに、一部の官吏達は苑達に拍はく手しゆさえ向けている。

「私には輝瑛様を弑しいする理由がありませんし、何より、仮に私がそのような真ま似ねをするとしても、仙せん術じゆつなどという不確かな物には頼たよりませんよ」

　勢いづいた苑達が「もういいでしょう」と退出を促うながすと、部屋に控ひかえていた兵士達が陽琳に迫ってきた。

　傷をつけぬためか、直接触ふれることはないが、徐じよ々じよに追い返すようにして距離を縮めてくる。

「やはり残念公主。このような方が皇家の一員とは……何とも嘆なげかわしい」

「仙術だかセンカツだか知らぬが、馬鹿げたことを……。そのような空想上のものを、一国の宰さい相しようが気に留とめる訳ないでしょう」

　周囲の官吏達が口々に浴びせかける野次に、陽琳はぎりりと唇くちびるを嚙かみ、拳を握った。

　迫りくる兵士を押しのけ、前に出る。

　馬ば鹿かにされるのは慣れている。責められる覚かく悟ごもしてきた。その上で、自分は何を信じるのか。

（私は、私が正しいと思ったことを信じるだけ。なら……前に進むだけだわ！）

「だったら……何？」

　一歩足を進めた。

「普ふ通つうであることが、そんなに偉えらいの？」

　そして、また一歩……。ゆっくりと高たか御み座くらへと歩を進める。

　突然の陽琳の行動に、騒そう然ぜんとした官吏達の姿が視界に入る。

「空想？　妄もう想そう？　上等よ。夢を追って何が悪いの？　勝手に言いたいだけ言えばいいわ──だけど」

　苑達の横を通とおり抜ぬけ、視線が合う。憎にく々にくしげに睨にらみ付つけられる。

　けれど、負けるつもりなどない。

　無残に殺された動物達、睡すい蓮れんの悲痛な叫さけび──あれらを見聞きして、苑達の行いを許せるわけがない。こんな人間に、国のかじ取りを任せられるわけがない。

　高御座の前に立ち、振り返ると、居並ぶ文部百官がずらりと目の前に広がった。そのあまりの数に圧あつ倒とうされる。

　だけど、もう、引かないと決めた。

　陽琳は恫どう喝かつした。




「現実が見えていないのは誰だれ!?　貴方あなた達が守るべきものは何？」




　誰しもが言葉を失い、陽琳に注目していた。

　怒いかりで言葉が溢あふれ出だす。




「貴方達は今、自分達がその馬鹿にしてるものに、足をすくわれようとしてるのよ？　自分達が守るべき国を乗っ取られそうになっているのよ？　貴方達、それでも清しん琉りゆう国こくの官吏なの!?」




　爆ばく発はつさせるように叫んだ陽琳の言葉に、朝議の間に集まるすべての官吏が息を吞んだ。

　その静せい寂じやくを縫ぬうように、入り口付近から声が上がった。

「弱く異質なものを叩たたき、周囲に迎げい合ごうを促すことで自らの優位を誇こ示じする……なんとも浅ましい姿ですね。宰相殿」

　こつこつと静せい謐ひつの中に靴くつ音おとが響ひびき、紫晃は兵士達の間をすり抜け、高御座の前に到とう達たつすると、苑達を見上げた。

　その視線に、苑達は一瞬たじろいだ。

「皆様もさぞ、日々の鬱うつ憤ぷんが晴れたことでしょう。ですが、陽琳様のおっしゃることが真実であった場合、真実を見み極きわめる力を持たぬ貴方がたの首がどのようになるのか、お考えになった方がよいでしょう」

　底冷えのする視線で場内を睥睨した紫晃は、大きく手を打ち鳴らした。

「連れてきなさい」

　紫晃が声を上げると、入り口が開かれ、兵士が一人の男を連れてきた。

　男は縄なわに縛しばられ、おどおどと周囲を見回し、紫晃を見ると「ひっ」と息を吞んだ。

「これは一体……どういうことですか？」

　苑達は剣吞な光を瞳に込め、紫晃を見下ろした。

「梁苑達殿。その答えは貴方ご自身が最もよくご存じでしょう」

　紫晃はそう言ってから、陽琳が手に握りしめていた蠱霊草を受け取ると、連れてこられた男の前へ歩み寄り、その目の前に突き出した。

「これが何かわかりますか？　答えなさい」

「……こ……蠱霊草……」

　絞しぼり出だすように答えた男の言葉に、官吏達がどよめいた。

「でっち上げだと思う方もいらっしゃるでしょうからお伝えしておきますが、この人物は桓かん栄えい国こくの密売人です。ここにいらっしゃるどなたかと、この草を取引したそうですね……それは誰ですか？」

　紫晃が促すと、男はそわそわと場内を見回し、やがて縛られた手の指先だけを使って、苑達を指さした。

　万ばん人にんの見守る中、指をさされた苑達は表情を強こわ張ばらせた。
















「な……何を、馬鹿な。私は貴方など知りません」

「この期ごに及およんでそのようなことをおっしゃっても、何もよいことはありませんよ。そうですよね。輝瑛様」

　それまで静かに事の流れを観察していた輝瑛に、紫晃が突然話を振るが、輝瑛はそれを受け取ったとばかりに、にっこりと微笑んだ。

「……苑達。僕ぼくのことを宰相として、長く補ほ佐さしてくれたことは感謝しているよ。けれど、残念だったね」

　輝瑛は厳おごそかにそう言うと、手にした巻物を広げ、隣となりに立つ苑達へと見せつけた。

「紫晃が僕の命に従って調べてくれたこの文書の中には、そこにいる男からの自白による情報も含ふくめ、いつどこで君がそのような取引をしていたか、全てが克こく明めいに記き載さいされている。これでもまだしらを切るかな？」

「な……何だと……!?　そんな馬鹿な……!!」

　目を大きく見開きながら、苑達はかぶりつくようにその調書に目を通す。

「すでに貴方の自宅には、人を向かわせています。当然、邸てい宅たく内には蠱霊草があったことは私の目で確かく認にん済みです。貴方がこれをどのように使っていたかはさておき、不法所持の罪は明白ですが……この期に及んで、更に言いい逃のがれをなさるおつもりですか？」

　淡たん々たんと告げられる紫晃の言葉に、苑達はわなわなと震えはじめた。

「こんな……こんな馬鹿げたことがあってたまるか！」

　激げき昂こうした苑達は懐に手を差し入れると、短い杖つえ状じようの物体を取り出し振りかざした。

　睨み付けるような鋭するどい視線で尚允を捉とらえると、何事かを唱え始めるのを見て、陽琳はとっさに叫んだ。

「紫晃！　それが依より代しろよ！」

　陽琳の意を汲くみ、反射的に紫晃が縄じよう鏢ひようを引き抜くと、苑達へと放った。

　鏢は一直線に飛び、苑達の手から短杖を奪うばい取とった。

　そのまま引き戻した鏢から短杖を手に取ると、紫晃はその杖に紐ひもで結び付けられていた石──割れた帯おび飾かざりの片割れを引きちぎった。

　陽琳は紫晃へと駆かけ寄よると、持ってきていた帯飾りの片割れを取り出す。二つを組み合わせると、ぴたりと合わさった。

「父様。これ、父様の帯飾りよね？」

　陽琳が問うと、尚允はそれを見て「あ、ああ」と頷いた。

　それを確認してから、陽琳は苑達に向き直った。

「これでもう言い逃れができないわね。苑達。貴方は父様を操あやつろうとしたわ。これが証拠よ！」

「ここから先は、たっぷり、こちらで聞かせてもらうこととしようか」

　輝瑛の声に呼応するように、控えていた近この衛え兵へいが縄を持って苑達の側へと近寄ってきた。

　だが、苑達は踵を返すと、脱だつ兎とのごとく逃にげ出だした。

「追え！」という号令に、一斉に近衛兵が苑達へと襲おそい掛かかったその瞬しゆん間かん、

「くそ……！」

　苑達は吐はき捨すてるように呟つぶやくと、地面に何かを投げつけた。その周囲に、突とつ如じよ、円状の呪じゆ術じゆつ陣じんが浮うかび上あがった。

　それを見た陽琳が、声をあげる。

「あの文様……まさか、転移の術……!?」

　それは、陽琳が何百回試ためしたところで、成功したことなどなかった仙術だ。

　苑達はふっと笑えみを浮うかべると、

「土ど行ぎようを以もつて、念ずる。大地に潜ひそみし龍りゆう脈みやくを開き、我わが望む場所へと運べ──『送そう』！」

　そう叫ぶと、突如、苑達の姿が搔かき消きえた。

　まるで煙けむりのように消えてしまった苑達の姿を近衛兵が慌てて捜さがす。

　だが陽琳は、兵士達の足元に、青みを帯びた円えん陣じんが消えかかりながらもまだ辛かろうじて残っていることに気が付いた。

（あれは……！　龍脈がまだつながってる!?）

　反射的に、陽琳は駆け出した。

「逃がすもんですか！」

「陽琳様！」

　陽琳が躊躇ためらいもなくその円陣へ飛び込むと、後に続くようにして紫晃も飛び込んだ。

　激しい光が、体を包む。

　やがて円陣が消え去るその直前に、二人の姿もまた、その場から搔き消えた。
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　目を開くと──景色は一変していた。

「ここは……？」

　目の前に広がるのは生おい茂しげる草木だ。どこかの森の中なのか、周囲にはまともな道すらなく、木々の間からわずかばかりの光しか射ささぬため、ひどく薄うす暗ぐらい。

　陰いん鬱うつな空気に眉まゆをひそめ、陽琳は無意識に隣に立つ紫晃の袖そでを摑つかんだ。

　紫晃もまた突然光景が変わったことに驚おどろきを隠かくせぬ様子だったが、その動どう揺ようを引きずることなく、冷静に周囲の様子をぐるりと見回して言った。

「おそらくここは、清琉国の西方……銀ぎん慮りよ山さんの麓ふもとでしょう」

「どうしてそんなことがわかるの？」

　あっさりと場所を特定した紫晃に陽琳が驚きの目を向けると、紫晃は遠くに見える山を指さした。

「周囲に生える草木の種類と、前方に見える山に見覚えがあります。実はここには何度か訪おとずれたことがあるのです」

「えっ。どうして？」

「蠱霊草の取引現場がちょうどこの付近にあるのです。調べる中で、苑達が幾いく度どか出入りしている可能性が出てきたため、その確証を得るために見張っていたのですよ」

　朝議に連れてこられた証人も、きっとここで捕とらえられたのだろう。

「なるほど……つまり、ただの闇やみ取とり引ひきだけでなく、今回の皇帝暗殺計画を含むあらゆる計画の拠きよ点てんになっている可能性もあるのね」

　陽琳の前に立って草木を搔かき分わけながら、紫晃は歩を進め始めた。

「ご案内いたしましょう。ここから目と鼻の先に在る洞どう窟くつ──かつては採さい掘くつ場として使われていた場所。そこが、奴やつらの根城です」

　鬱うつ蒼そうとした森の中ではあるものの、紫晃が先導して障害物を取とり払はらってくれるお陰かげで、とても歩きやすい。

　しばらく獣けもの道みちを進むと、山の麓にぽっかりと開いた洞窟に行きついた。

　入り口は草木によって隠されているが、おそらくは元桓栄国の者による工作なのだろう。

「こんな所に潜んでいたのね……。早さつ速そく入ってみましょう！」

　そう意気込んだ陽琳を、紫晃が制止した。

「いえ、それは早計です。ここは複数名の間者が出入りしている場所です。入り口付近はともかく、内部には常じよう駐ちゆうの見張りも少なくないはずです」

「正面突とつ破ぱは危険ということね……」

「私が先に乗り込むにも、入り口付近は狭せまい坑こう道どうです。暗器を使い、速さを重視する私の闘たたかい方では、いささか不利ですね」

「うーん……」

　考え込む陽琳に、紫晃が提案する。

「輝瑛様には、以前より報告していましたから、苑達が逃げたとあれば、すぐにでも兵を手配してこちらに向かわせているはずです。ここは王城からは早馬で数刻の場所ですから、その援えん護ごを待つのが定じよう石せきですが……」

「でもそんなことをしている間に、苑達はまた逃げちゃうかもしれないわ。転移の術を使えるような邪じや仙せんなんだもの」

　陽琳はそう言ってから、少し考え込み、その後ぽんっと手を打った。

「そうだわ。こういう時こそ、センカツ七つ道具よ！」

　そして袖の中を探さぐり、眠ねむりの香こうと火薬棒を取り出す。

（苑達に同じ手を食らったばかりで癪しやくに障さわるけど……その分、やり返さなくっちゃね）

　それを見た紫晃が「確かに」と頷いた。

「狭い坑道ならば密閉空間でしょうから、内部にいる間者を眠らせることができるかもしれませんね」

「ええ。ついでに苑達も眠ってくれればいいんだけど……邪仙に効くとも思えないし、そこまでは期待できないわね」

　そう言うが早いか、ごそごそと準備を始める。

「中に何人いるのかも、広さもわからないから、所持している全ての香を使うわよ」

「それはわかりましたが、その後で坑こう道どうに入れば、陽琳様も眠ねむけに当てられるのでは？」

「私はつい半日ほど前に、超ちよう強力な眠りの香を嗅かいだのよ。もう耐たい性せいができちゃって、私が作った効果の弱い香くらいじゃあ、眠くはならないと思うわ」

　自分で言うのも悲しいけど……と付け加える。

「そういう紫晃こそ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「私は問題ありませんよ。幼少時から毒物に対する耐性を付けてありますから、並なみ大たい抵ていの物では効きません」

「紫晃ったら、本当に有能な家令よね……」

　そんな他愛もない話をしながらも、紫晃の手伝いもあり、準備は滞とどこおりなく進んだ。

　音を立てないように入り口に近付くと、香を設置する。

　洞窟ということもあり、うまい具合に外から吹き込む風に乗って、香が奥へと充じゆう満まんしていく。

　しばらく待ってから、二人はそうっと洞窟内を覗のぞき込こんだ。

「……そろそろ、効果が出てくる頃だけど……」

「少しお待ちください」

　そう言うと、紫晃は付近に落ちていた小石を、洞窟内に投げこむ。

　内部も岩いわ肌はだの多い地じ盤ばんなのか、小石は音を反はん響きようさせながら中に転がっていったが、それに対して何者かが反応する気配はない。

「どうやら、眠りの香の効果はあったようですね」

「やったわ！　じゃあ、今度こそ突とつ入にゆうしましょう」

「承知いたしました」

　そこまで言ってから、紫晃は「ただし……」と、言葉を続ける。

「くれぐれも、無茶はなさらないでください。常に私が先導いたしますので、陽琳様は私の背後を離れないでください。……約束ですよ？」

「えっ……？　わ、わかったわ」

　真しん摯しな瞳で見つめられ、陽琳は自分の頰が熱くなるのを感じた。

（って、今こんなところで、動揺している場合じゃないわ！）

　つい浮うわつきそうになる気持ちを振り払うように、ぶんぶんと頭を何度か振ってから、

「さあ、行くわよっ」

　そう声をかけ、洞窟の中へと足を踏ふみ入いれた。







　内部は薄暗いながらも、人が出入りしているだけに、随ずい所しよに松明たいまつが灯されていて、問題なく進むことができた。

　道中、所々で眠りこけている元桓栄国の間者を横目で見て、陽琳は安堵した。

「眠りの香が、ちゃんと効いているみたいね」

　隠おん密みつ行動に適した黒衣に身を包んでいる者もいれば、清琉国の兵士用の武装をしている者から、官吏の制服を着用している者までいる。

　様々な所に間者が入り込んでいることを知って、陽琳は複雑な気持ちになる。

（少し運命が違っていれば、紫晃もこの中の一人になっていたのかもしれない……）

　ちらりと背中を見るが、紫晃は黙もく々もくと歩を進めている。

（かつての同どう胞ほうを摘てき発はつするって、どういう気持ちなのかしら……）

　紫晃は敵国に思い入れはないと話していたが、ここに倒たおれているのは、同郷の者ばかりだ。いくらそれが今の責務だとはいえ、何も思わないわけはないだろう。

（それでも、私は紫晃がこの中にいなくてよかったと思ってしまう……。身勝手なものね）

　陽琳は小さく唇を嚙み、少し先を進む紫晃の側に寄より添そった。

「どうかなさいましたか？」

「う、ううん。何でもないわ」

　慌てて誤ご魔ま化かす。

　紫晃は一瞬首を傾かしげるも陽琳が不安になったと感じたのか、そっと手を握ってくれた。

　その手の温かさに、心が一瞬跳はねる。

　手を引かれて歩くだけで、妙みように気き恥はずかしく感じる。

　だが、それを振り払うことも惜しいような気がして、陽琳は上うわ擦ずった声をあげた。

「この坑道の先に、苑達はいるかしら？」

「一度見張っていたことがありますが……半日ほど出てこなかったこともありましたから、単に取引に来ているというよりも、何か研究施し設せつでもあるのかもしれませんね」

「なるほどね。このまま順調に辿たどり着つけるといいんだけど……」

　普通の人間ならば、ことごとく眠りに就ついているはずだ。

　もしも二人の進路を阻はばむ者がいるとすれば、それは常人ではない誰か……。

　──その時、前方の暗くら闇やみの中から、ゆらりと躍おどり出でた影かげがあった。

「……！」

　松明の光に照らされた顔を見て、陽琳は息を吞のんだ。

「す……睡蓮……!?」

　そこに立っていたのは、他でもない。行ゆく方えを心配していた人物──睡蓮だった。

「無事だったのね!?　どこに攫さらわれたのかと、心配していたのよ！」

　顔を輝かがやかせて駆け寄ろうとするのを、紫晃が手で制した。

「紫晃？」

「お待ちください。……様子が変です」

「え？」

　言われて改めて睡蓮を凝ぎよう視ししてみると、確かにその瞳は遙はるか遠くを見つめているかのように虚うつろだ。口はだらしなく開け放たれ、両りよう腕うでも力なくだらりと垂れている。

　これまで凜りんとした姿勢を崩さなかった睡蓮からはかけ離はなれた姿に、陽琳は愕がく然ぜんとした。

「なっ……睡蓮!?　どうしちゃったの？」

　以前陽琳が用意した、制せい御ぎよの呪じゆ文もんを書いた領布が、解とかれてしまったのだろうか──とも思ったが、よくよく見ると、その紐は相変わらず、睡蓮の長い髪かみをまとめている。

　発はつ掘くつしたばかりの、理性がなく凶きよう暴ぼうだった睡蓮とも様子が違ちがう。

　だが、戸惑う陽琳の問いかけに答えることなく、突如、睡蓮は飛びかかってきた。

「陽琳様！　お下がりください！」

　紫晃が陽琳を庇かばいながら即そく座ざに後退すると、睡蓮が振りかぶった手の先から伸のびた鋭い爪つめが、虚こ空くうを切った。

　だがすぐに態勢を立て直し、再び紫晃に向けて腕を振ふり上あげる。今度は避さけきれないと悟さとった紫晃は咄とつ嗟さに取り出した鏢で、その猛もう撃げきを受け止める。

「くっ……」

　睡蓮の力が常人ならぬものであることは、すでに陽琳自身も確認済みだ。

　紫晃の額からは汗あせがにじみ、爪を押おし返かえそうとする手が震える。

「紫晃……！」

　とはいえ、やられっぱなしの紫晃ではない。

　爪を受け流すと足払ばらいをかけ、体勢を崩した睡蓮の背後へと回る。

　それを追って、猛もう攻こうを加える睡蓮。

　目の前で繰くり広ひろげられる攻こう防ぼうに、陽琳は為なす術すべなく、呆ぼう然ぜんと見守るしかなかった。

（このままじゃあ、紫晃が……）

　相手は疲つかれしらずの死し鬼きなのだ。

　いくら紫晃が人よりも体を鍛きたえているとはいえ、このまま攻防を続けていては身がもたない。

　紫晃は極力睡蓮を傷つけないように、防戦に徹てつしているようにも見える。何も考えず攻こう撃げきを仕し掛かけてくる睡蓮よりも、圧あつ倒とう的てきに不利だ。

（睡蓮……一体どうしちゃったの!?）

　苑達によって操られている可能性はある。

（でも、周囲に苑達の姿はないし……どうやって操っているの……!?）

　周囲に怪しいものは見当たらない。となると、後は──。

　陽琳は薄暗い中、必死に睡蓮を凝視した。

　激しく動き回る睡蓮の様子を捉えるのは一苦労だが、睡蓮が爪を振りかぶったその一瞬。睡蓮の首の背面に、松明の光を受けて煌きらめく金属片の存在が目に入った。

　記き憶おくが確かならば、以前の睡蓮の首には、そのような物はなかったはずだ。

　何より、睡蓮の強きよう靭じんな皮ひ膚ふを貫つらぬいている金属ということは、特別な仙術がかかった金属である可能性が高い。

（あれはまさか……！）

　もしや、と思い立ち、陽琳は紫晃に向けて声を張り上げた。

「紫晃！　睡蓮の首に刺さっている楔くさびを抜ぬいてみて！　傀かい儡らいの禁きん呪じゆを込めた術具なのかもしれないわ！」

「!?　……承知いたしました！」

　紫晃はそう答えるや否いなや、右手を前方に突き出した。

　すると、袖から勢いよく飛び出した鎖くさりが睡蓮に襲おそいかかる。睡蓮は咄嗟に飛びのき、難を逃のがれた。

「……予測通りの動きですね」

　防戦に徹しながらも、睡蓮の動きの規則性を観察していたのだろう。

　容易に避けられることを推測していた紫晃の左手から飛び出したもう一つの鎖が、追い打ちをかけ、睡蓮を拘こう束そくした。

「ぐ……あ……」

　鎖にがんじがらめになり、身動きが取れなくなった睡蓮に駆け寄ると、紫晃はその首元に刺さっていた銀製の楔を勢いよく引き抜いた。

「あああ……あああああ……」

　呻うめくような声が睡蓮の口から漏もれ、楔を抜いた場所から黒い靄もやが噴ふき出だした。

「睡蓮!!」

　陽琳は慌てて駆け寄り、紫晃に受け止められた睡蓮の身体を強く揺さぶると、しばらくして睡蓮はゆっくりと瞳を開いた。

　覗き込む陽琳の顔を認めると、睡蓮はか細い声で言った。

「あ……陽琳……？　貴女、無事でしたのね……」

「睡蓮！　睡蓮！　気が付いたのね！　よかった……！」

　安あん堵どの声をあげて手放しに喜ぶ陽琳に、睡蓮が怪け訝げんそうな目を向ける。

「わたくしは一体……？」

「別にどうってことないわ！　何も気にしなくていいのよ！」

　睡蓮の冷たい手が、ひたと陽琳に触れた。

「陽琳……あの人は……苑達は、どこに……？」

　振ふり絞しぼるような声で睡蓮が問いかけてくる。

「苑達は、たぶんこの奥おくにいるわ……」

　すると、睡蓮は悔くやしそうに唇を嚙みしめて、声を震わせて言った。

「……ならば……ならば、わたくしも、連れて行ってくださいまし……！　全て、思い出しましたわ……。あの男は、私に愛を囁き、金かね蔓づるとして利用し……挙句の果てに、殺したのです」

「え……!?」

「恋こいに恋していた……わたくしの甘あまさと若さのせいでもありますけれど……。駆かけ落おちして、共に暮らすようになってから、わたくしは見てしまったのです。苑達が……恐ろしい実験を繰くり返かえしていたことを。それを問い詰めた時から、彼かれは豹ひよう変へんしてしまいましたわ……。そして間もなく、わたくしは彼に毒を飲まされ……」

　苑達への悔しさを訴うつたえ、言葉を紡つむぎ続ける睡蓮に、陽琳は息を吞んだ。

「そういうことだったのね……」

（そうとは知らず、私ったら……睡蓮の恋人を見つけられたって、一人ではしゃいで……）

　陽琳の複雑な表情を読み取ったのか、睡蓮がふっと小さく微笑んだ。

「そんな、申し訳なさそうな顔をする必要は……ありませんのよ？　貴女はわたくしのために、頑がん張ばってくれたのですから……」

「睡蓮……」

　気き遣づかってくれる睡蓮の優やさしさに、陽琳は目め頭がしらが熱くなる。

　そんな二人を見守っていた紫晃が、ふと疑問をぶつける。

「現在はまだ陽が昇のぼっている時刻ですが、どうして睡蓮は起きていられるのでしょう？」

　その問いに、陽琳がうーんと考え込む。

「おそらくは……苑達が作成した術具によって、仙せん力りよくを送おくり込こまれていた余よ韻いんなのかもしれないわ」

　とはいえ、徐々に力を失いつつある睡蓮の様子を見るに、間もなく眠りに入ってしまうだろう。

　だが、他でもない睡蓮自身がそのことに気付いたのか、陽琳にすがるように言った。

「後生ですわ。貴女の仙術で……何とかわたくしを、苑達に会わせてくださいまし……。どうしても、わたくしのこの手で、あの男に……制裁を……」

「えっ……？」

　睡蓮の懇願に、陽琳は一瞬、考えを巡めぐらせた。

　そして、はっとあることを思いついて、紫晃によって抜ぬき放はなたれ、地面に放置されたままの楔くさび型がたの術具に目を遣やる。

（……この術具に、以前睡蓮を起こした時の起き床しようの呪文を施ほどこして、再び睡蓮に挿させば……継けい続ぞく的に術をかけた状態にできるかもしれない……）

　だが、いくら苑達が作った術具を媒ばい体たいに使ったとしても、なりきり仙せん人にんでしかない陽琳の術が、成功するとは思えない。

　それに何よりも……

「本来の生態に逆らって、無理に日中に動かすようなことをしたら……睡蓮の身体がもたないわ！」

　だが睡蓮は、そんなことさえも全て承知の上であると言わんばかりに、ふっと微笑んだ。

「……以前貴女は、わたくしの未練を晴らしてくれると……言ったでしょう？　今、わたくしが何よりも望んでいることは、苑達に一いつ矢し報むくいることです。……迷う必要はありませんわ……」

「睡蓮……」

　睡蓮の瞳から強い想おもいと決意を感じ取って、陽琳は──静かに頷いた。

　そして、意を決したように、楔型の術具へと歩み寄り、拾い上げた。







　坑道は奥に進めば進むほど複雑に入り組んでいたが、随所に灯っている松明の光に導かれるように進んだ先で、鉄製の大きな扉に閉ざされた部屋へと行きついた。

「……この中に、苑達がいるのかしら……」

「だとしたら、あえて我々をここに導いたかのようにも思えますね」

「そうかもしれないわね。……でも、そうだとしても、ここで退くわけにはいかないわ」

「そうですね」

　陽琳は紫晃と目を合わせ、互たがいに頷き合った。

　二人に支えられるようにして辛うじて立っている睡蓮もまた、言葉を発することさえ苦しそうではあるが、賛同するかのようにこくりと頷く。

　楔を使用しての起床の術の継続は何とか成功したものの、睡蓮のふらつく足取りと辛つらそうな様子を見るに、やはり不完全なものとなってしまったようだった。

　そもそも、死鬼としての本来の生態を無視して、日中に起き上がっている……ということ事態が、睡蓮の身体にとって大きな負担なのだろう。

　だがこんな状じよう況きようでも、苑達に相対することが、睡蓮にとっては何より大切なことであるようだった。

　紫晃が意を決して慎しん重ちように扉に手をかけると、施せ錠じようされていなかったのか、鉄の扉は重いながらも難なく開けることができた。

　扉の先は広々とした空間となっており、あちらこちらに奇き妙みような円陣が描かれ、得体の知れない壺つぼなどが積み上げられている。

　まるで苑達邸で見た書しよ斎さいの奥の研究所が広くなったかのようなこの空間の最奥に、陽琳達が追い求めていた人物──梁苑達が立ちはだかっていた。

「苑達……！」

「よくもまあ、ここまで追ってきたものだ」

　驚きよりも、まるで褒ほめたたえるかのような言いぐさの苑達は、睡蓮の姿を認め、目を細める。

「よもや、死にぞこないの睡蓮まで一いつ緒しよとはな……」

　その言い方に憤いきどおりを覚えて、陽琳は思わず声を荒あららげた。

「苑達！　貴方は一体何者なの？　どうして、輝瑛兄様を殺そうとしたの……!?」

　すると苑達は、ふんっと鼻を鳴らす。

「……教えてやる義理など本来はないが、ここまで来たお前達に敬意を表して、死にゆく前の土産みやげ話ばなしとして教えてやろう」

　そう言うと、苑達が懐から何かを取り出し、陽琳に見せるように突き出した。

　目を凝こらしてみると、それは黄色い石で造られた指輪だった。

「それは、まさか……黄こう玉ぎよくの指輪……!?」

　黄玉──皇族のみが持つことを許される石。

　なぜそんなものを苑達が……と呆然とする陽琳に対し、苑達は吐き捨てるように言った。

「これは、母の形見だ。皇帝から賜たまわったものだと言っていた」

「え……!?　どういうこと……？」

　思わず目を見開いた陽琳に対して、苑達は暫しばしの間黙もくしていたが、ゆっくりと口を開いた。

「……私の母は、輝瑛の今は亡なき実母──甘かん皇こう后ごう付きの女官だった。輝瑛が生まれるより数年前のことだ。私の母は先せん帝ていの寵ちよう愛あいを受け、やがて私を身み籠ごもった」

「……!?」

　あまりにも予想外の事実に、陽琳は息を吞んだ。

（じゃあ……苑達は、輝瑛兄様の異母兄ってこと……!?　そんなまさか……）

「しかし、そのことに気付いた甘皇后の逆げき鱗りんに触れ、身重のまま清琉国を追われたのだ。そして、行きついた桓栄国の人里離れた辺境の地で私を生み、私が五歳さいの時に、病やまいで亡くなった。最さい期ごまで甘皇后への恨うらみの言葉を吐はきながら……」

「そんな、ことって……」

　愕然とする陽琳の視線の先で、虚ろな瞳で指輪を見つめながら、苑達は語った。

「その後、私はその辺境の地を訪れていた人物に拾われた。その人物は、摩ま訶か不ふ思し議ぎな術を使う奇妙な人物だった」

「それって、まさか……」

「ああ、世せ俗ぞくから離れ、自らの洞どう府ふに籠こもり、気まぐれに仙せん薬やくや術の研究を続けるその人物は……自らを仙人と語った」

　──仙人。

　その名を聞いて、陽琳の鼓動が高鳴る。

（やっぱり、実在していたんだわ……！）

　今は、感かん極きわまっている場合ではないということは理解している。

　それでも、初めて出会えた真実に、陽琳の心は打ち震えた。

　陽琳の心の内をよそに、苑達は尚も語り続けた。

「だが、仙人の弟で子しとして育てられながらも、私は我ら母子を追いやった甘皇后へいつか復ふく讐しゆうすることを心に秘めていた。やがて甘皇后もまた病死したが、ならば、その息子むすこである輝瑛に復讐を果たそうと……そう考え、十二歳になった頃、私は洞府を出しゆつ奔ぽんし、官吏となる勉強を続けながら、独自に禁呪を研究するようになった」

「……そして、清琉国の官吏として入り込んだ後に、桓栄国の間者と接せつ触しよくした……というわけですか？」

「そういうことだ」

　紫晃の推察に苑達は頷き、どこか自じ嘲ちよう気味に言った。

「ここに至るまで、師、恋人──多くの者を踏ふみ台だいにして、あらゆる物を捨ててきた。全ては、甘皇太后……そして、のらりくらりとお気楽な態度をとりながら皇帝の座に就いている輝瑛に、復讐をするためだった。しかし、よもやこんなところで詰めを仕損じるとはな」

　苑達はそこまで悔しげに言ってから、「だが……」と口元を歪ゆがませ、にやりと笑った。

「蔡さい尚しよう允いんを操り、皇帝を暗殺し……そして皇家を壊かい滅めつさせるという計画は失敗したが、私の野望は終わらない。私はこの場所で、桓栄国の残党からの依い頼らいを受け、戦いくさで使用できるあらゆる仙せん具ぐの開発をしてきたのだ」

「仙具の開発……ですって!?」

「これらの開発品を持ち込めば、奴らは喜んで私を再び受け入れてくれるだろう。そしてその時こそ、桓栄国の残党が、清琉国に攻め入る時だ……！」

　苑達は近くにあった術具の一つを手に取った。

　それは一見すると、ただの羽う扇せんのように見える形状をしていた。

「例えばこれは、風を巻き起こす木もく行ぎようの術を込めた仙具だ。一振りするだけで、たちまち思い通りの旋せん風ぷうを巻き起こすことができる。ただの人間では、太た刀ち打うちできないだろう」

　満足げにそう解説してから、苑達は陽琳と紫晃に向き直り、楽しげに笑った。

「そうだ。ちょうど私の計画を台なしにしてくれた虫けらどもが来てくれたのだ。試しにこれを、お前達に使ってみてやろう」

「なっ……」

　次の瞬間、苑達は手にしていた羽扇を、大きく振り上げた。

　──と同時に、激しい突とつ風ぷうが巻き起こり、陽琳と紫晃、そして睡蓮を吹き飛ばした。

「きゃああああ!!」

　壁かべに打ち付けられそうになった陽琳を、紫晃が抱きかかえて庇う。

「ぐっ……」

「し、紫晃!?　大丈夫!?」

　自分の代わりに激しい衝しよう撃げきを受けた紫晃に、陽琳が慌てて声をかけた。

「……これしきのこと、問題ありません」

　紫晃はそう言うと、すぐに鏢を手にして、応戦しようとする。

　だが、紫晃の振るおうとした鏢も、そして腕から放とうとした暗器も、苑達が巻き起こす風によって阻まれてしまう。

「ははっ！　……無む駄だだ。さっきも言っただろう。ただの人間ごときが、私が開発した仙具の力に歯向かうことはできない」

　愉ゆ快かいな催もよおし物ものを見ているかのように楽しそうに笑う苑達は、まともに身動きの取れない二人を交こう互ごに見み遣やる。

「私は人に虚こ仮けにされるのが嫌いでね。朝議の間でお前達に与あたえられた屈くつ辱じよくで、腹の虫がおさまらないのだ。……ふむ。足止めだけというのも芸がない。これならどうだろう？」

　不敵な笑みを浮かべると、苑達は羽扇を再び振り上げた。

　すると、巻き起こった鋭い風が二人へと襲い掛かった。

「陽琳様！」

　紫晃が叫び、陽琳の体を覆おおい隠かくすように抱きしめる。

　その背を風の刃やいばが襲い、紫晃の手足に無数の傷がつく。

　紫晃は呻き、それでもなお、陽琳を庇って離れようとしない。何度も襲い来る風の刃に、紫晃の体が激しく傷ついていく。

「紫晃!?　……苑達、もうやめて！」

　だが、その叫びすら楽しむように苑達は哄こう笑しようする。

（どうすればいいの……!?　このままじゃ、紫晃が死んじゃう！）

　手立てを考えるが、何も浮かばない。

（私みたいななりきり仙人には、何もできないの……!?）

　悔しくて涙なみだが零こぼれ落おちる。

「陽琳様。確かに貴女は今仙術は使えないかもしれません。ですが、貴女には……貴女の力がある。それを信じてください……。貴女が私を生かし続けた、その力を……」

　焦しよう点てんの合わぬ視線を向け、紫晃は喘ぜん鳴めいとともに微笑む。

　だが、その顔からぬるりとした血が滴したたり、陽琳の頰にかかる。

　おびただしい量の血が衣服を濡ぬらし、紫晃の意識が朦もう朧ろうとしていくのを見て、陽琳は戦せん慄りつした。

「いや……。駄だ目めよ……紫晃。いやああああ!!」

　そんな陽琳を見て、ようやく苑達は手を止めると、嘲笑とともに声高らかに言った。

「なんとも虫唾むしずの走る主従愛だな。センカツなどと言ってお遊びで得た知識や技術で、本物の仙人に対たい抗こうしようなど……浅はかな考えを持つからこうなる」

　嘲あざける苑達を、陽琳は意識を失った紫晃を搔かき抱いだきながら睨み付けた。

「あんたなんかが……あんたなんかが、本物の仙人なものですか！　あんたみたいに、人を傷つけることにしか仙術を使えないような人が、仙人を語らないで！」

　眩暈めまいがするような怒りで声が震える。

　それに対し、苑達は吐き捨てるように言った。

「ふん……この期に及んで、戯言たわごとを。力を持つ者が力を振るって何が悪い！」

　その叫びに、陽琳は強く頭を横に振って、叫び返した。

「違うわ！　力は弱き者を傷つけるためのものじゃない……！　弱き者を助けるために振るうものよ！」

　人のために仙術を使う者──それこそが、陽琳が憧あこがれて来た仙人像に他ならない。

「綺き麗れい事ごとを言うな！　事実、私の母は権力によって、甘皇后に追われた……！　それと同じことを返してやっただけだ！」

　慟どう哭こくするような苑達の叫びに、陽琳は怯ひるむことなく言い返した。

「確かに、皇太后が貴方の母上にしたことは、酷ひどいことだわ。だけど、力を持つ者が無む闇やみに力を振るって弱者を傷つけることが、いかに酷いことであるのか……貴方あなた自じ身しんが一番よく知っているでしょう!?　憎にくい相手と同じことをして、その手を汚して……貴方の母上が喜ぶと思っているの!?」

「くっ……」

　陽琳の言葉に苑達の顔が憤ふん怒ぬに歪んだ──その時だった。

「陽……琳、貴女の……言う通りですわ」

　か細い声が聞こえた方向を振り返ると、睡蓮が息も絶え絶えになりながら、何とか立ち上がっていた。

「す……睡蓮!?」

「このような下げ賤せんな男に、仙人を名乗る資格などありませんわ。たとえ仙術はまともに使えなくとも、挙動不ふ審しんでも、陽琳……貴女の方がよっぽど、仙人らしい心構えを持っていると思いますわ。少なくとも、わたくしにとっては」

　睡蓮は残された気力を振り絞って、声を張り上げた。

「陽琳……貴女の力を、分けてくださいまし……！」

「……！」

　睡蓮の言わんとしていることに、陽琳はすぐに気が付いた。

　先さき程ほど、睡蓮の首に刺さった楔を通して苑達が自身の仙力を彼かの女じよに送り込み、その身を操っていたのと同様に、陽琳の力を貸してほしいと言っているのだ。

「で、でも……私には、そんな力は……」

「信じなさい！　今まで貴女がやってきたセンカツを……積み重ねてきた努力を！」

　睡蓮に叱しつ咤たされ、陽琳は目を大きく見開いた。

　同時に、紫晃が倒れる前にかけてくれた言葉が脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

『貴女には……貴女の力がある。それを信じてください』

　陽琳はぎゅっと目を瞑つぶって、洞窟の中ゆえに目視することができない天を仰あおいだ。

　そして、心の底から祈いのった。




（もし私に、ほんの欠片かけらみたいなちっぽけな力でもいい……少しでも仙人としての素質があるのなら……私の中に、天てん帝ていの威いを受けた皇帝の血が流れているのなら……お願い！　今だけでいいから、私に力を……!!）



















　──次の瞬間。

　陽の光が届かぬはずのこの場所に、一瞬、眩まばゆい光が射した。

「え……？」

　瞼まぶた越ごしに感じた暖あたたかな光に陽琳が目を開く。

　すると、その視線の先には、神秘的な光を一身に受け、輝く粒りゆう子しに包まれた睡蓮の姿があった。

「睡蓮？　これって……」

　本当に、願いが天へと届いたのだろうか？　信じられない出来事に呆然としたままの陽琳に、睡蓮が力強く微笑んだ。

「……陽琳。貴女、やればできるじゃありませんの。見直しましたわよ」

　睡蓮はそう言ってから、今度は苑達へと向き直り、意志の強い瞳で睨にらみつけた。

「これでようやく……わたくしのやるべきことを果たせますわ」

「くっ……！　死にぞこないの妖あやかしめが……！」

　睡蓮の身に起きた急激な変化に気付いた苑達が、慌てて羽扇を振るい、激しい風を巻き起こす。

　だが、人並みならぬ強靭な身体を持つ睡蓮は、陽琳から与えられた力を受け、その旋風をものともせず苑達目指して突き進んだ。

　そして──勢いよく、苑達の頰に平手打ちをした。

　ぱあん！　という大きな音と共に、苑達が吹き飛ぶ。

「ぐああっ」

　壁に打ち付けられ、崩くずれ落おちた苑達の手から羽扇が転がり落ちる。

「……！」

　それを、突風がやんだことで自由の身になった陽琳が慌てて駆け寄り、拾い上げる。

　その様子を見守ってから、睡蓮はふっと微笑み、苑達の方に向き直った。

「……自らの生み出した力で、自じ滅めつなさい……!!」

　睡蓮はそう吐き捨てるように言うと、そのまま力ちから尽つきたかのように、倒れ伏ふした。

「睡蓮！」

　陽琳が睡蓮に駆け寄ろうとした、その時──

　大きく扉が開かれ、清琉国の兵士達が一斉に流ながれ込こんできた。

　もはや、睡蓮の渾こん身しんの一いち撃げきで身動きすることもままならなかった苑達は、その兵の中から一人の男が悠ゆう然ぜんと歩み出てくるのを、茫ぼう然ぜんと見上げていた。
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　紫晃が推測していた通り、輝瑛率いる兵士達の突入により、間もなく苑達は捕ほ縛ばくされた。

　混乱の中、倒れたままの、睡蓮は陽琳の懇願によって蔡さい家けの邸に運ばれることとなった。

　無数の傷を負った紫晃は、幸い命に別状はなく、止血してしばらくすると意識を取とり戻もどした。

「紫晃……！」

　駆け寄り、飛びついた陽琳の頭を、紫晃がそっと撫なでた。

「陽琳様……ご心配をおかけして申し訳ございません。ですが……今度はちゃんとお守りできて、本当によかった」

「もう！　守ってくれたことは感謝しているけど……でも、紫晃も無事でいてくれなきゃ、意味がないんだから！　ずっと傍そばにいるって約束してくれたでしょ……!?」

　半泣きになりながらも頰を膨ふくらませて憤ふん慨がいしている陽琳に、紫晃がくすりと微笑んだ。

「わかりました。今後は無茶をせぬよう、気をつけます。ですから、泣かないでください」

「本当に!?　約束よ……！」

　そんな二人に、輝瑛が歩み寄ってきた。

「二人とも、無事で何よりだよ。間に合ったようでよかった。今回のことは、本当にお手て柄がらだったね」

「輝瑛兄様……！」

　輝瑛のいつになく神しん妙みような顔つきは、苑達が秘めていた真実に、ある程度気付いていたのかもしれないと思わせるものだった。

「あの……これを……」

　陽琳は、洞窟を出る前に拾っておいた黄玉の指輪をそっと差し出し、苑達の口から語られた話を、順を追って打ち明けた。

「…………」

　暫くの間、黙して話をじっと聞いていた輝瑛は、やがてゆっくりと顔を上げると、縛られた苑達へと近づいた。

「……苑達。君は僕にとって、ただの一人の兄だったんだね。君と出会った時からずっと感じていた、他の者とは異なる親近感は、そのせいだったのかもしれない」

　その言葉に、苑達はふんっと、顔を背そむける。

「お前のようなお気楽皇帝に今いま更さら何を言われても、詮せんなきことだ」

　それに対して、陽琳が口を挟はさむ。

「確かに輝瑛兄様はお気楽に見えるけど……。こう見えて、底知れないというか、計り知れない人なのよ？」

「陽琳様、そういう方を端たん的てきに言うと、腹黒いというのですよ」

「……ねえ君達、それは、僕のことを褒めてくれているんだよね？」

　続いた紫晃も含め、輝瑛がじとりとした視線を送る。

　そのやり取りを見ていた苑達が、自嘲気味に笑った。

「……そうかもしれないな。信しん頼らいしていると言いながら、その裏で紫晃という間者を使って、私の行動を見張っていたなど思いもしなかった。そう思えば、全ては……私の読み間ま違ちがいだったということだろう……」

　そんな苑達を、輝瑛は再び、どこか寂さびしげな瞳で見下ろした。

「君のことを秘ひ密みつ裏りに調べさせながらも、どこかで、君がそんなことをしていなければいい……そう思っていたのは事実だよ？　僕だって血を分けた兄を処断したくはない。……でも君は僕の大切なものを傷つけようとした。だから、決して許すことはできない。……こんな結果になってしまって、本当に残念だよ」

　情に流されることなくそうはっきりと言い切った輝瑛に、苑達はようやく顔を上げ、真っ直ぐに弟の瞳を見た。

「ふん。甘い考えで恩おん赦しやを与えられるより、ずっといい。それでこそ、皇帝だ」

　そう言った苑達は、全てを受け入れたかのような笑みを浮かべた。







　──こうして、苑達によって引き起こされた事件は、幕を閉じた。

　洞窟の中に残された仙具の数々は、洞窟内に保管されていた蠱霊草共々、焼やき払はらわれることとなった。

　唯ゆい一いつ、陽琳の手の中に握られたままの、羽扇だけを残して──。
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　皇こう帝てい暗殺を企くわだてた邪じや仙せん、梁りよう苑えん達たつは投とう獄ごくされ、処断を待つ身となった。

　そんな夕暮れ時、陽よう琳りんは紫し晃こう、そして睡すい蓮れんとともに、皇こう宮きゆう内の小池のほとりに佇たたずんでいた。

　睡蓮の花が咲さくこの場所は、睡蓮が埋うめられていた場所だ。

「思えばここから始まったのよね。地面から睡蓮が出てきて、追いかけられて……」

　感かん慨がい深ぶかげに言った陽琳に、紫晃が呟つぶやく。

「あの時の陽琳様の必死な顔は、傍はたから見ていて面おも白しろくもありましたね」

「し、紫晃ったら！　私は命がけだったのよ!?」

「存じておりますよ。だからこそ私も、途と中ちゆうでお助けしたではありませんか」

「そういえば……正気に戻もどったばかりのわたくしは、紫晃の鎖くさりで拘こう束そくされていましたわね。何とも屈くつ辱じよく的てきでしたわ」

　睡蓮もまた、懐なつかしげに語る。

　この場所は、睡蓮にとっては因いん縁ねんの場所でもあるはずなのだが、ここに来たのは本人の提案によるものだ。

　そんな睡蓮は、すでに足取りがおぼつかなく、陽琳と紫晃によって支えられて、何とか立っている。

　その理由は、先日の苑達との戦いの中で身体を酷こく使ししたから、という理由だけでなく、彼かの女じよがもともと苑達の不完全な術によって生み出された、異質な死し鬼きであるためだろうということだった。

「この身体はもともと、長くは存在できない物であったようですわね。実際、自分自身、最さい期ごの時が迫せまっていることはわかりますわ。だからその前に見ておきたい場所がありますの」

　──という睡蓮の希望によって、ここまで来た。

「どうして、ここに来たかったの？」

　陽琳の問いに、睡蓮は微笑ほほえんだ。

「確かにこの場所は、わたくしにとっては苦い思い出のある場所ですけれど……でもそれと同時に、貴女あなた達たちと出会えた場所でもありますわ。わたくしにとって死鬼として過ごした数日間は、これまでしたことのない多くの経験をした、貴重な数日間でしたもの。家事や買い物、妙みような集会、調査……抑よく圧あつされた人生を送っていた生前よりもずっと、生き生きとした日々でしたわ」

「睡蓮……」

　そう語る睡蓮の横顔は儚はかなげながらも、意志の強そうな瞳ひとみは相変わらずだ。

「わたくしはきっと、未練があったからこそ、死鬼となってしまった自分の身体に、舞まい戻もどってきたのでしょう。だからこそ、死鬼でありながら自じ我がを持つことができたのでしょう。けれど今はもう、貴女達のお陰かげで未練はありませんわ」

「梁苑達のことは……もういいのですか？」

「思いっきり平手打ちしたことで、心が晴れましたわ。私自身の若さゆえに犯おかしてしまった過あやまちでもありましたし……恋れん愛あいという貴重な体験をさせてもらえたという点だけは、感謝していますから」

　紫晃の言葉にそう応じてから、睡蓮は「ただ……」と、言葉を続ける。

「陽琳。もっと早くに貴女あなたに出会えて、友人になれていたら、また違ちがう生き方を見つけられていたのかもしれませんわね」

「でも、こうして私達が出会えたのは、睡蓮が死鬼として蘇よみがえってくれたからなのよね」

「ですわね。人生とは、何が起こるかわからないものですわ。だからこそ、興味深いものなのですけれど。何はともあれ、わたくしは今、満足しているんですのよ？　だからこそ……」

　そう言ってから、睡蓮は陽琳の方を向いて、優やさしく微笑んだ。

「最期の別れの時は、泣き顔じゃなくて、笑え顔がおをお見せなさい」

　そう言われて初めて、陽琳は、自分の頰ほおを大おお粒つぶの涙なみだが伝っていたことに気が付いた。

「あ……。ご、ごめん。私もそのつもりだったんだけど……」

　慌あわてて涙を拭ふいた陽琳に、睡蓮が笑う。

「相変わらず、頼たよりないですわね。立派な仙せん人にんを目指すのではないんですの？」

「えっ？　それは勿もち論ろん、目指すわよ……！」

　睡蓮の言葉に、陽琳は顔を上げて、ぐっと握にぎり拳を作った。

「今回の事件で、仙人が実在することがわかったのよ！　いつか必ず、本物の仙人に出会って、弟で子し入いりして……本物の仙人になってみせるんだから！」

「その意気ですわ」

　そんな陽琳を見守りながら、睡蓮は晴れやかな笑みを見せた。

「いつかその日が来たら、今度は貴女の力でわたくしを眷けん族ぞくとして蘇らせ、再会できることを楽しみにしていますわ」

「ふふ。でもその場合は、死鬼はもうお断りだわ。昼間に一いつ緒しよに出歩けないのって、結構不便だったもの」

「そうですわね。……まあ、まだまだ未熟な貴女が立派な仙人になるのなんて随ずい分ぶんと先──きっと、よぼよぼの老人になっている頃でしょうから、わたくしはとっくに生まれ変わっているかもしれませんけれど」

「し、失礼ねっ！　そんなことないわよっ」

「まあ、期待していますわ」

　憤ふん慨がいする陽琳に、睡蓮と、そして紫晃が噴ふき出だす。

　それを見て陽琳もまた、つられて笑った。

　そんな穏おだやかな空気の中、睡蓮の身体は、ゆっくりと、まるで散りゆく花びらのように崩くずれ去さり、やがて──静かに風の中に溶とけ込こんでいった。







「何だかいろいろと、ひと段落した感じよね。寂さびしいような、ほっとしたような……奇き妙みような感じだわ。紫晃から幽ゆう霊れいの話を聞いたけど、あれも実は未練が残って彷徨さまよっていた睡蓮だったのかもしれないわね」

　睡蓮を見送り、馬留へと皇宮内を歩きながら陽琳が呟いた言葉に、隣となりを歩く紫晃が頷うなずいた。

「そうかもしれませんね。近いうちに梁苑達にも沙さ汰たが下るでしょうし、大おお騒そう動どうになっていた官かん吏り達も次し第だいに落ち着いて、いつも通りの皇宮に戻るでしょう」

「あ、でも、宰さい相しようがいなくなっちゃったのよね。……輝き瑛えい兄様は、紫晃を後釜に据えようと画策するんじゃないかしら……」

「だとしても、お断りですね。私には他に代えがたい、やるべきことがありますから」

「やるべきこと？」

　立ち止まって紫晃の顔を覗のぞき込こむと、紫晃は陽琳の瞳を真まっ直すぐに見つめてきた。

「今回の事件を経て、私は……何よりも陽琳様をお守りしたいと、心から思いました。ですから間者としてのお役目も、今回を以もつて終しゆう了りようさせていただくつもりです」

「本当!?」

　もう紫晃が、間者として危険な役目を負うこともないのだ。

　陽琳は思わず表情を明るくして、そう声をあげた……が、すぐに表情を曇くもらせた。

「あ……でも、喜んでばかりはいられないのかしら……。裏切った紫晃が生き延びているってことが、桓かん栄えい国こくの残党にばれていたら……」

「その場合は、私が速すみやかに対処します。刺し客かくごときに負けるつもりはありませんから」

「ふふ。紫晃ったら、相変わらず頼たのもしいわね」

　さらりと言ってのける紫晃に、陽琳はくすくすと微笑んだ。

「でもね、紫晃。私だって、もっと多くのことを学んで、力を付けて……紫晃を狙ねらう刺客なんてちょちょいのちょいって倒たおせちゃうくらいになってみせるんだから！　今度こそ守られているばかりのお嬢じようさんじゃあいられないわ！」

「そのためにも、立派な仙人を目指す……というわけですか？」

「その通りよ！」

　強く意気込んでから、陽琳はふと思い出したように、帯の背中側に挿さしていた羽う扇せんを引き抜いた。

「仙人といえば、これ……結局、持ってきちゃったのよね」

「苑達の開発した仙せん具ぐですか」

　それはまさしく、苑達と対たい峙じした際に、二人を苦しめたものだ。

　だが同時に、陽琳にとって唯ゆい一いつの「実在する仙具」でもある。

「研究したいと思う一方で、壊こわしちゃった方がいい、とも思うのよね。だって、まだまだ仙人として未熟な私なんかでも、これを使えば、簡単に旋せん風ぷうを起こせてしまうのかもしれない。そう思うと何だか怖こわいわよね」

「そうですね。ですが、その大きな力を『安易に使ってはいけないものだ』と理解できていることこそが大事なのだと思います。力とは振ふるう者に左右されます。私は陽琳様であれば、正しく使うことができるのではないかと思いますよ？」

「うーん……」

　暫しばらくの間羽扇を見つめていた陽琳の脳のう裏りに、ふと、苑達との戦いの中での出来事が思い出された。

（そういえば、あの時、不思議なことがあったのよね……あれは一体何だったのかしら）

　洞どう窟くつに射さした神こう々ごうしい光。

（私の知識じゃあ、まだまだわからないことがたくさんあるわ。今後センカツを続けていく中で、解明していけるのかしら。その時こそ、私は正しく力を使うことができるのかしら……？）

　そう考え至って、ゆっくりと頷き、羽扇を再び帯に挿し戻した。

「決めたわ。これは、私がもっと知識をつけて……いつかちゃんとした仙人になるまで、使わずにとっておくわ。大き過ぎる力を使うことは、やがて自らの身をも滅ほろぼすんだってことを、自分に戒いましめるためにもね」

「つまり、一刻も早く立派な仙人になるための、誓ちかいの証あかし……ということですね。なるほど、それは頼もしいですね」

「ふふ、見ていてちょうだい！」

　そう言って、大きく腕うでを振ふり上あげた──瞬しゆん間かん、姿勢を崩くずして、「わあっ」とずっこけそうになった陽琳を、紫晃が咄とつ嗟さに抱だき留とめた。

「……前言撤てつ回かいした方がいいかもしれませんね？」

　腕の中の陽琳を呆あきれたような目で見下ろしながらそう言った紫晃に、陽琳は「あはは……」と苦笑いした。

「あ、明日からは頑がん張ばるんだから……」

　と、そこまで言ってから、ふと──紫晃の顔が近いことに気付く。

「……っ」

　その近さに心臓が跳はね、かっと顔が朱しゆに染まる。

　慌てて紫晃の腕を抜ぬけて立ち上がろうとしたところで、腕を引かれた。

　ぽふっと音を立てて、今度は紫晃の胸の中に引き寄せられる。

　広い胸から伝わる熱がじわじわと這はい上あがってくるのに、陽琳は困こん惑わくした。

「し、し、紫晃!?」

　包つつみ込こまれるように抱きしめられ、まるで身動きが取れない。

「本当に……陽琳様は私の心配をどれほどご理解してらっしゃるのでしょうか」

　狂くるおしい口ぶりでそう言われ、陽琳の心臓が跳ねた。

「え？　そ、それは……もちろん、今回のことはいろいろと本当に深く反省してるし、今後はできるだけ心配をかけないようにしよう……って、ちゃんと思ってるのよ？」

「本当にそうでしょうか？　こんなにも簡単に男に手を取られるなど、学習なさっているとは思えません。挙句の果てにそのように可か愛わいらしい顔を真っ赤に染められて……」

「やや、やめて。変なこと、言わないでちょうだい」

　恥はずかしい文句を聞くに堪たえなくなってきて、陽琳は耳を塞ふさごうと手を伸のばす。

　だが、その手を紫晃にそっと止められる。

　紫晃の顔が少しづつ近づいてくると、顔が火ほ照てった。

　今にもかかりそうな吐と息いきに、鼓こ動どうが早はや鐘がねを打つ。
















　──その時。

「おやおや、仲直りをしたようで何よりだよ」

　突とつ然ぜん声がかかり、陽琳は紫晃の手を振ふり払はらうように飛びのいた。

　慌てて振ふり返かえると、そこには輝瑛が立っていた。

「……」

　憮ぶ然ぜんとした表情の紫晃が、輝瑛に送る視線が怖い。

「き、輝瑛兄様！　ど、どうしたの？　お仕事はもういいの？」

　どぎまぎしていた気持ちを落ち着かせるように大きな声でそう問うと、輝瑛はいつも通りの穏やかな笑みを向けて来た。

「ああ、ひと段落ついたんでね。君きみ達たちにいい話をもってきたよ」

「いい話って……？」

　輝瑛はこくりと頷くと、一枚の書状を取り出した。

「実は、今回の桓かん州しゆうでの一ひと悶もん着ちやくを受けて、もっと属州に目を向ける必要があると思ってね……。属州を巡めぐる、特命視察団を結成することになったんだ」

「特命視察団？」

「ああ。で、ここからが本題なんだけど……この視察団に、陽琳と紫晃に参加してもらおうかと思ってね」

　輝瑛の言わんとしていることがすぐには飲み込めず、一いつ瞬しゆん絶句する。

「え……えええっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を出した陽琳に、輝瑛はあははと声を立てて笑った。

「なに、重く考えることはないよ。旅行気分で、各国を見て回ってきてくれればいいんだ。他人と少し違った着眼点を持つ陽琳なら、多くの発見があるだろうからね。例えば……摩ま訶か不ふ思し議ぎなこととかも、ね」

「それって……つまり……」

　各地の摩訶不思議な現象──そんなことを調べられるとしたら……それは……

「思う存分、仙人を探せるってこと!?　やったああ!!」

　今回の事件を機に判明したことは、苑達が育った桓州の辺境の地に、仙人が降り立っていたということだ。

　今すぐにでも探しに行ってみたいと思うものの、陽琳の立場上、なかなか簡単に出向ける場所ではない。

（でも、特命視察団に参加すれば、公的に各地を回れるということよね!?）

　手放しに喜ぶ陽琳に、紫晃がすかさず突っ込みを入れた。

「陽琳様。輝瑛様がそんなうまい話を持ってくるはずがないでしょう。絶対に裏があります」

「ええっ？」

　疑うたぐり深い紫晃と、そう言われて我に返る陽琳に、輝瑛が心外と言わんばかりに肩かたをすくめる。

「やだなあ、人聞きが悪い。桓州には仙人がいるみたいだし、お土産みやげ話ばなしを聞かせてもらえれば嬉うれしいなって思っただけだよ」

「そうはおっしゃいますが、桓州を始め、まだまだ治安が整っていない場所も多いのでは？」

「それは心配には及およばないよ。君という優ゆう秀しゆうな護衛が同行するわけだからね」

「……私には、家令としての仕事もあるのですが？」

　そんな紫晃に、輝瑛は相変わらずの飄ひよう々ひようとした態度で、にこりと微笑んで言った。

「尚しよう允いん叔お父じ上うえにはすでに話を通し済みでね。蔡さい家けには代理の家令を手配しておいたから、心置きなく行ってきてくれていいよ」

「……？」

　その周しゆう到とうな根回しには、陽琳だけでなく、さすがの紫晃も絶句した。







　こうして、仙人を目指す残念公主の全国行あん脚ぎやが始まるとともに、やがて神しん仙せんの実態が明らかになっていく、新たな時代が始まった──。











完　
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　はじめまして、チサトアキラです。

　この度は本作をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます。

　私達はチサとアキラの二人組なのですが、どうやって二人で書いているの？　と聞かれることがあります。

　実際のところ、二人でわいわいと話し合いながら書いているので、明確な分担はなかったりします（笑）。

　今作品も、投稿作から方向性が大分変わった話になったのですが、少しでも面白い作品になるように、二人で検討を重ねてきました。少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　この場を借りて、お礼を述べさせていただきたいと思います。

　まずは、選考、出版に関わってくださった皆様、ありがとうございました。

　次に、イラストを担当いただきました三み浦うらひらく先生。とても素敵なイラストを描いていただき、ありがとうございました。キャララフを一目拝見した時から、テンションが上がりっぱなしでした！

　最後に、ここまで読んでくださった皆様、本当にありがとうございました！

　まだまだ未熟な二人ですが、またお会いできる日を楽しみにしています。








著

チサトアキラ

Chisa to Akira




おとめ座のＡ型、空想好きなボケ担当・チサと、かに座のＯ型、読書好きな突っ込み担当・アキラ。京都出身の二人組、チサトアキラです。

この度はお手に取ってくださり、ありがとうございます。

中華ファンタジー世界を舞台に、大好きなものを追い求めている主人公の物語です。皆様に何かしら感じていただけることがあれば幸いです。










イラスト

三浦ひらく

Hiraku Miura




毛がもふもふしている生き物が好きです。虫はダメです…毛虫も苦手です。

でも茶色いやつだけは、うちの犬（ポメラニアン）に似ていて憎みきれません。



















イラスト／三浦ひらく

デザイン／島田絵里子












電子版　ビーズログ文庫







残ざん念ねん公こう主しゆのなりきり仙せん人にん録ろく




敏びん腕わん家か令れいに監かん視しされてますが、皇こう宮きゆう事じ情じようはお任まかせください！
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『残念公主のなりきり仙人録　敏腕家令に監視されてますが、皇宮事情はお任せください！』

2017年3月15日初版発行
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